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1 ．本書は日本道路公団北海道支社が行う北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）建設工事に伴い、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが平成11 ･ 12年度に実施した八雲町ポンシラリカ1遺跡と、平

成12年度に実施した黒岩3遺跡の埋蔵文化財調査報告書である。

2．調査は、ポンシラリカ1遺跡は平成l1年度に第2調査部第5調査課及び第1調査部第2調査課、

平成12年度に第2調査部第1調査課が担当した。黒岩3遺跡は第2調査部第1調査課が担当した。

3．本書の執筆は、Ⅳ章及びⅥ章-1については大泰司統､それ以外については福井淳一が担当し、

全体の編集は福井淳一が担当した。

4．遺物の整理は、ポンシラリカl遺跡については、大泰司統・田中哲郎、黒岩3遺跡については

福井淳一・田中哲郎が担当した。

5．調査での写真撮影は大泰司統、福井淳一、田中哲郎が、室内での遺物の撮影はポンシラリカ1

遺跡については大泰司統、黒岩3遺跡については菊地慈人が担当した。

6．石器の石材鑑定は第1調査部第1調査課花岡正光の指導のもと､大泰司統福井淳一が行った。

7．報告書刊行後、出土資料及び記録類は八雲町教育委員会が保管する。

8．調査にあたっては下記の諸機関、諸氏にご協力、ご指導を頂いた。

北海道教育庁文化課、八雲町教育委員会、八雲町立黒岩小学校、八雲町郷土資料館三浦孝一・

柴田信一、横山英介、菊地博、七飯町教育委員会石本省三、函館市教育委員会田村良信・野村

祐一・野辺地初雄、市立函館博物館長谷部一弘、市立函館博物館五稜郭分館佐藤智雄、松前町

教育委員会久保泰・前田正憲、知内町郷土資料館高橋豊彦、木古内町教育委員会菅野文二・

大谷内愛史・木元豊・三上英則・山田央､上磯町教育委員会森靖裕、戸井町教育委員会鈴木正

語、南茅部町教育委員会阿部千春・福田祐二、南茅部町埋蔵文化財調査団佐々木日登美、森町

教育委員会藤田登、長万部町教育委員会佐藤稔、上ノ国町教育委員会松崎水穂・斉藤邦典・

三浦秀俊・松田輝哉、乙部町教育委員会森広樹・藤田巧、奥尻町歴史民俗資料館木村鉄朗、北

檜山町教育委員会谷岡康孝、今金町教育委員会寺崎康史、苫小牧市埋蔵文化財調査センター

佐藤一夫・赤石慎三、伊達市教育委員会大島直行・青野友哉・小島朋夏、虻田町教育委員会角

田隆志、平取町教育委員会森岡健治・長田佳宏、竹花和晴、青森県埋蔵文化財センター平山明

寿・福田友之・成田誠治・相馬信吉・神康雄・坂本真弓・小田川哲彦、八戸市教育委員会小笠原

善範・村木淳、薦巣町教育委員会奥山一絵



凡 例

1 .本文中及び図、表中では以下の記号を用い、原則として確認順に番号を付した

H:住居跡P :士坑F:焼土FC:フレイク・チップ集中 HP :住居跡内の柱穴

なお、土坑については、従来当センターでは土曠を用いる例が多い。 しかし、 「曠」は「はかあ

な」の意を持つことからここでは「あな」としての「坑」を用い、墓と認定できるものについて「土

坑墓」を用いた。

2．遺構図の方位は真北を示す。遺構図の縮尺は、スケール等が入っているもの以外は原則として40

分の1である。遺構平面図の＋はグリッドライン交点で、交点傍らの名称記号は右下の区画を示し

ている。遺構平面図の・小数字とセクションレベルは標高（単位m)である。焼土については網を

かけてある。

3．遺構図中の遺物のシンボルマークは以下のとおりである。

床面覆土 床面覆土 床面覆土

士 器：● ○ 礫石器：▼ ▽ 剥片石器：▲ △

礫 ：◆ ◇ 剥 片：■ □ その他：★ ☆

4．遺構の規模は全て確認面での規模で、住居跡・土坑は「長軸の上端／下端×短軸の上端／下端×

確認面からの最大深・最大厚｣、焼土は「長軸×短軸×確認面からの最大深・最大厚」、 フレイク

・チップ集中は「長軸×短軸」を単位cmで示してある。なお、一部破壊されているものは( )で示

し、不明のものは－で示した。

5．土層名は下記の記号を用いた場合がある

Ko-d :駒ケ岳-d火山灰

KO-g :駒ケ岳-g火山灰

火山灰の略号は、北海道火山灰命名委員会(1982) 『北海道の火山灰」による。

6．遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、スケールなどが入っているもの以外は原則として土器・礫石

器が3分の1，剥片石器・磨製石器が2分の1である。

7．土器・土製品・石器の大きさは「最大長×最大幅×最大厚」で記してある。剥片石器、礫石器は

機能部にこだわらず、長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。なお、実測図中でたたき

痕はV－V、すり痕は目で範囲を表した。
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l 調査要項

I 調査の概要

1 調査要項

(1) ポンシラリカ1遣跡

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託期間：平成11年4月1日～平成12年3月31日

平成12年4月1日～平成13年3月31日

遺跡名：ポンシラリカ1遺跡（道教委登載番号B-16-61)

所在地：山越郡八雲町黒岩702 2他

調査面積: 1960㎡（平成1l年度: 1352㎡、平成12年度:608㎡）

発掘期間：平成11年7月12日～平成11年10月29日

平成12年6月13日～平成12年7月19日

(2) 黒岩3遣跡

事業名：北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）埋蔵文化財発掘調査

委託者： 日本道路公団北海道支社

受託期間：平成12年4月1日～平成13年3月31日

遺跡名：黒岩3遺跡（道教委登載番号B-16 63)

所在地：山越郡八雲町黒岩593-2他

調査面積： 960㎡

発掘期間：平成12年6月1日～平成12年8月29日 （中断期間6月13日～ 7月13日）

2 調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター

（平成11年度）

理 事 長 大澤 満

專務理事 佐藤哲人（平成11年5月31日まで）

専務理事 宮崎 勝（平成11年6月1日から）

常務理事 木村尚俊（平成11年8月16日から）

総務部長 中田 仁

第2調査部長

第5調査課長

主 査

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

鬼柳

熊谷

谷島

笠原

広田

柳瀬

彰

仁志

由貴

興（発掘担当者）

良成

由佳

1



I 調査の概要

第1調査部長 畑 宏明（平成11年8月15日まで）

木村尚俊（兼務、平成11年8月16日から）

佐藤和雄（発掘担当者）

大泰司統（発掘担当者）

第2調査課長

文化財保護主事

(平成12年度）

理 事 長

專務理事

常務理事

総務部長

第2調査部長

第1調査課長

主 任

文化財保護主事

文化財保護主事

大澤

宮111奇

木村

柳瀬

鬼柳

種市

田中

坂本

福井

満

勝

尚俊

茂樹

彰

幸生

哲郎

尚史

淳一（発掘担当者）

3 調査に至る経緯

北海道縦貫自動車道（函館～名寄間）は函館市を起点として室藺・苫小牧・札幌市を経由し、名寄

市に至る総延長488キロの路線で、 このうち長万部～旭川鷹栖間は既に共用されている。七飯～長万

部間の路線については平成5年11月から事業が進められている。この事業に対する埋蔵文化財調査に

ついては平成2年4月、 日本道路公団札幌支社から事前協議がなされ、協議を受けた北海道教育委員

会では平成2年4月及び平成7年11月に所在確認調査を、平成7年10月以降順次範囲確認調査を実施

した。ポンシラリカl遺跡､黒岩3遺跡については､平成2年4月及び平成7年11月に所在確認調査、

平成10年10月に範囲確認調査が実施されている。

ポンシラリカl遺跡及び黒岩3遺跡は日本道路公団長万部工事事務所管内にかかる。これまでの調

査によると工事計画の変更が不可能なことから発掘調査を必要とする遺跡は同管内には長万部町内8

か所、八雲町内5か所がある。八雲町内では北から黒岩3遺跡、 シラリカ2遺跡、ポンシラリカl遺

跡、山崎5遺跡、山崎4遺跡が発掘調査を必要とし、平成10年度から側)北海道埋蔵文化財センターが

委託を受け調査を実施した。平成10年度は9 ． 10月に山崎4遺跡の一部3000㎡（カルバート建設予定

地）について調査を行い、平成l1年度はシラリカ2遺跡4980㎡、ポンシラリカl遺跡の一部1352㎡、

山l11奇4遺跡の一部6905㎡、山崎5遺跡の一部855㎡について調査が行われた。今年度は新規に黒岩3

遺跡を着手し、残部としてポンシラリカl遺跡、山崎5遺跡、山崎4遺跡の調査を行った。また、八

雲町内では函館工事事務所管内の山越・野田生・落部地区の調査が今年度から着手された。なお、黒

岩3遺跡調査時､道路路線内の隣接する段丘上に遺物の散布が見られた。そのため､試掘調査を行い、

遺跡であることを確認した（黒岩4遺跡)。しかし、遺構が確認されず、遺物の散布を希薄であった

ことから立会調査となった。

4 調査の概要

(1) ボンシラリカ1遣跡

本遺跡は、八雲市街地から北方向へおよそ9.5km離れた、標高約30mの海岸段丘上に立地する。こ

２



4 調査の概要

の段丘は大川集落の南側に河口を持つ無名の沢によって開析されており、当遺跡はその河口から500

mほど遡った左岸に位置する。また、調査区内の南側には小沢がある。なお、ポンシラリカと地元で

呼称されている沢は無名の沢河口に対して大川の集落を挟んで800m北側に河口を持つ。

調査は、平成1l年度、工事範囲内の遺跡の範囲、性格を確認するため8月上旬までトレンチ調査が

行われた。その結果、早期の遺物と遺構とみられる落ち込みが確認され、 さらに遺物出土の濃淡が明

確になったため9月以降本調査を開始した。最終的に平成11年度は遺構確認調査を含め1352㎡を調査

し、縄文時代中期の土器がまとまって出土した。

平成12年度の調査は608㎡について行った。確認された遺構は、住居跡2軒、土坑2基、 フレイク

・チップ集中7か所。住居跡、土坑は共に縄文時代早期の所産で、いずれも半分が東側の調査区外に

広がる。土坑のP－2では、覆土上面に焼土と、半完形の中茶路式土器（早期）がみられ、墓の可能

性が高い。遺跡は早期には調査区内の沢に面して、海側に広がっていたものと考えられる。

遺物は土器・石器合わせて11869点出土した。土器は、縄文時代早期、前期のものがある。早期の

土器が最も多く、その中でも東釧路Ⅲ式に相当するものが大半を占める。ほかに貝殻条痕文系平底土

器、中茶路式がみられる。前期の土器は円筒上層式である。

石器は、石錘、スクレイパーが多く、次いでたたき石、すり石、砥石、つまみ付きナイフ、偏平打

製石器、石錐が続くが10点前後である。石錐、箆状石器、両面調整石器、磨製石斧などは少ない。

(2)黒岩3遺跡

遺跡は、黒岩奇岩の北西約1knl、内浦湾に面する海岸段丘上（標高35～50m)にある。この遺跡周

辺は地形の変換点にあたり、当遺跡から南の山崎までは海岸段丘と海岸線の間が狭いが、当遺跡より

北では段丘と海岸線の間に海岸平野、砂丘を挟んでいる。調査区は段丘を開析する無名の沢に面し、

かつ高位の段丘崖に近い部分にあたる。遺構の確認状況、遺物の出土状況から遺跡の主体は海岸に面

するとみられる。調査は平成12年度の単年度で実施した。

確認できた遺構は、住居跡2軒、焼土2基、 フレイク ・チップ集中5か所。調査区はほぼ全面風倒

木による撹乱を受けており、 とくに沢側の撹乱が著しかった。また、杉の植林地となっていたため、

根による撹乱もあり、遺構の確認が困難であった。住居跡は調査区南西側の尾根上の高まりで確認さ

れた。周囲を風倒木に撹乱されていたために確認が遅れたが、それでも浅く、柱穴はほとんど確認で

きなかった。中央に石囲炉があり、H－lでは部分的に土器が差し込まれていた。中期末の所産とみ

られる。フレイク・チップ集中は中期～後期のものと考えられる。そのうちFC-3は、 30cm四方に

良質の頁岩の石器素材、剥片だけが集中したもので、石器素材の埋納遺構とみられる。

遺物は土器・石器合わせて6625点出土した。土器は、縄文時代早期、中期後半～後期前半のものが

あるが、ほとんどが破片資料で、摩滅が激しい。早期は平底の条痕文土器、東釧路Ⅲ式、中茶路式が

みられる。中期後半～後期前半では円筒上層式、 ノダップⅡ式、余市式、大津式などがある。

石器は、遺跡の立地する段丘堆積物に質の悪い頁岩の角礫が多く含まれることから礫が非常に多

い。剥片石器の石質はほとんど頁岩であるが、現地の頁岩が用いられることは少なく、 より良質の頁

岩を素材にしている。石器の出土量を見ると、石錘、 Rフレイク、すり石が多く、石鍍、磨製石斧、

石槍、スクレイパー、箆状石器が続くが10点前後である。つまみ付きナイフ、台石、砥石、石錐、ナ

イフ、石皿、喫形石器などは少ない。石器では特に石錘、断面三角形のすり石といった早期の特徴を

持つ石器が多い。また、両面調整石器は石槍素材と見られるものが多く、 また剥片接合資料にも石槍

製作を目的としたものが散見される。
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I 調査の概要

表1－1 ポンシラリカ遺跡遺構出土遺物点数一覧

分 類 H-1 H-2 P-1 P-2 FC-1 FC-2 FC-3 FC-4 FC-5 FC-6 FC-7合計

1 1

118 14 5 15 13 1 166

5 4 5 14 28

28 2 30

7 7

19 19

l 1

1 1 2

1 l

1 l

3 1 4

1 1 l 3

1 1 2

3 3

2 2 4

69 2 8 59 804 1157 239 141 84 56 2619

1 1

2 2

1 1

14 7 60 81

216 30 9 54 60 834 1235 240 156 86 56 2976

FC-1 FC-4

I群a類

I群b1類

土 器獣b鷲
Ⅱ群b類
Ⅲ群a類

再生土製品

石 錐

槍
丁一

イコ

石 錐

剥片石器：ｸﾋｲ農
両面調整石器

Uフレイク

Rフレイク

剥 片剥 片

石 錘

礫石器たたき石

砥 石

礫 礫

合 計

土 器

剥片石器

礫石器

表1－2ポンシラリカ1遺跡包含層出土遺物点数一覧

分 類 細 分

I群未細分

I群a類

Ⅲ誹鱒箭噌
I群b3類

土 器
I群合計

Ⅱ群Ⅱ群b類

Ⅲ群Ⅲ群a類

不 明

土 器 合 計

再生士製品

土製品等焼成粘土塊

土製品等合計

石 雛

石槍、 ナイ フ

測片個勝暑皇擢掛ヲ
石 錐

石 核

両面調整石器

R フ レ イ ク

U フ レ イ ク

剥片石器合計

磨製石器石 斧

た た き 石

擦 り 石

礫石器北海道式石冠
偏平打製石器

砥 石

石 錘

石 l l l1 ･台 石

磨製石器、礫石器合計

剰 片|乳喝黙,贈石測I#
石 製 品

総 点 数

I群

器ゴ

土製品等

剥片石器
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剥 片
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l 位置と環境

Ⅱ遣跡の位置と環境

1 位置と環境

八雲町は北海道西南部渡島半島のほぼ中央東部に位置し、内浦湾（噴火湾） に面している。

遺跡が位置するのは八雲町の北側、黒岩地区にあたり、標高約37～50m海岸段丘上に立地する （図

Ⅱ－1)。ポンシラリカl遺跡の南の川は現在無名の沢で、地元でポンシラリカ川と呼称されている

川は大川集落を挟んで北側にある。また菅江真澄の『えぞのてぶり」ではシラリカ川の北を本シラリ

カとしている。 しかし、菅江の記録の地名は松浦武四郎の記録した地名と順序が前後している部分が

ある。ちなみに『えぞのてぶり』には「シラリカのコタン」の様子が詳細に記録されており、当時の

コタンの様子が良くわかる。コタンには段丘上（記録では崖とされる）から滝となる細流が傍らにあ

り、段丘上にチャシがあると記録される。菅江の記述を信じるならば｢シラリカのコタン｣はシラリカ

川の南に位置したことになる。このチヤシの存在は現在知られていない。

黒岩3遺跡周辺は地形の変換点にあたり、黒岩3遺跡から山l1l奇l遺跡までは海岸段丘と海岸線の間

が狭いが、黒岩3遺跡より北では段丘と海岸線の間にはやや広い海岸平野、砂丘を挟んでいる。黒岩

地区には「黒岩奇岩」が海岸にみられる。この奇岩は、玄武岩質安山岩で、 メノウを含有する。奇岩

には、遠いコタンから兵士が攻めて来たとき、岩を兵士が大勢屯しているものと思い、逃げ帰ったと

いう話を菅江真澄が『えぞのてぶり』に記録されている。そのため「石神（シュマカムイ)」 として

イナウをたて敬われたという。また松浦武四郎はクン子シュマ（黒い岩） と記録している。また、奇

岩の北にルコツ川があるが、ルコツないしロクツは「道」を指し、瀬棚への山越えの道の跡があった

という。また、 カムイエカシ(クマ老人)の伝説があり、話が足跡をたと・ることで展開することから、

「足跡」 という意味を含むのかもしれない。

2 周辺の遺跡

八雲町内の遺跡についてはすでにまとめられている （道埋文センター2000)ので、 ここでは周辺の

遣跡についてのみ述べる。黒岩地区周辺には北からルコツl遺跡、黒岩4遺跡、黒岩3遺跡、黒岩2

遺跡、黒岩l遺跡、シラリカ2遺跡、 シラリカ遺跡、シラリカ3遺跡、ポンシラリカl遺跡、山111奇5

遺跡、山崎4遺跡、山崎1遺跡、山崎3遺跡山崎2遺跡が確認されている （図Ⅱ－2)。時期は縄

文晩期を除く縄文時代早期～擦文時代にわたる。平成11 ． 12年度調査された山崎5遺跡では縄文前期

後半の集落跡が、 また山崎4遺跡では縄文時代中期後半の集落跡が確認されている。

このうち黒岩4遺跡は、黒岩3遺跡北側に隣接し、平成12年度黒岩3遺跡調査時に確認したもので

ある｡工事現場進入路及び縦貫道路線内において遺物の散布が認められたため､試掘調査が行われた。

結果、戦後開拓の耕作土が調査範囲内に広く認められ、プライマリーな層位からの遺物の出土は極め

て少なかった。旧土地所有者の耕作当時の情報からも、遺跡の主体は段丘の海岸側に位置するものと

みられ、工事立会調査となった。遺物は、土器片、石槍またはナイフ、すり石、叩き石、北海道式石

冠、石皿、剥片がみられた。土器片は小片で時期は不明であるが、北海道式石冠の形態から中期後葉

の可能性がある。ここでは、ナイフ （1 ． 2)、すり石（5）、叩き石（3 ． 4）、北海道式石冠（6

・ 7） を図示した（図Ⅱ－3)｡ lは黒曜石製、 2は頁岩製。 7は未製品で、下面に擦り痕はなく、
凹凸が残る。
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Ⅱ 遺跡の位置と環境

図Ⅱ－1 遣跡の位地

(この図は国土地理院発行2万5千分の1地形図「黒岩」 「八雲」を複製したものである）
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2 周辺の遺跡

3000

図Ⅱ－2周辺の遣跡

(この図は国土地理院発行5万分の1地形図「国縫」 「八雲」 「今金」 「遊楽部岳」を複製したものである）
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Ⅱ 遺跡の位置と環境
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1 土 器

Ⅲ遺物の分類

1 土 器

分類については、本遺跡においては良好な出土状況のものは少ないことから、

噴火湾～太平洋沿岸で発掘調査された成果に基づく分類を踏襲することとしたc

期、前期、中期、後期がありそれぞれI群、 Ⅱ群、 Ⅲ群、Ⅳ群とした。

これまで渡島半島、

出土した土器は、早

I群縄文時代早期に属する土器群。

a類貝殻条痕文のあるもの。

b類縄文、撚糸文、絡条帯圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施されるもの。

b－1類東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類コツタロ式に相当するもの。

b－3類中茶路式に相当するもの。

b 4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属する土器群。

a類縄文尖底土器群。

b類円筒土器下層式に相当するもの。

Ⅲ群縄文時代中期に属する土器群。

a類円筒土器上層式に相当するもの。

b類榎林式、大安在B式、 ノダップⅡ式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属する土器群。

a類余市式、入江式、大津式に相当するもの。

a－1類 「余市式」の範晴に入るもの。

a－2類大津式・白坂3式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、鯲澗式に相当するもの。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

(今回は出土していない）

(今回は出土していない）

V群縄文時代晩期に属する土器群。 （今回は出土していない）

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類大洞C1式、大洞C2式に相当するもの。

c類大洞A式、大洞A′式、 タンネトウL式に相当するもの《

Ⅵ群続縄文時代に属する土器群。 （今回は出土していない）

Ⅶ群擦文時代に属する土器群。 （今回は出土していない）

1q
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Ⅲ遺物の分類

2 石 器

石器は剥片石器、磨製石器、礫石器に大別し、以下のような器種分類を行った。

剥片石器：石錐、石槍又はナイフ、石錐、つまみ付きナイフ、箆状石器、スクレイパー、喫形石器、

両面調整石器、石核、 Rフレイク、 Uフレイク、石器素材、剥片が含まれる。

剥片石器については剥片を素材とする石器を指すが、 ここでは剥片石器製作に伴う剥片、石核を含

めた。石材は頁岩を主に用い、ほかに黒曜石、安山岩などを用いている。 ‘

石槍又はナイフは、粗い両面調整後、細部調整により刃部を作出する石器。先端が尖り、左右対称

のものを石槍、左右不対称で、先端が尖らず、刃部が部分的に作出されているものをナイフとした。

ただ､後者は石槍の未製品の可能性もあり､破片では区別が困難であることから､同一分類に括った。

石錐は、剥片の一部を両面から細部調整し、尖った先端部を作り出したもの。

つまみ付きナイフは、つまみ部をもち、片面調整により刃部を作出したもの。

箆状石器は、左右がほぼ対称で、基部で'幅が狭く、刃部で幅が広く両面調整された石器。刃部は片

刃状を呈するものが多い。鋭い剥離面を残し刃部としたトランシェ様石器とされるものもここに含

む。

スクレイパーは、剥片を主に片面調整によって刃部を作出したものを指す。刃部の作出の仕方で削

器、掻器、 ノッチなどの別があるが、 ここでは一括した。

模形石器は、両極打法による剥離が見られるもの。

両面調整石器は、剥片の両面が調整されたもので、刃部作出に至っていないものを指す。便宜的に

Rフレイクと区別した。

Rフレイクは、刃部作出に至っていない剥離を有する剥片を一括した。石器未製品も含む。

Uフレイクは、微細な剥離のある剥片である。

石器素材は、形状が楕円形又は卵形で、両面を調整するが、刃部作出に至っていない石器を指す。

深川市内園3遺跡などでみられものと類似するため、 Rフレイクとは区別した。

磨製石器：磨製石斧が含まれる。磨製石器は研磨により刃部を作るもので、石材に、緑色泥岩、蛇

紋岩、片岩を用いる。

礫石器：たたき石、すり石、偏平打製石器、北海道式石冠、砥石、石錘、石皿・台石、加工痕のあ

る礫、原石、礫・礫片が含まれる。

礫石器については、礫を素材とする石器をさすが、 ここでは原石、礫・礫片も含めた。石材は主に

安山岩、砂岩などを用いる。

たたき石は、礫の一部に敲打痕がみられる石器。

すり石は、礫の一部に擦り痕がみられる石器。縄文時代早期に特徴的な断面三角形のすり石が主体

を占める。また、偏平打製石器と北海道式石冠は別に分類した。

砥石は、礫に凹んだ擦り痕がみられる石器。

石錘は、偏平な礫の長軸両端を打ち欠いたもの。

石皿・台石は、大型の礫に敲打痕・すり痕がみられるものを一括した。
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l 発掘灰の設定

Ⅳボンシラリカ1遺跡

1 発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部）八雲北工事区測量図（縮尺1000

分の1)を使用した。工事区予定中央線上の中心杭であるSTA. 802とSTA. 803を結んだ線を基

準のMラインとした。 4m毎に西側にはL、K、 J…、それより北側に4mごとに101， 102， 103…、

とした。発掘区ではこの4m方眼を基準にし、その南西側の交点（図では左上）のアルファベットと

数字の組合せで、グリッドの名称とした。 （例;M-100又はM100)。

また、調査の必要に応じて2m方眼に分割し、遺物の取り上げを行った部分もあり、そこではグリ

ッドの基準（南西角）から反時計回りにa、 b、 c、 dとした。 （例;M-100-a又はM100a)。

なお、 この方眼の平面直角座標は第Ⅲ系で、以下の通りである。

STA、 802 (調査区M-100) X=-184,852,7484 Y=+2,493,2275

STA. 803 (調査区外) X=-184,753,1450 Y=+2,502,1222

2 調査の方法

(1)発掘調査の方法

調査は3次に分けて行われた。

平成11年度は8月5日まで2部5課によってトレンチ調査が行われた。 トレンチは将来の調査区を
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ポンシラリカ1遺跡

~〆櫻
図Ⅳ－1－1 調杳区設定図
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Ⅳポンシラリカl遺跡

見越しての4m四方のグリッドを規準とし､NラインとQラインに沿って行われた｡調査に先立って、

重機により、Nラインのグリッド列及び、 Qラインのグリッド列について表土除去を行った。予備調

査であるため、包含層への影響を考盧し、抜根は行わなかった。表土は基本層序の項目で述べるとこ

ろのI、 Ⅱ層を除去する事を目的とした。調査区の設定杭、 4m方眼の規準杭の設定は業者に委託し

た。全体の4分の1を調査する事を目的とし、Nラインについては、N-100， 102、 104， 106， 108，

110、 112， 114， 116， 118の各グリッドを、 QラインについてはQ-99， 101， 105、 107， 109， 113，

116、 119の各グリッド、合計18グリッドを層位的に掘り下げた。その結果、調査区南半分側に遺物分

布が集中する事が明らかとなった。また、遺構としては、土曠の可能性のある黒色土の落ち込みを2

か所と、 フレイク・チップの集中を2か所検出した。調査区の西側には密に礫が詰まった層がローム

直上に分布していた。M～O-107ライン、 P～S 113ライン以北を遺構確認調査範囲904㎡、それ

以南を通常発掘1056㎡とするものと判断した。遺跡は無名の沢に面する台地の縁辺に沿って南側へと

広がりを持つという判断である。

平成11年8月23日以降、本調査が1部2課によって開始された。調査に先行し、重機によって、調

査区全体について、表土の除去及び抜根が行われた。調査区の設定杭、 4m方眼の規準杭の設定は業

者に委託した。NラインとQラインのグリッドに関連する杭については、再度の表土除去によって、

狂いを生じている可能性があったため、再度確認及び打ち直しを行った。表土除去は通常調査範囲に

ついては、基本層序のI、 Ⅱ層を除去、遺構確認調査範囲については基本層序Ⅵ層中位まで除去する

事とした。

調査はまず遺構確認調査を行った。 トレンチ調査の結果設定した調査範囲を鋤簾とスコップによっ

て精査し、黄褐色ローム質土中に入り込む黒色土の落ち込みから、遺構の有無を確認した。明瞭な平
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2 調査の方法

面形の輪郭を持つ黒色土の落ち込みは確認できなかった。検出した黒色土の落ち込みは全て風倒木の

可能性があったが、確認のためサブトレンチを設定し、再確認を行なった。その結果、遺構確認調査

範囲について、遺構はないものと判断した。

次に通常発掘調査範囲について調査を開始した。今年度の目標としては、 Pラインより西側を終了

させることを目標とした。基本層序Ⅲ層からⅣ層上面については、移植饅による3～5cmの深さで層

位的に掘り下げ、鋤簾による面的な確認を心がけた。Ⅳ層中位からは遺物の出土が少なく、多くの礫

が入り込んでいたためスコップと鋤簾を多用した。北側（107ライン側）から南側(100ライン側） に

向かって調査を進めた。調査区の西側Mラインにそって、無名の沢の支流として位置する小さな沢地

形がある。そのため通常発掘調査範囲の西の外側は開析されている。包含層調査の際、調査範囲内に

も、 さらにより小さな無名の沢に流れ込む形の沢地形がOラインに沿っているの様を検出した。調査

区内の沢地形について、 101ラインに設定したメインセクションからは、 Ⅲ層上面に、 Ⅱ層がラミナ

状に堆積しているのを確認した。Ⅲ層中位で､沢地形に廃棄した土器を確認し、図化して取り上げた。

Ⅲ層下位から礫が多く検出し始め、Ⅳ層下位からV層上面において川床と推定できる礫層を確認し、

周囲のV層がグライ化している様子が見てとれた。 トレンチ調査の際の礫層はこの川床であった。調

査区は風倒木の凹みから縄文時代中期前半Ⅲ群a類土器の集中まとまった出土状況が数か所あった。

そのような土器が集中しているところでは先述の2mメッシュでの取上げを行った。また、調査区M

ラインL100グリッドの壁面から、にまとまって土器破片が出土し、拡張したところ、 3個体のⅢ群

a類土器と被熱した台石が、風倒木の凹みにまとまっていた。この出土状況から調査区内外西側の崖

線まで、遺物出土の可能性があり、調査区外について、予定の範囲より一部拡張、及びサブトレンチ

による確認を行ったが、それ以上の目立った遺物の出土はなかった。

当初の目標を終了した後､P109～112グリッドの包含層について掘り下げを行った｡また並行して、

来年度の掘調査範囲内にあるトレンチ調査時のトレンチを越冬のため、ブルーシートで覆い、養生に

努めた。両方の作業が終了した段階10月25日で、現場での調査を打ち切った。合計の調査面積は1352

㎡である。

2000年度6月13日から7月13日にかけて残り608㎡についての調査を行なった。まず人力で、重機

で除去しきれなかった表土あるいは融雪とともに動いてきた士砂を除去した。その後調査区東(Sラ

イン）側から西(Pライン）側に向かって調査を開始した。移植饅によって3～5cmの深さづつ層位

的に掘り下げた、かつ、鋤簾によって面的な確認を行った。Ⅲ層上面からⅣ層上面にかけてI群土器

を主とする遺物の出土が顕著であった。また同じ層位から掘り込まれたと考えられる竪穴住居2軒

と、土曠2基を検出した。いずれも縄文時代早期の遺構と考える。フレイク・チップ集中については、

Ⅲ層上面からの検出であり、縄文時代早期より新しいものとした。また昨年度検出したOライン沢に

面したQ103グリッドを中心とする斜面と、無名の沢に面したR97グリッドを中心とする斜面の2ヶ

所からは、廃棄を思わせる遺物の集中があった。

以上のように今年度は調査面積に対して昨年度より遺構と遺物の集中が目立ったため、 2mグリッ

ドでの取上げを行った。掘り込みを持つ遺構について、住居の場合、基本的に出土位置、標高、層位

を記録したが、その他、遺構を覆う自然堆積のもの、 フレイク・チップ集中については、一括して取

り上げた。

(2)整理の方法

現地では、遺物取り上げの後、水洗・注記し、大まかな分類をした後、遺物台帳を作成した。遺物台

帳は下書きをした後、マイクロソフトエクセルに入力し、集計した。なお、注記は以下のようにした。
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包含層出土遺物

平成11年度；ポンシラ1－（グリッド）－（遺物番号）－（層位）

平成12年度；ボン1 － （グリッド）－（遺物番号） －（層位）

遺構出土遺物

平成11年度；ポンシラ1－（遣構名）－（遺物番号） － （層位）

平成12年度；ボン1 － （遺構名）－（遺物番号）－（層位）

冬季の室内整理作業では、台帳の補正､土器の接合作業剥片類の接合作業、遺物の実測及び作図、

集計、記録類の整理を行った。

土器については分類の見直しを行い、接合を行った。接合にあたっては同一個体の把握に努めた。

接合により器形の復元が可能であったものについては実測図を作成した。特徴的な破片資料について

は拓影図及び断面を示した。土器破片について再成形の造作がみられたものにつては、再生土製品の

名称で士製品として扱い、展開方法もそれに準じた。 しかし、遺構出土の再生の造作がみられたもの

については、製品として扱うには不備な点が多く、土器破片として図は展開した。

石器については分類の見直し後、完形品を中心に器種や形態に隔たりのないように代表的なものを

選び出し実測した。また、掲載石器については長さ、幅、厚さ、重量を計測した。また、剥片資料に

ついては石器も含め、同一母岩の識別に努めながら接合作業を行なった。接合資料の掲載は剥離課程

がわかるものを中心に、接合状況の良好なものを掲載した。

収納については、報告書掲載のものは図面に対応するように1点づつ収納した。それ以外について

は遺構出土ごとに分類別に収納し、包含層出土のものは、アルファベットラインごとかつ層位別に収

納した。

3 基本層序

包含層の基本層序はローマ数字でI～V層に分かれる。 I層は表土である。 Ⅱ層は灰色褐色をした

腐植土であり、 Ⅲ層は黒色の腐植土である。V層は黄褐色のローム質土であり、Ⅳ層としたのはⅢ層

からV層への漸移層である。恒常的には、 Ⅲ層は下位について褐色味が強かった。上位及び中位を特

にⅢl層(101ラインのロングセクション図ではハイフン付きでⅢ－1層とした｡）下位を特にⅢ2層

とした。区別がつかない場合はⅢ層としてまとめた。

遺物の取上げにあたってはⅢ層の上面、中位、下位（Ⅲ2層に相当）の概略3回に分けた。Oライ

ン以東あるいは以南の台地上については、 Ⅲ2層以下Ⅳ層にかけて縄文時代早期の土器が目立って多

い。Oライン以西、以北ではⅢ層の上から下にかけて縄文時代中期の土器が目立つが、 これは風倒木

や流水による遺物の上下の撹乱が激しい為と考える。実際の縄文時代中期の面はⅢ層中位であると考

える。旧河道が埋まりきった、あるいはL100グリッドで縄文時代中期の土器がまとまって出土した

層位がⅢ層中位である。Oラインの旧河道に面した斜面及びその際はメインセクションが示した通り

土が動いており、一連のフレイク ・チップ集中に伴う土器が時期比定の根拠と成りえないように、出

土した遺物がそのまま土層の時期を表すとは考えにくい。

101ラインのロングセクシヨン図では早期の遺構が立地する台地上からOライン上の旧河道と称し

た沢地形も含めた土層堆積状況である。急斜面でかつ風倒木もいくつかかかっており、土の動きが激

しいためI～V層を細分してはいるが、基本的には基本層序のローマ数字が示すところのもので構成

されている。
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4 遺構と遺構出土遺物

概 要

今回調査した範囲からは住居跡2軒(H-1 , 2)、土坑2基(P-1 , 2) フレイク ・チップの

集中7か所(FC-l～7)の遺構を検出した。

時期について、住居跡は、掘り込み面の層位、及び、覆土中の土器から、縄文時代早期後半東釧路

Ⅲ式又はその直前直後と推定できるものである。新旧関係については不明である。土坑P－2は中茶

路式の墓と考えたものである。隣接したP－lは、類似した規模と形態であり、埋め戻された可能性

があるため、 P－lと同様な可能性がある。フレイク・チップ集中は他の遺構の掘り込み面より明ら

かに上位からの検出である。縄文時代早期後半より新しい。調査区内から、出土している土器を踏ま

える、縄文時代前期、あるいは中期の遺構と考える。

(1)住居跡

H-1 (図Ⅳ－4－2， 3、表Ⅳ－4－1～5、図版13, 18)

位置R-108

規模 （324)／(296)×(102)/(084)×36cl]1

平面形隅丸五角形

確認表土除去終了後、 R107、 R108グリッド、調査区南東壁において基本層序Ⅱ層の落ち込み

があった。サブトレンチを入れて確認したところ、それが、 Ⅲ、Ⅳ層を主体とする土の落ち込みであ

ることを確認した。

壁・床東側には明瞭な壁面も検出した。 108ラインにベルトを残し、落ち込みへの覆土を掘り下

げた。黄褐色の覆土5層、 8層を掘り下げたところしまりのある黄褐色土を検出した、北西側に広げ

ていくと立ち上がり始め、基本層序Ⅲ層まで到達した。さらにサブトレンチを調査区壁面に沿って入

れ、床面と壁面であると判断した。落ち込みの南西側は風倒木によって破壊されていた。調査区外へ

続く遺構であり、規模から住居と判断した。形状は検出した2か所の角がおおよそ120度の角度を持

つ事から五角形であると判断した。
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図Ⅳ-4-3 H－1出土遺物

炉跡明瞭な炉跡はない。 しかし、埋没課程に何らかの行為があったのか、覆土9層に焼土が混

じっていた。

覆土 8層に分層し、木の根の入り込みなどを示す為に、補助的に15層まで分層した。

柱穴 2基確認した。床面の明黄褐色ローム質土により褐色味の強い土が2ヶ所入り込んでい

た。半裁、住居床面と同じしまりのあるローム質土を検出し、住居の付属遺構と判断、完掘した。い

ずれも住居プランの角部に対応する位置にあった。調査終後、床面を10cm掘り下げて他の付属遺構を

探したが、確認できなかった。

遣物土器は130点出土した。 I群b1類土器は120点、 I群b類土器は5点、 Ⅱ群b類土器は5
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4 遺構と遺構出土遺物

点出土した。剥片は72点出土した。礫は13点出土した。合計216点の出土である。

3段階に分けて取り上げた。 l段階目は、覆土1， 2層からの出土遺物を主とした。 l層は、住居

灰絶後の凹みへの覆土Ⅲ層を主体とする落ち込みである。 2層はⅢ－2層の落ち込みの土層である。

この段階では、 R108bグリッド調査区壁際に遺物分布の中心がある。下の覆土からは出土していな

い円筒下層式土器の破片がこの層位から出土している。

次にⅢ－3層の流入である覆土3層を主体とする、 「覆土上部」 と図示した遺物を取り上げた。今

回、住居覆土上部、下部及び床面から出土した土器の主体となるものは、 I群b1類、東釧路Ⅲ式が

主体である。それらの特徴として土器破片を円形ないしは四角形等の形に整えて、再利用する再生土

製品を造ろうとしたのか、ほとんどの遺物について、打ち欠きや擦りの痕跡が確認できる事である。

上部出土遺物についてもその傾向が確認できた（掲載遺物l) 。

覆土下部出土遺物とは覆土4層、 5層からの出土遺物である。同様に東釧路Ⅲ式の破片について再

生土製品を打ち欠いて製作したと考えられる接合状況が伺えた｡だが､定型的な形状ものはなかった。

そのような土器破片を12点図化した。石器や剥片等については1点タールが付着したフレイクが出土

したほか、めぼしい接合関係等はなかった。つまみ付きナイフを1点図化した。出土遺物は覆土下位

と床面に接合状況、覆土上位の2面で接合状況が良好であった。

lは東釧路Ⅲ式である口唇部はナデ調整を施した後、 LRL縄線を縦に、その後、横に施す口唇は

ナデ調整である内面は横方向のナデ調整である接合破片の中心にある孔は意図的に打ち欠いたものの

可能性がある。胎土にはややしまりがあり、繊維、粒径1m'以下の白色砂粒、小石粒、海綿骨針が混

じる割れた後に被熱等があったと考えられ、煤がついている個体とそうではない個体がある。 2は水

ひしたかのようなキメの細かい胎土である表面はナデ調整で擦り消した後、 LRL縄線を縦に連続し

て口唇部に施した後、横方向に縄線を連続して施す口唇部にはRL縄文を施す内面は横方向のナデ調

整である繊維、粒径1nml以下の白色砂粒、小石粒、海綿骨針が混じる。

5， 6， 7， 9， 10， 11， 12は水ひしたかのようなキメの細かい胎土である繊維、粒径1nn以下の

白色砂粒、小石粒、海綿骨針が混じる。 9は縁を研磨及び破砕した痕跡がある。 12は研磨後、破砕、

破砕後、研磨している。 6は側縁が研磨されている。研磨後、破砕している。 5についても側縁が研

磨されている。 11は研磨調整が進んで、製品としてより完成に近づいている。 10は打ち欠き調整であ

る。 より製品に近づいている。胎土は砂粒が目立ち、焼成は良好である。

3， 4， 8は口縁部破片であるナデ調整後、縄線によって施文する。水ひしたかのようなキメの細

かい胎土である繊維、粒径1mm以下の白色砂粒、小石粒、海綿骨針が混じる｡ 3， 4は口唇が無文で

ある。 8はl縄によって連続押圧を行っている。 また他に比べて焼成は良好である。 13はつまみ付き

ナイフである。珪質分の多い硬質頁岩の、縦長剥片を素材として用いる。表面について剥離が全面に

およぶ。裏面右側縁については連続する剥離が巡る。調整面（西田分類） と考える。表面右側縁は掻

器様な急角度の刃部形態を持つ。稜線は直線的で整然としている。つまみ部分は両面とも細かい剥離

が巡り丁寧に作り出す。つまみ部分の軸を垂直にすると刃部の軸は斜めとなる。

時期床面遺物と周囲の遺物出土状況から、東釧路Ⅲ式の時期と想定できる。

H-2 (図Ⅳ－4－4、表Ⅳ－4－1 ， 2， 4， 5、図版14， 18)

位置R-105･ 106， S-105･ 106

規模 (220)/(230)×(196)/(204)×28cm

平面形隅丸五角形か
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Ⅳポンシラリカl遺跡

H－2

H-2土層注記

1 ．暗茶褐色土:ロームブロック多量､ローム粒少量含む｡しまりあり。
2暗黒茶褐色土:炭化物多量､ローム粒少量含む｡しまりあり。

3~暗褐色土:ロームﾌﾛｯｸ多量､ローム粒少量含む｡しまりあり。
4~暗茶褐色土:ロームﾌﾛｯｸ多量｡しまりあり。
5.暗黄褐色土:ロームブロック多量｡しまりやや弱い。

6.暗黄褐色土:ロームブロック･炭化物多量含む｡しまり強い。
7，暗褐色土:しまり強い。

8.灰褐色土:しまりやや弱い。

9.暗茶褐色土;ロームブロック･炭化物多量含む｡しまり強い。
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図Ⅳ－4-4 H-2及びH－2出土遺物

確認R-105･ 106グリッドの表土を除去した時点で、 Ⅱ層の落ち込みとして確認した。

壁・床Ⅳ層上面に遺構構築面が存在したものとみられる。明瞭に掘り込まれるが、南側・西側は

風倒木に破壊されていたため、壁は部分的に検出されたに過ぎない。確認された部分において壁はや

や急な立ち上がりを検出した。床の直上には覆土6層とした良くしまる暗黄褐色土が堆積しているの

が確認された。貼り床と考えられる。

炉跡明瞭な焼土は認められず、炭化物の集中が床面中央付近に見られた。

覆土 6層に分層した。覆土2層は炭化物を多量に含むもので、住居跡の窪み中央に見られた。
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4 遺構と遺構出土遺物

平面形が楕円形。覆土3層、 4層から掘り込まれた土坑とみられる。

柱穴 3基確認した。HP-1 ･ 2は壁に沿うもので、浅いものであるが僅かに内傾していた。

HP 3は他の2基に比べやや深く、ほぼ垂直の掘り込みであり、主柱穴であった可能性がある

遣物覆土から土器3点、剥片17点、剥片石器2点、礫5点が出土している。床面からは剥片石

器1点、剥片4点が出土している。

土器については東釧路Ⅲ式あるいは摩滅によって判然とはしないものの東釧路Ⅲ式によく似たもの

のみの出土である。接合する破片はなかったが、胎士的に類似しており同一個体の可能性が高いもの

がある。土器破片3点を図化した。 lは結束第1種羽状縄文を地紋に持ち、ナデ調整を施した後LR

縄線を施す。 2も同一個体と考える。焼成は良好で、 lmm以下の白色小砂粒を含む内面はナデ調整で

ある丁寧な調整であるが、輪積み痕跡が残る。 3は磨耗が著しいが、再生士製品の可能性がある縁辺

は摩滅によって整った曲線の縁辺形態を持つ。

石器については、スクレイパー2点、石錐1点、石槍1点はいずれも破片である。フレイクは珪質

頁岩がほとんどで、 目立って接合はしなかった。スクレイパー1点を図示した。 4は硬質頁岩製で、

縦長剥片の素材形状を生かす｡表面右側縁に連続する押圧剥離が施され､刃部下端は両面調整である。

右縁辺に浅い剥離が連続する、 〈ぴれ部分は相対する左側縁の素材元来のくびれと対応して、つまみ

付きナイフのつまみ部分と共通した用途を思わせる。包含層からも類例がある（Ⅳ－5-15-28)。

時期遺物がいずれも住居廃絶後のものであるため、正確な時期を明らかにすることはできな

い。 しかし、覆土出土遺物からすると縄文時代早期後半東釧路Ⅲ式以前と推定できる。

(2)土 坑

2基とも、調査区外へ広がっている。いずれも規模的に同じと考えられ、 P－2が中茶路式の土坑

墓である可能性があり、規模と検出面から、 P－lについても同様な可能性がある。

P-1 (図Ⅳ－4－5、表Ⅳ－4－1 ， 2， 4， 5、図版15, 19)

位置R-101

規模 （88)／(68)×(24)／(18)×14cm

平面形隅丸方形か

確認包含層調査中、 R100、 RlO1グリッドの壁際、覆土Ⅳ層上面において、黒色士の入り込み

を検出した。調査区壁面にそって、サブトレンチを入れ、黒色土を掘り下げたところ、 ローム質土が

斑状に混じった覆土が続いていた。さらに掘り下げると、基本層序Ⅵ層下位がややしまりを帯びて検

出されそれをおっていくとⅢ層まで立ち上がってきた。調査区壁面でもその様子が確認できた。南壁

は風倒木によって壊されているが、土曠であると判断した。遺構は調査区外へと続いている。

壁・床Ⅳ層中に遺構構築面が存在したものと見られる。残存する壁面、床面について、掘り込み

は明瞭である。

覆土 3層に分層した。覆土にはパミスが混ざり、ややしまりがある。埋土の可能性がある。

遣物土器はI群b1類のみ5点出土した。剥片石器は石錐が1点出土する。剥片は2点出土、

礫石器は砥石が1点、合計9点の出土である。土器は、覆土中に混ざり込んだ、東釧路Ⅲ式土器が出

土した、 フレイクは珪質頁岩製のものである。土器片1点、石器2点を図化した。

lは口縁部破片である。ナデ調整の後、 LR縄文を施す。口唇部はナデ調整によって丁寧に成形を

行う。水ひしたかのようなキメの細かい胎土である繊維粒径1mm以下の白色砂粒、小石粒、海綿骨

針が混じる。混和材の種類は多いがそれぞれが目立って多いわけではない。 2は砂粒及び小石が目立

つ胎土である。胎土はしまりがある。内面はナデ調整で煤が付着する。
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Ⅳポンシラリカl遺跡
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P－1土層注記

1 ,暗褐色土：径3cmの褐色ローム質土斑および同径の黒色土斑が混じる

2.褐色土:径3cmの黄褐色ローム質土斑がまばらに混じる

3.黄糧色土:径3cmの褐色ローム質土斑および同径の黄褐色ローム質土斑が混じる
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3.暗黄褐色土:ロームﾌﾛｯｸ多量､炭化物少量含む｡しまり強い。
4.暗黒褐色土:ロームブロック多量､炭化物少量含む｡しまり強い。
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4 遺構と遺構出土遺物

3は石錐である。珪質頁岩製である。表面右側縁と、裏面両側縁から連続する押圧剥離を施す。先

端部には回転したような使用痕がある。 4は砥石で、凝灰岩製である。 2面を砥石として使用する。

石斧を調整したかのような凹面が3ケ所、矢柄研磨器を思わせる溝が1条ある。

時期時期を確定できる遺物の出土状況はない。隣接するP－2と遺構構築面及び規模がよく似

ているため、縄文時代早期後葉、中茶路式並行の可能性がある。

P-2 (図Ⅳ－4－5、表Ⅳ－4－1 ， 2， 4， 5、図版16, 19)

位置R-100

規模200/170×(85)/(60)×22cm

平面形隅丸方形か

確認R-100グリッドのⅣ層を掘り下げる途上で、落ち込みと焼土を確認した。

壁・床Ⅳ層中に遺構構築面が存在したものとみられる。掘り込みは明瞭で、壁面は全体的に急激

にたちあがり、底は鍋底状であった。

覆土4層に分層した。覆土1層は焼土で、覆土2層が被熱したとみられる。覆土2 ． 3層はロ

ームブロックを多量に含み、 しまりが強いことから埋土とみられる。 したがって墓の可能性が高い。

遺物土器は合計42点の出土である。 I群b3類が28点の出土である。 I群b類14点である。剥

片石器はスクレイパーが1点である。剥片は8点、礫石器は石錘が1点、たたき石が2点出土、合計

53点の出土である。覆土上部から、遺構に伴う、残存率の高い中茶路式が出土した。他は覆土に混ざ

り込んだ東釧路Ⅲ式土器である。先述の中茶路式を含め、土器を3点、石器を3点図化した。

lは中茶路式土器でP－2の士曠覆土上部からの検出である。残存率が高い底部破片であり、半完

形品とも言えるものである。意図的に打ちかかれたと想定できる、直線的な壊されかたで、底部の

l/6も欠いてある。撚りの細かいl縄を施した後、ナデつけてその上に微隆起線を貼り付ける。貼

り付けた上からは爪による押圧が連続して施される内面、底面はナデ調整である器壁は薄いが、胎土

はやや粗く、繊維が目立ち、少量の小石が混じる。 2は打ち欠きによって調整された再生土製品の未

製品である。結束羽状縄文地紋で、胎土はしまりがあり、砂粒をよく含む。内面には煤が付着する。

3は中茶路式である。RL縄、 LR縄による絡条体を器面に施した後、微隆起線を貼り付ける。胎土

には砂粒が目立ち、 しまりがない。

4はスクレイパーである。珪質頁岩製で、表面左側縁に押圧剥離が連続して施される。裏面縁辺の

一部にも剥離が巡る。 5はたたき石である。安山岩製で、楕円礫の両端にこう打痕跡が残る上端部を

側縁と想定すると右側縁のこう打面を断面三角形の擦り石と解釈もできる。使用中あるいは、製作途

中の擦り石をそのまま転用した可能性がある。6は安山岩製の石錘である｡敲打痕と擦れについては、

摩滅、たたき石への転用のどちらの可能性もある。両端は対向する片面からの打ち欠きである。

時期覆土上面に半完形の中茶路式土器がみられたことから、縄文時代早期後半中茶路式期とみ

られる、

(3) フレイク・チップ集中

FCはいずれも基本層序Ⅱ層を除去した時に、検出した剥片の集中である。 7か所いずれも包含層

調査の際検出した旧河道をとりまく、台地の縁辺に並ぶように位置する。Ⅲ層上面を5cm下げた段階

で、剥片の分布状況がより明らかになった。具体的な時期については不明だが、 Ⅲ層上面からの検出

であり、 これらが形成された面もⅢ層上面と考える。比較的早期の土器が多い調査区において、早期

ワヮ
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4 遺構と遺構出土遺物

の土器が主だって出土する層位よりあきらかに上位である。黒色土が発達した層位では前期、中期の

土器が目立つ。それらを含め、遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える。

FC-1 (図Ⅳ－4－6，表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版20)

位置 S108 規模35×32cm 平面形不定形

特徴 トレンチ調査の際包含層を掘り下げていたところ、 Ⅲ層上面において、剥片のまとまり

を検出した。そこで周囲を精査し、剥片の分布範囲を確認した。厚さ2cmにわたって、 フレイクが59

点、石核が1点出土した。フレイクは珪質頁岩である。

接合の結果、接合資料は4点あるが、 3枚以上接合した資料は1点である。いずれも似た石質の、

珪質頁岩である。そのうち1点を図化した。 1は珪質頁岩製である。部分はないが縦長剥片を主に取

っていたことが窺える。接合した剥片に使用痕はないが、調整面を持つものが2点あり、上下につい

ては打面の転移が行われていた。図示しなかった3点は、調整面を調整がみられず、折損を接合した

ものが2点、調整面を持ち、継続して剥片を取っている様子が窺えるものが1点である。

時期周囲の遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

FC-2 (図Ⅳ－4－6、表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版2， 20)

位置PlOld、 R101a 規模69×34cm 平面形不定形

特徴 トレンチ調査の際、包含層を掘り下げていたところ、 Ⅲ層上面において、剥片のまとまっ

た出土を検出した。そこで周囲を精査し、剥片の分布範囲を確認した。厚さ3cmにわたって、剥片石

器及びフレイクが866点出土した。 まとまりには再生土製品を含め、縄文時代早期の土器が9点中期

の土器が19点混じっていた。他に折損品の、黒曜石製石雛もある。斜面際であり、流れてきたものと

考える。石質は視覚上の判断では、 3種類以上の石質の頁岩が混じると推定できる。 lは剥片の接合

資料を図化したものである。硬質頁岩で、 4方向からの剥離を取った様子が想定できる。打面の転移

が頻繁にあった事が想定できる1点出土したRフレイクも本品と同一素材であるが、接合しなかっ

た。R98d2の石核はよく類似した頁岩である。図化しなかったものは4点あり、 3点は図化したも

のと同質の素材で、折損した剥片の接合である剥離自体を取った際の折れを想定する。残るもう1点

については別の頁岩素材であり、折損を接合したものである。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

FC-3 (図Ⅳ－4－7、表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版9， 20)

位置R102c、 R103b、 S102d、 S102a 規模200×124cm 平面形不定形

特徴表土除去の際、 Ⅲ層上面からフレイクのまとまりを検出した。周囲を3cm掘り下げ精査し

たところ、厚さ2cmにわたって、 1160点のフレイク及び剥片石器を検出した。剥片1157点、 Rフレイ

ク2点、剥片石器は両面調整石器が1点である。まとまりには縄文時代早期の土器が15点まじってい

るが､斜面の際であり､流れてきたものと考える。60点出土した礫片は頁岩に混じる不純物と考える。

石質は視覚上の判断で、 2種類以上の石質の頁岩が混じると推定できる。いずれも珪質分が高く、

良好な素材と言える。接合状況は思わしくない。 1は珪質頁岩製の両面調整石器である。全面に剥離

が及び、刃部様の調整痕跡がある刃部としての使用痕跡はない。左右からの調整が全面におよぶ。左

側縁については潰れ痕跡がある。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える
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4 遺構と遺構出土遺物
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Ⅳポンシラリカl遺跡

FC-4 (図Ⅳ－4－7、表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版11 ， 20)

位置P105a、 b 規模80×50cm 平面形不定形

特徴表土除去の際、 Ⅲ層上面からまとまったフレイクを検出した。周囲を3cm掘り下げ精査し

たところ、厚さ3cmにわたって、剥片が239点、剥片石器は石核が1点、合計が240点出土した。

石質の視覚上の判断で、 2種類以上の石質の頁岩が混じっていると推定できる。素材は珪質分が高

いが縞状構造が観察できる素材が目立った。接合資料は6点である。いずれも良く似た石質の頁岩で

ある。そのうち1点を図化した。 lは珪質頁岩製の石核である。上端下端から剥離を取ろうとしてい

る不純物が多いためか､小型の横長剥片のみとれている｡散逸していた剥片もそのようなものが多い。

図化しなかった5点のうち4点は折損が接合したものである。残る1点は調整面を持ち、継続して剥

片を取ろうとしたが、良好な剥片素材が取れなかった様子がうかがえる。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

FC-5 (図Ⅳ－4－8、表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版11, 46)

規模R100b、 c 位置 130×100cm 平面形不定形

特徴表土除去の際Ⅲ層上面からまとまったフレイクを検出した。周囲を3cm掘り下げ精査し

たところ、厚さ2cmにわたって、剥片141点、 Rフレイク2点合計143点のフレイクを検出した。

まとまりのなかには縄文時代早期の土器が13点混じっているが、斜面際であり、流れてきたものと

考える。石質の視覚上の判断で、 2種類以上の石質の頁岩が混じると推定できる。いずれも珪質分が

高く、良好な素材と言える。接合状況は思わしくない。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

FC-6 (図Ⅳ－4-8､表Ⅳ－4－1 ， 2， 5、図版15, 20)

位置R98b 規模 140×99cnl 平面形不定形

特徴表土除去の際、 Ⅲ層上面からフレイクが多数出土した。周囲を3cm掘り下げ精査したとこ

ろ、厚さ2cmにわたって、剥片が84点、剥片石器は両面調整石器が1点の合計85点を検出した｡同一

面で流れ込んだと考えられる縄文時代早期の土器が1点ある。

石質の視覚上の判断で、 2種類以上の石質の頁岩が混じると推定できる。いずれも珪質分が高く、

良好な素材と言える。 lは珪質頁岩製の両面調整石器である。両面ともに縁辺から刃部を調整する。

刃部としての使用痕が認められる。 2は珪質頁岩製の石核である。表面右側の破片は4m離れた斜面

下側の包含層、 (R98b)から出土、接合した。潰れ痕跡がある。図化しなかった2点の接合資料は

折損を接合したものである。その剥離自体を打ち欠いた時の折れと考える。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

FC-7 (図Ⅳ－4－8、表Ⅳ－4－1 ， 2， 5)

位置R100b 規模70×50cm 平面形不定形

特徴表土除去の際、 Ⅲ層上面からフレイクが多数出土した。周囲を3cm掘り下げ精査したとこ

ろ、厚さ2cmにわたって、 56点のフレイクを検出した。石質の視覚上の判断で、 2種類以上の石質の

頁岩が混じると推定できる。いずれも珪質分が高く、良好な素材と言える。

時期遺物の出土状況から、縄文時代前期あるいは中期のものと考える

Qワ
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5 包含層の遺物

5 包含層の遺物

(1)土器・土製品（図Ⅳ－5－1～12, 21、表Ⅳ－5－6， 7、図版21～30）

包含層から土器は6470点出土した。そのうちI群土器は4450点、 Ⅱ群土器は47点、 Ⅲ群土器は点

出土した。分類不能な不明土器は70点である。土器の分布について中心は無名の沢から、に面した段

丘へりの斜面、そしてOラインの沢地形の2ケ所である。

I群土器は住吉町式から虎杖浜式並行と考えられる貝殻条痕を持つI群a類土器が出土した。確実

な尖底がl個体、他は平底である。尖底の可能性が高い個体(1， 2)については、松前町白坂遺跡、

静内町駒場7遺跡出土遺物にモチーフがよく似た遺物がある。Oラインに沿った沢地形を取り囲むよ

うな台地の緑辺上に主として分布する。分布の中心は無名の沢に面した段丘へりの側にある。 I群a

類とI群b類について出土する層位の差はなかった。いずれもⅢ層の下位からⅣ層にかけて主に出土

した層位である。 Ⅱ群は円筒下層式、 Ⅱ群b類である。型式的には円筒下層b式並行と考える。その

出土はOラインに沿った沢地形又はその延長上に集中している。出土はⅢ層中からである。Ⅲ群は円

筒上層式、 Ⅲ群a類が主体である。型式的には円筒上層c式並行および、その直後のものが主体と考

える。分布の中心はOラインに沿った沢地形および調査区外、Mラインに沿った沢地形に面した台地

縁である。グリッドでいうところのPラインより西側、 104ラインより南側に分布が集中する。出土

はⅢ層の上位から下位まで分布するが、比較的上位から多く出土している。Ⅲ群土器の分布の中心は

風倒木痕が多く、上下の撹乱が多いという事も併記し、土器集中の検出面はⅢ層の上位である事から

縄文時代中期の生活面はⅢ層の上位である。

I群a類（図Ⅳ－5－1～3－1～25，－5－21，表Ⅳ－5－6、図版21～23）

I群a類土器は621点出土した。包括的に捉えるならば、虎杖浜式と並行するあるいはその虎杖浜

式を含んで前後する土器群、又は沈線文様のモチーフから住吉町式に並行からやや新しい範晴の土器

群と考える。

1～3， 5は菱形をした、沈線文様を施す。胎士はしまり、 1m以下の黒色砂粒をよく含む。文様

は静内町駒場7遺跡のものと類似する。明らかに尖底の個体は2のみで他は確証がない。 lはサルボ

ウ、 3， 5はハマグリに類した貝殻を原体としている｡ lは沈線によるひし形構成の文様ひし形の長

軸を貝殻刺突圧痕による直線が貫通する。貝殻刺突圧痕による直線沈線が特徴的であるc外面は貝殻

押し引き圧痕が巡らされた後に、沈線構成のモチーフを描く。2は突起様な尖底部である。外面には、

丁寧なナデ調整で後沈線を施した様子である。一波頂部には焼成以前からの穿孔がある。菱形構成の

沈線文様が口縁部から底部まで連続する。3は貝殻斜行腹縁圧痕を全面に施した後､沈線文様を施す。

施文の最期として口縁部に連続して穿孔を施す。内面にも貝殻条痕による調整がある。 5の施文具は

貝殻腹縁連続波状圧痕文を丁寧なナデ調整の後に施す。貝殻条痕を施した後、ナデ調整を施した器面

を持つ。最後に沈線によってひし形基調の文様を施す。内面の調整は不明だが、丁寧である。

4は突起部分である。胎土には繊維が目立つ。表面はよく磨かれる。形状から乳房状突起の一部若

しくは、口縁部文様に付随する突起の可能性がある。物見台式の可能性がある唯一の破片である。

6～13は尖底か平底か底部が残存しない限り、断言できない土器群である。 6～11は貝殻腹縁圧痕

を施す。 12～13は貝殻腹縁押し引き圧痕を持つ個体である。 6， 7は縦方向、 8， 9は横向きに腹縁

圧痕を施す。 6， 8～13はサルボウに類似した貝である。 7はハマグリに似る。 6の波頂部は突起様

である。口唇部は切り出し状である。内面には貝殻条痕調整、外面には貝殻縦腹縁圧痕を施した後押
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図Ⅳ－5－1 包含層出土の土器(1)
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5 包含層の遺物
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図Ⅳ－5－2 包含層出土の土器(2)

し引く刺突によって鋸歯状のモチーフを描く。口唇部には押し引き気味の刺突が巡る。 7は粘土ひも

を1条貼り付けた後にナデつけて肥厚帯を整える。ナデ調整の後、貝殻縦腹縁圧痕を施す。 8は削る

ようなナデ調整の後、貝殼横腹縁圧痕を施す。口唇部の切り出し状の面部分には貝殻縦腹縁圧痕を施

し、内面はナデ調整である。 9の口縁部形態はきわでより開く口唇は切り出し型に丁寧に面が取られ

た後ナデにより微妙に丸みを帯びる。ナデ調整の後、貝殻横腹縁圧痕を施す。内面はケズリのような

ナデ調整である。 10はナデ調整の後貝殻横腹縁圧痕を連続して施す。胎士はしまり、砂粒が多い。

1lは、貝殻押し引き圧痕が巡らせた後、ナデ調整が施される。 12の外面は貝殻条痕による調整後、貝

殻押し引き圧痕が巡らされる。底部は平底だが微妙な丸みを帯びている。波頂部は、突起を思わせる

鈍角の波頂部である。 13は内外面共にケズリ風のナデ調整を施す。外面と底面はナデの後、貝殼押し

引き圧痕を巡らせる。

14～25は、虎杖浜式あるいはややそれ以降の土器型式を含む一群の平底をした土器群である。 しか

し､今回出土したI群a類土器のうち、隆帯をもつもの､絡条体圧痕を持つものは確認できなかった。

14～16， 18～25は貝殻腹縁による条痕による器面調整を施す。24， 25は底部破片である。 14の施文具

は櫛状に加工した貝殻腹縁である。貝殻腹縁連続波状圧痕文を丁寧なナデ調整の後に施す。内面には

貝殻条痕による調整がかすかにある。 15はいびつだが、 4単位の波状口縁を持つ土器である。斜方向

の貝殻条痕を全面に施した後、ナデ調整を施す。胴部下半分は特に丁寧なナデ調整である。口唇断面

は丸みを帯びる。内面は貝殻条痕を施した後､ナデ調整を施す｡底部は平底で丁寧なナデ調整を施す。

16は平口縁の土器である。斜方向の貝殻条痕を全面に施した後、ナデ調整を施す。口唇は稜線が明瞭

な面を取る。内面は丁寧なナデ調整である。 17は平口縁の土器である。貝殻の調整痕が口縁部に微妙
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図Ⅳ－5－3 包含層出土の土器(3)
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5 包含層の遺物

に残るが、その後に施した、ケズリの様なナデ調整を全面に施す。さらに、 I同部下半部までおよぶ14

本の横方向の沈線と右方向に引く刺突を口縁部に2列に施す。内面は貝殻条痕を施した後、ナデ調整

を施す。底部際には対向するように4ケ所の短沈線様刺突がある。底面にはその刺突を結ぶ2本に加

えもう一本の沈線が底面の直径をまたぐように施される。底面中央には、甑を思わせる貫通穿孔があ

る。 18は小型の平底器形である。底部は微妙に張り出す。内外面共にナデ調整を施した後、貝殻条痕

による調整を施す。口唇部には丁寧な面取りを施し、平口縁である。

14， 19～25の土器群について水ひされたようなきめ細かな胎土でしまりがあり、粒径1m以下の雲

母を主とする､黒色砂粒をまばらに含む｡24や25のように4mm前後の白色小石粒が混じるものもある。

19と20， 21， 22， 23はナデ調整を施す。切り出し型の口縁を丁寧に成形する。貝殻条痕による調整を

施した後、ナデた痕跡がある。20については櫛状に加工した貝殻腹縁によって刺突を施す。上にいく

に従って貝殻腹縁連続波状圧痕文の押される間隔は狭くなる。口唇部は切り出し状によく整えられ、

右に押し引き気味の列点が巡る。口縁部形態は外側へ向かってより一段と開<｡ 21は板ナデのような

条痕が巡る。 24， 25はナデ調整による平底の底部である。24は内面には煤が付着し、器の表面は2次

被熱によってはぜたような剥落がある。25は成形後、 自重で潰れたような形状である。

I群b類（図Ⅳ－5－4～8－26～54，－5－22，表Ⅳ－5－6、図版24～27）

主として、 I群bl類、東釧路Ⅲ式3277点が出土した。他にI群b3類中茶路式の出土が247点あ

るでI群b類で細分できなかったものは409点である。東釧路Ⅱ式やコッタロ式に比定できる土器破

片はなかった。 I群、 I群b類で細分不能としたものについても、根拠に乏しいだけで、 I群b類の

細片という可能性が高いものが大半を占める。

I群b1類（図Ⅳ－5－4～8-26～49，－5-22，表Ⅳ－5－6、図版9， 10， 11， 24～27)

すべて東釧路Ⅲ式である。比較的厚手で、口唇には平坦面を取る。縄文地紋を施した後、擦り消し

て、無紋帯を造る。その際口唇の形状を整えているものが多いと判断した。そしてその無紋の帯の上

を、縄線や組紐圧痕によって施文する。そのような文様帯は、口縁部、胴部中央、底部際にある事が

多い。底部は張り出す形状を特徴とする。張り出し部分についても縄や指頭による圧痕を連続して施

す。 2種類の原体を特徴とする羽状縄文地紋がある。42のようにボタン状の貼り付けを持つ個体もあ

る。土器の大きさとしてはI群a類より大型の器形が多い。胎土としては、やや密で、粒径1mmm前

後の砂粒が混じるものが多い｡31から39のように粒径5mm前後の小石が目立つもの、および､26,27,

48、 49のように繊維が目立つものがある。内面はナデ調整である。板積みとでもいうべきか、粘土板

を積みあげるような輪積み法によって成形しているものが多い。輪積みの痕跡を化粧粘土で充填し、

上からナデつけている。調整時の指頭や板の痕跡が残るものが目立つ。

Q103グリッドを主とする斜面から、包含層Ⅲ層中位から下位にかけて、縄文時代早期の遺物が集

中して出土した。その斜面に面した台地のへり、 R103の杭の周辺から土器の集中を検出した。 26に

示した遺物である。 LR縄を用い、施文方向を変えることで、縦方向の羽状に地紋を施す。口縁部文

様帯も含め胴部にも地紋を、擦り消し、その上から、 r縄、 l縄の組紐を用いて器面を装飾する。口

縁部は不定の間隔を持って6単位、その間隙を斜行に押圧して埋める斜行は鋸歯状をモチーフとす

る。右上り、右下りの連続として、一箇所だけ、右上がりである筈の所が、右下がりとなっている。

口唇部は同一原体の矢羽根を対向させる押圧が巡る。底部底面間際についても帯状の文様帯が巡る。

やや張り出す底部形態で、 RLR縄の連続する縦押圧が巡る。底面はナデ調整で、微妙な上げ底であ

勺句
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Ⅳポンシラリカl遺伽

る。内面は指頭の圧痕が残るナデ調整である。一部板ナデを思わせる痕跡もある。

H－lの北隣、 R109グリッドにおいて、 Ⅲ層中位から下位にかけて土器の集中を検出した。27に

示した。RL、 LR縄を用いた結束第1種羽状縄文地紋である口縁部文様帯も含め胴部にも地紋を、

擦り消しその上からRLR縄線の横走によって器面を装飾する。口唇部は指頭による押圧が巡る。底

部底面間際についても帯状の文様帯が巡る。やや張り出す底部形態であり、 RLR縄の連続する縦押

圧が巡る。底面はナデ調整であり、微妙な上げ底である。内面は指頭が残るナデ調整である。

28はLR縄による地紋を持つ。胴部中央で羽状になるように交差させる。縄文を施した後に口唇部

を成形する。44は28と同じ地紋を持つ。29は。LR縄とRL縄を交互に施し羽状とする。口唇にも羽

状縄文を施す。その後、ナデ調整を施す。 30は半径13～15cmの口縁部破片である。 LRを縦方向に羽

状になるように施し、口唇部においてもLR縄圧痕を連続して施す整った口縁部は縄文施文後にナデ

調整を施す。31はLR地紋を施した後に口唇部を擦り消して平坦面を調整する。32はLR地紋で、縦

方向に羽状になるように施す口唇部にも同一原体で縄文を施す。縄文施文後ナデ調整。33はLR縄を

施してから擦り消して無紋帯を造り、 RLR、 LRL縄線を交互に施す。34は口唇部にはLRL圧痕

を施した後に鋭利な篦による刺突を上から重ねる。その後ナデ調整による成形。器面はLR地紋を施

した後に口縁部文様帯を擦り消す。その後にRLR縄線を施す。35はRL、 LR縄を羽状に施す。羽

状が対向する個所がある。地紋を擦り消した後、 RL縄、 LR縄を二条づつ、交互に施す。口唇部に

はLRL縄線を施した後、ナデ調整を施す。36はLR地紋を施した後、口唇部平坦面は、その際に整

えたと考える。口縁部文様帯を擦り消す。その後、 RLR圧痕口縁部文応対に連続して施した後、横

圧痕を縦と交互になるように4単位で施す。その際RLR圧痕縄端、環付縄の環部分、 を器面上部に

連続する様に残す。胴部についても、擦り消した後に縄圧痕を施した文様帯を持つ。43は36と同じ地

紋を持つ。底部際の文様帯部分の破片である。37はLR、 RL縄を交互に施し羽状にする。口唇部に

は6条の縄線を施す。縄線はRLとLRの2種類あり、対向している。38はLRL縄を地紋として施

し、口唇にRLR縄圧痕を連続する。その後、ナデ調整を施し、口唇部を整える。39はRLR縄とL

RL縄を交互に施して横方向の羽状に施す40はLRL縄とRLR縄を交互に施すことによって羽状に

する｡41はナデもしくは擦り消し後の器面について、L+L+Rの三本組紐圧痕を横方向に施した後、

上部に縦方向の同一原体による圧痕を施す。その後全面を擦り消して、 L+L+Rの三本組紐圧痕を

横方向に施す。整った口唇部についても組紐圧痕押圧後ナデ調整により成形する。42はRLRの地紋

を施した後、 L+L+Rの三本組紐圧痕を横方向に、 さらにLRLの縦方向の環状圧痕を押圧する。

その後表面にナデ調整を施す。その際に薄いボタン状の貼り付けを行なう。45～49は底部破片である。

45はLR縄による地紋であり、施文後にナデ調整を施す。その後、張り出した底部形態に指頭圧痕を

連続して押圧する。底面部は微妙な上げ底であり、ナデ調整である。

46は微妙な張り出しを持つ底部形態である。底面部はナデ調整である。内面は丁寧なナデ調整であ

る。器面はLR縄文を施した後、底部きわをすり消して、 RLR縄を縦方向に連続して施文する。胎

土はやや密で、粒径lcm前後の砂粒が混じる。47は内面、外面ナデ調整である。RL縄文地紋擦り消

した後、底部きわを擦り消してLRL縄による圧痕を施す。48はLR縄による地紋で、施文後にナデ

調整を施す。その後、張り出した底部形態に指頭圧痕を連続して押圧する。底面部は微妙な上げ底で

あり、小石が抜け落ちたような痕跡があり、丁寧な調整は見られない。49は微妙に張り出す底部形態

である。磨耗が著しい。底部際を擦り消した後､環付縄の環形をした、縄端を連続して押圧している。

底面の調整はナデ調整であるが、指頭による成形痕が残る。

10
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Wポンシラリカl遺跡

I群b3類（図Ⅳ－5－8-50～54，－5-22、表Ⅳ－5－6、図版27)

I群b3類、中茶路式は284点の出土である。胎土はやや密で、ややしまりがあり、小石粒、砂粒

を含む。内面はナデ調整である。

50はr無節縄を全面に施した後、微隆起線を貼付する。その後、 r無節縄を隆帯上に転がす。内面

と口唇にはナデ調整を施す。器表面は2次被熱によってはぜたのか薄い剥落が目立つ。51はr縄を施

した後、 RL縄を施して、帯状の文様帯にそなえる。その後微隆起線を貼り付ける。その後r縄、 さ

らには爪形を押す。口唇は断面が尖るように整えられる。 52はLR縄を施した後、微隆起線を貼り付

ける。貼り付けには縁をなぞったり縄を施文し直したりする。53はLR地紋を施した後、微隆起線を

貼付する微隆起線は貼り付ける前にモチーフにそってナデ付けて無地にした後、そこに微隆起線を貼

付、その隆帯の縁をなぞって貼り付ける。微隆起線は曲線的なモチーフを描く。54はr縄を施した後、

ナデ調整を施して、微隆起線を貼り付ける。微隆起線を施した後、上からr縄を施してより強く貼り

付ける

Ⅱ群b類（図Ⅳ－5－8－55～57，－5－22、表Ⅳ－5－6、図版27）

Ⅱ群はb類のみ、 110点出土した。竪穴住居H－lが埋まった後に凹みからややまとまって出土し

たりしているが量的には多くない。いずれの破片も、調整方法、繊維が目立つ胎土、地紋などから、

円筒下層式でb式からc式の古手に比定できる遺物と判断したが、口縁部破片など明瞭な時期比定の

規準となるものはなかった。内面は丁寧なナデ調整である。

55はI|1部破片である。網目状撚り糸文､短軸絡条体第6類による施文である。56は胴部破片である。

網目状撚り糸文、短軸絡条体第6類による施文である。胎土には火山灰粒が混じる。57は底部破片で

ある。底面部は平たく、磨き調整である。RLR縄による絡条体によって地紋を施す。底部きわはナ

デ調整によって無紋にする。

Ⅲ群a類（図Ⅳ－5－9～11-58～75，－5－22、表Ⅳ－5－6、図版5， 6， 28～30）

出土したⅢ群は全てa類である。 1550点出土した。Ⅲ群で細分できないとしたもの25点もⅢ群a類

の可能性が高い。いずれも、調整方法、胎土、地紋から、円筒上層c式並行およびその直後の期間を

主体とするものと考える。 3個体まとまって出土したものが、その時期の特徴をよく表していると考

える。隆帯あるいは肥厚帯上には縄ないし絡条体による圧痕、又は絡条体による回転施文を施してい

るものが多い。胴部の底部際については、ナデ消して無紋にする。底部形態は微妙に張り出す。胎土

には長石と思われる白色砂粒を含み、繊維や、 70～73のように海綿骨針が混じるものもある。

58～60はまとまって出土した土器である。包含層調査の際、M100グリッドを調査していた。する

と調査区の際である、Mライン壁際Ⅲ層中位において、土器の破片を検出したそのまま残し、調査

区外ではあるが、 L100、 L101グリッドを掘り下げた。すると黒色土の落ち込みに土器がまとまって

いる様子を検出した。清掃すると、土器3個体とやや大型の礫が1個まとまっている様子が明らかと

なった。土器を取上げ後、黒色土落ち込みを人為的なものと想定して調査をしたが、土曠は伴わず、

風倒木であることが明らかとなった。風倒木が埋まりかけて窪んでいるところに土器を廃棄したもの

と考える土器はいずれも使用されていると考えられ、礫は洗浄後、観察すると台石が、被熱したもの

であることが明らかとなった。これについては包含層の石器81に示した。

58は胴部についてLR縄、 RL縄による結束第1種羽状縄文を施す。口縁部について擦り消してr

縄線による縦圧痕を連続させる。平口縁であるが、突起様の波頂部を一箇所持つ。対になる箇所につ

14
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図Ⅳ－5－9 包含層出土の土器(9)

いても残存部からは波頂部の存在は考えにくい。波頂部からは垂下するように把手様の貼り付けを施

す。底部際はナデ調整によって無紋にする。底部はやや張り出す形態である。底面はやや上げ底で、

ミガキ調整を施す。内面は丁寧なミガキ調整である。内面上部について煤がよく付着する。59は胴部

下半分についてLR縄、 RL縄による結束第1種羽状縄文を施す。胴部上半について擦り消して、粘

土紐を貼り付け、区画文様を施す。文様の区画内には草本による半裁竹管を右側に押し引く様に連続

刺突する。隆帯上にはr縄による絡条体を回転施文する。内面には丁寧にミガキ調整を施す内面の下

部には煤が付着し、上部は薄く剥離する。底部きわはナデ消して無紋にする。底部は微妙に張り出す。

底面は微妙な上げ底でよくミガキ調整を施す。60は胴部にLR縄、 RL縄による結束第1種羽状縄文

を施す。底部際はナデ調整によって無紋にする底部は窄まる形態である。底面は上げ底で、上げ底部

45
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分にはよく煤が付着する。内、外面ともに摩滅が著しい内面は丁寧な調整である。内面には煤がよく

付着する。胴部破片のみであり、口縁部文様帯を含んだ破片は見つからなかった。

61は旧河道がV層で埋まりきった時期に廃棄された土器である。O103aグリッドでその場で上か

ら潰されたかのように放射状に割れていた。割れた後、河道にそって流れたのか、破片が散らばって

いた。旧河道はⅡ層灰褐色土がラミナ状に堆積している事や、 ロームまで掘り下げると覆流水が流れ

ていた事も踏まえると大雨のときなどは流路になっていたと考えられる。土器は底部が窄まる形状

で、やや膨らむIn部を持ち、 よく外反する口縁部を持つ。口縁部上端は屈曲するように立ち上がる。

平口縁だが、 4単位の突起のような波頂部を持つ。胴部はLR、 RL縄による結束第1種羽状縄文で

ある。縄文施文後波頂部から垂下するように把手をつける。把手にはl縄のよる絡条体を回転施文し

た後、円形の粘土紐貼り付けを施す。口縁部の上端には波状に粘土紐を貼り付ける。粘土紐にはl縄

による絡条体を回転施文する。 1111部下半部は二次被熱によってなのか赤色に発色する。上部には煤が

付着する。煤の境界線は直線的である内面、外面ともに磨耗が著しい。底面は微妙な上げ底である。

62はN99dからまとまって出土した。風倒木がからんでいた事と、 また旧河道の流路上であり、動い

ていたため出土状況は図化しなかった。流路が埋まりきってからの遺物である。 よく膨らむ胴部を持

ち、胴部下半部は二次被熱によって赤色に発色する。RL縄、 LR縄による結束第1種羽状縄文を器

面に施す。よく外反する口縁部を持つ。口縁部上端は屈曲するように立ち上がる。平口縁だが、 4単

位の突起のような波頂部を持つ。縄文施文後波頂部から垂下するように把手をつける。把手にはl縄

のよる絡条体を回転施文した後、円形の粘土紐貼り付けを施す。口縁部の上端には波状に粘土紐を貼

り付ける。粘土紐にはl縄による絡条体を回転施文する。内面、外面ともに磨耗が著しい。内面には

丁寧な調整が窺える。

63の口縁部断面は丸みを帯びるRL縄文を地紋として施した後、口縁部から口唇部にかけてナデ調

整を施すナデ調整を施した後にr縄による縦圧痕が連続する。64はよく外反する口縁部形態を持つ。

口縁端部の折り返した器面にはr縄による絡条体を回転施文する。 2破片の接合であり、対になる位

置にそれぞれ補修孔が開いている。65は鈍角で突起様の波状口縁を持つ。RL縄文地紋であり、口縁

端部には粘土紐を貼り付けた上からナデつける。その肥厚部と、波頂部には草本の茎による半裁竹管

様の連続刺突が巡る。66は外反する口縁部形態である。RL縄を施した後、口縁端部には肥厚帯を成

形する。肥厚帯にはLR縄による環状の連続刺突を持つ。肥厚帯貼付後、肥厚帯下部にはLR縄を施

して器面を羽状にしている。 67はRL地紋である。口縁部から口唇にかけてナデ調整である。口唇部

の屈曲部外面には粘土紐を波状に貼り付ける。粘土紐の上にはr縄、 l縄による絡条体を回転施文す

る。内面は磨き調整である。口縁部文様帯には縄を環状にしたものを連続して2列に押圧する。68は

波状口縁の波頂部付近である。地紋にLR縄文を施した後、口縁部を断面三角形に整えて、そこへr

縄、 l縄による絡条体を回転施文する。波頂部にはボタン状貼り付けを施す。波頂部の器面は擦り消

した後、 r、 l縄線で波頂部を飾る。69の器面にはナデ調整を施し、その上に粘土紐を貼付する。口

唇部は屈曲するように立ち上がり隆帯を貼付後、 l縄による絡条体を回転施文する。口縁の屈曲部に

は二段にわたって弧線の貼り付けがなされ、 r縄による絡条体を回転施文する。二段の貼り付けの交

差部分にはボタン状の突起を貼り付ける。さらに連続して胴部が膨らむ部分について粘土紐を平行さ

せ、間を粘土紐の貼付し、波状に充填する。それらにはr縄の絡条体を回転施文する。胴部には結束

第1種の羽状縄文を施す。 また、推定4単位の間隔でボタン状突起がこの文様帯には貼付される。そ

の上からは、 RL縄の環状にし、圧痕を押圧するその文様帯の下にも隆帯によって一定間隔の弧線文

を施す。隆帯上にはr縄の絡条体を回転施文する弧型の区画中は先のRL縄の環状圧痕を一列横方向

16
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図Ⅳ－5－12包含層出土の土製品

に連続押圧する。文様帯は一部擦り消しての無紋地上に施す。地紋はRL、 LR縄を用いた結束第1

種羽状縄文である底部は窄まる形状であり、底部際についてはナデつけて無紋にする底面は平坦で、

丁寧なナデ調整を施す。70， 72， 73は結束第1種羽状縄文を器面に施す。胴部にも縄文施文後、所々

ナデ調整が最終的に施される。71は結束第1種羽状縄文が施された胴部である。70は膨らむ胴部とよ

く外反する口縁部を持つ。縄文施文後、口唇部をナデ調整で整える。口唇端部側面には面を取る。底

面際で窄まる形状であり、その部位はナデ調整により無紋である。74， 75は底部破片である。74は磨

耗が著しい。2次被熱によるものかよく焼ける。底面は平坦でよく磨く。内面には丁寧な磨き調整を

施す。地紋は結束第1種羽状縄文であり、底面の際はナデ調整により無紋である胎士はややまばらで

繊維を多く含む。 75はRL縄文地紋であり、底面の際はナデ調整により無紋である。底部はミガキ調

整であり、沈線様の痕跡がある。

再生±製品（図Ⅳ－5－12、表Ⅳ－5－7、図版30）

名称として、円盤状再生士製品も、土器片錘の可能性があるものも一律に扱った。 1， 2， 5はI

群a類土器の口縁部破片である。 3， 4， 6， 7， 8は東釧路Ⅲ式の土器破片である。 1， 2は貝殻

条痕による器面調整を持つ土器である。口唇部には擦り切りによる切れ込みを入れる。切れ目に、紐

ずれ等の痕跡はない。 lには円形の貫通孔がある◎3は円形で貫通孔を持つ。4については穿孔後に、

再成形した可能性がある。 5は楕円形で、長軸の両端を打ち欠く。縦方向の貝殻腹縁刺突を器面に連

続して施している土器からの転用である。土器片錘といわれるものに相当する。 6， 7， 8は円形に

擦りによって成形する。分布、出土層位とも早期土器のそれと合致しており、早期の遺物と考える。

その他に焼成粘土塊の出土がR103dから45点あった。図化できなかった。成形はされず、不定形

で､胎土は水ひされたようなキメの細かさである。草本の圧痕様を持つものもある。時期は不明だが、

周囲からは東釧路Ⅲ式が多く出土しており、類似した胎土を持つI群b1類の土器の出土がある (H

-1の2等)。

(2)石器（図Ⅳ－5－13～20， 21， 23～26、表Ⅳ－5－8、図版31）

剥片石器は188点、礫石器は207点、剥片が2069点、石製品が2点出土した。分類にあたり、 Rフレ

イクは二次的な連続する剥離が明瞭なものを選び、 Uフレイクは二次的な潰れ痕跡などが明瞭なもの

を選んだ。剥片石器の素材としては、やはり産地であるためか頁岩が多い。
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石雛（図Ⅳ－5－13－1～9， 23、表Ⅳ－5－8、図版31）

13点が出土した。そのうち2点は未製品である。 2点が黒曜石製で、残る11点は頁岩製であった。

今回図化しなかった4点は折損しているが、柳葉形で早期の遺物と考える。 l～3， 5は柳葉形で頁

岩製。 1， 2は基部と先端部が欠損している。先端部分は、折損後に再調整している。 lは縦長剥片

を使用。 2は押圧剥離が剥片の全面にわたる。 3は凹基で、基部の張り出し部分が折損する。白抜き

部分は素材元来の不純物によって剥落したか所と、折損によって剥落したか所である。 5は円基で先

端を含む半分が欠損している。横長剥片を使用し、剥離は全面におよぶ。再生痕跡はない。素材はや

や粒子が粗い頁岩である。 4は珪質頁岩の五角形鍼で平基。先端部分の湾曲は再生によるものか。剥

離は全面におよぶ。 6は黒曜石で、凹基の三角形雛を思わせる基部と棒状鍼を思わせる刺突部分を持

つ先端部は折損している。剥離は全面におよぶ。側縁は細かい剥離によって潰れ気味である。 7は硬

質頁岩で凸基有茎鍼。基部は丁寧に作り出される。縦長剥片を使用。 8は硬質頁岩の石雛未製品。凹

基の三角形雛を造ろうとしたものか。横長剥片を利用。裏面左側縁の剥離が施されないところは素材

折損面縁辺によって加工し難かったものと考える｡対応する表面については､細かい剥離が密であり、

加工を試みた痕跡であると考える。先端部についても同様である。 9は黒曜石製。柳葉形で円基。ね

じれが著しい縦長剥片を使用。両側縁が潰れた様になっている。未製品であり、剥離調整は全体に至

っていない。

石槍またはナイフ （図Ⅳ－5－13－10～12，－5－23、表Ⅳ－5－8、図版31）

6点出土した。概略、線対称の形状と捉えられる、両面加工で、剥離が全面におよぶもので石鍼と

した一群より明らかには大型な一群をこれに分類した。破片となった場合スクレイパーと区別がつか

ない。分布は早期の遺物が多かったグリッドに偏る。 3点図化した。先端についてはより鋭角的に造

りだしたほうを切っ先とした。

10は硬質頁岩製で、一段窄まる基部を持つ。先端部は折損したのか切っ先はない。再生のためか押

圧剥離が施される。剥離は全面におよぶ。 11は硬質頁岩に珪質分が帯状に入り込む。基部は明瞭では

ない。剥離は全面におよぶ。横長剥片を使用している。 12はメノウ質とも言える珪質分が多い頁岩を

使用する。基部は不明瞭。両面加工の石器に当初分類した。先端部は細かい押圧剥離によって丁寧に

造りだされる。剥離は全面に及び、横長剥片を使用したと考える。裏面左側縁の刃部が無い側につい

ては、 もともと素材とした頁岩の目による平坦部分で刃部を作り出せなかったものと考える。

石錐（図Ⅳ－5－13－13， 23、表Ⅳ－5－8、図版24～28）

4点出土した。剥片の一端を錐として使用したようなものが3点出土した。調整をよく施したもの

が1点出土し、図化した。 13は珪質分の多い硬質頁岩である。縦長剥片を素材として打面が明瞭に残

る。剥離が全面に巡る。両側縁に刃部を持ち、先端に近い側縁は錐による使用により、潰れている。

先端は先細り磨耗が著しい

つまみ付きナイフ （図Ⅳ－5－13－14～21，－5－24、表Ⅳ－5－8、図版31）

16点出土した。図化しなかったものも含めて、全て頁岩製である。そのうち8点を図化した。

14は横長剥片を素材としている｡つまみの軸に対して刃部の軸は斜めである｡刃部は下向きである。

右側縁の刃部は厚みがあり、石核の調整面を思わせる剥離痕を持つ。両面とも右側縁に対して連続す

る剥離によって刃部を形成する。つまみ部分は両面からの細かい剥離によって造る。先端部は両面か

ら成形する。このような両面調整のつまみ付きナイフはほかに3点出土し､そのうち2点は接合した。

15は縦長剥片を素材として用いる。表面について剥離が全面におよぶ。裏面右側縁については縁辺に

連続する剥離が巡る。表面右側縁は掻器様な急角度の刃部形態である。つまみ部分は両面からの細か
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5 包含層の遺物

ぃ剥離が巡る。先端は鋭角的である。表面左側縁の挟れ部分は折損を再生した可能性がある。 16， 17

は縦長剥片を素材としている。表面は剥離が全面におよぶ。裏面右側縁辺に連続する剥離が巡る。表

面右側縁は掻器様な急角度の刃部形態である。稜線は直線的で整然とする。つまみ部分は両面からの

細かい剥離を巡らせて丁寧に造る。 16の挟れ部分は再生の痕跡と考える。 17は湾曲する縦長剥片を素

材として、切っ先は折損ではく、原石の礫皮が残っている。この形状のものは他に3点出土している。

今回の調査における、定型的な形状をしたつまみ付きナイフである。 18は横長剥片を素材として用い

る。表面、裏面共に礫皮の不純物による剥落箇所を除いて、表面について剥離が全面におよぶ。調整

面なのか裏面右側縁については連続する剥離が巡る。表面左側縁について稜線を形づくる連続する長

い剥離を施した後に、刃部調整のための細かい連続する剥離が巡る。表面右側縁は掻器様な急角度の

刃部形態を持つ。稜線は直線的で整然としている。つまみ部分は両面とも細かい剥離が巡り丁寧に作

り出す。切っ先は折損ではない。原石の礫皮が残っている。 16， 17と比べてつまみ部分に対して刃部

の軸がやや傾斜する。他に1点類例が出土している。 19はつまみ部分に対して掻器様の急角度な刃部

がつく。表面左側縁にも括れた刃部がある。横長剥片の打面をつまみ部分にもってきており、つまみ

は両側縁の挟れ部分を両面から加工するだけである。類例が1点出土している。20は縦長剥片の打面

部分を刃部末端にしている。右側縁について、長い剥離を用いて、片面加工の刃部にしている。左側

縁についても押圧剥離がまばらに見受けられる。右側縁ほど丁寧な加工ではない。つまみは両側縁の

挟れ部分を両面から加工しただけである。21は湾曲した横長剥片を使用している。素材本来の湾曲部

によって加工がおよばない中央部を除き、二次加工が片面全面におよぶ。つまみ部分は両面とも細か

い剥離が巡り丁寧に作り出す。

スクレイパー（図Ⅳ－5－14． 15－22～39，－5－24、表Ⅳ－5－8、図版32）

68点が出土した。黒曜石製は2点のみで、頁岩の縦長剥片を使用したものが目立つ。 17点を図化し

た。通常に調査した範囲で偏りなく出土する。分布の中心は縄文時代早期土器の状況と合致する。

22～24， 27， 30～32, 38は硬質頁岩、 25～26， 28， 29， 33～37, 39は珪質分の多い頁岩である。

22から25は両面調整のスクレイパーのうちで、側縁の調整ないしは刃部が明瞭なものである。

22は唯一の箆状石器であり、 1点のみの出土である。そのためスクレイパーのうちに入れここで記

載する。硬質頁岩の縦長剥片を使用。表面右側縁について、調整痕跡が著しい。裏面については、両

側縁とも調整痕跡が著しい。末端の刃部についても著しい潰れ痕跡がある。表面右末端部分について

階段状の剥離は刃部再生に伴うものと考える。裏面の平たい形状により、下端部は急角度の刃部形態

である。

23～25は両側縁が刃部のものである｡いずれも両側縁の上端が潰れ気味である。これが装着痕跡か、

縁端部を頻繁に使用したものかはわからない。他に類例が5点出土している。23は横長剥片を使用す

る。下端部には折り取るような剥離による、成形痕跡はあるものの、刃部は造らない。両側縁からの

二次加工は全面におよぶ。24は上下端部について調製痕はない。厚い横長剥片を使用している。25は

縦長剥片を使用。剥離は両面だが縁辺のみに留まる。26は幅広の縦長剥片を使用表面裏面共に左側縁

のみに細かい連続する押圧剥離を施す。下端部についても裏面について微細な剥離が巡る。素材の形

状をそのまま生かしている。このような不定形で厚みのない刃部を持つ類例は15点出土している｡27,

29は肉厚で掻器ともいえるような断面形態のものである。いずれも縦長剥片を利用する。刃部はいち

側縁にのみ有する。27は26と剥離が連続する方向については|司一である。29は裏面右側縁について、

微細な剥離がある。28は縦長剥片を使用する。表面右側縁上端側の<ぴれ部分を装着痕跡とするなら

ば、打面を下にしたスクレイパーである。表面両側縁にのみ連続する押圧剥離が巡る。 くびれに対応
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した張り出しの元にのみ裏面にも剥離がおよんでいる。素材の形状をそのまま生かしている。このよ

うなつまみ様の装着部が想定できる刃部とみなしえる、連続する剥離を持つものは他に1点出土して

いる。30， 31， 32は縦長の剥片を使用する。縁辺の調整のみで、両側縁に刃部を持つ。下端部につい

ても片面のみの調整を持つが、厚さの薄い石器であり、掻器とは言いがたい。形状は輪郭のみ箆又は

それに類似する形である。30は表面右側縁についてはノッチ様の挟れ部分が2箇所ある。31はねじれ

た縦長剥片を利用する。縁辺に調整が巡る。32は上部について、両側縁が両面ともによく調整される。

装着痕の可能性があるが、見解としては23～25と同様である。これらに類する遺物は他に10点ある。

33, 34横長剥片素材の形状をほとんど変えず、不定形で一部に厚みがある掻器を思わせる刃部を持つ

ものである。33は表面裏面共に右側縁のみの加工である。表面右側縁の刃部について再生が著しい。

34は表面裏面共に縁辺のみの加工である。裏面上端に調整痕が著しい。35は縦長剥片を利用し、表面

左側縁、下端、裏面両側縁のいずれも縁辺のみを加工している。素材を生かした形状であるが、表面

下端の刃部については両端について欠損が著しく、再生の為の調整が伺える。このような両側縁に刃

部と見なし得る、連続する剥離を持ち、形状が箆に類似し、端部に刃部があるものである。図化した

もの以外の類例は4点、そのうち側縁両端が潰れているものは1点あった。

36～39は両面調整の肉厚の刃部を持つものである｡形状は箆に類似する｡36は横長剥片を利用する。

刃部は表面裏面の縁辺に押圧剥離調整が連続するが、表面について刃部調整痕跡が連続する。刃部に

ついて両端が使い込まれる。37～39は縦長剥片を使用する。37は全面に剥離がおよぶ。表面下端と上

端､両側縁上部について調整痕跡が著しい｡38は表面右側縁の刃部について、両面共に調整が著しい。

39は表面下端、裏面両側縁について調整が著しい。鋸歯状の刃部が特徴的である。

他にスクレイパーとして分類した遺物には、破片のみでは石槍又はナイフとも判断できるものが6

点入っている。他は形状等が推定し難い刃部破片が1点である。

石核・両面調整石器（図Ⅳ－5－15． 16－40．41，－5－24、表Ⅳ－5－8、図版32, 33）

石核は42点出土した。両面調整石器は6点出土した。

両面調整の石器で。連続する剥離を有するが、刃部とは認めがたく、石核に性格が似ていると判断

したものを両面調整石器とした。石核・両面調整石器いずれも珪質頁岩製のものがほとんどである。

打面については様々な方向から打ち欠いているものが多い。フレイク・チップが集中しているところ

を目安に接合作業を試みたが、接合関係については、思わしい結果は得られなかった。

40は珪質頁岩製、粒子は一定ではない。上端の連続する剥離部分に使用痕跡はない。接合資料であ

り、割れている面も上端からの加鑿である。剥離作業面の連続である可能性が高いと考えた。45は珪

質頁岩製。剥離作業面からは、厚みのある横長の剥片しか取れなかった様子である。剥離作業の回数

が少ないのは石質が適切ではなかったためか。

石斧（図Ⅳ－5－15－42～44，－5－24、表Ⅳ－5－8、図版33）

4点出土しており、 3点を図化した。

42は緑色泥岩製。鎬は明瞭である。打ち欠き調整後研磨している。基部に細かい調整痕がある。刃

部の両端欠損している点は箆形石器に似る。43は緑色泥岩製。鎬は不明瞭である。こう打調整後研磨

している。基部と刃部片端が欠損している。44は片麻岩製。刃部の表面が剥がれたものを打ち欠き調

整によって小型の石斧に成形したものである。二次加工後の使用痕跡はない。

偏平打製石器（図Ⅳ－5－17． 18－53～58，－5－25、表Ⅳ－5－8、図版35）

~ 14点出土した。傾向としては安山岩が主に使われている。図化したものも、 55の凝灰岩製以外は安

山岩製中期の土器が多く出土したところに出土の傾向は偏る。

54
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5 包含層の遺物

54， 56は裏面には成形のための敲打調整がなされており、側縁に顕著である。機能部は比較的幅が

広く、明瞭なすり面が確認できる。たたきつけて使用した可能性がある。 53， 55， 57， 58は打ち欠き

によって縁辺は整然と成形される。機能部はペッキング痕が著しい。すり面は確認し難い。

北海道式石冠（図Ⅳ－5－18． 19－59～62， 26，表Ⅳ－5－8、図版36）

6点出土した。包含層のみからの出土である。59， 60は小島の道南中期、 62は円筒下層c、 d期に

相当するが(1997小島）当期の土器は出土しているが、一致するグリツドレベルでの出土傾向は今

回なかった。安山岩で、中期の遺物と思われる破片が3点前期は掲載の1点のみである。

59， 60は安山岩製。楕円礫を割った後調整する。溝状の持ち手を持つ。59の器面に黒褐色の付着物

があるが、埋没時のものと判断した。60は表面左側縁にはこう打調整底面部には調製痕と考えられる

こう打による凹みがある。61は石皿であった可能性がある。割った後、敲打調整による溝状の持ち手

を有する。底面は短軸に平行なすりをよく行う裏面方向について減りが著しい。 62は凝灰岩製で、比

較的大型である。全面敲打調整である。

たたき石（図Ⅳ－5－17． 19－45．46．48～50．63、－5－25、表Ⅳ－5－8、図版34）

たたき石は50点出土した。そのうち凹み石と言えるものは4点を含む。分布は縄文時代中期の土器

の中心と合致する。使用石材は3点が砂岩、 2点が凝灰岩、他は安山岩製である。礫の使用部位につ

いて傾向をみると、楕円礫の両端が2点､楕円礫の一端と側縁の一部が1点､偏平礫の一側縁が6点、

楕円礫の一端と凹みがあるもの3点（うち1点の凹みは不明瞭)、楕円礫の2側縁が1点、楕円礫の

一端が4点（うち2点は石錘未製品とでもいうべきものか)、円礫の側縁と凹みを持つものl点、円

礫の一端が1点、楕円礫の両端と側縁が2点、楕円礫の側縁というものが残りの7割以上であった。

45は安山岩製である。長楕円礫の一端を使用する。打ち欠きは作業に伴うものと考える。使用、 こ

う打の回数が多いとは考えにくい。46は砂岩製、楕円礫の一端を使用打ち欠きは明瞭ではないがこう

打に使用した痕跡は明瞭である。48は凝灰岩製。楕円礫を使用、表裏の偏平面と一側縁の3ヶ所の明

瞭な凹みがある。側縁の凹み周辺にはたたき痕跡があり、たたき石としての使用は確実に見受けられ

る。49は砂岩製。小型の楕円礫の両端使用。当初は石錘の可能性を考えたが機能部の中心から垂直延

ばした線と対になる機能部の中心から垂直に延長した線がずれているため、ひもを架けると想定する

にあたり軸が設定しにくいという事で今回はたたき石に分類した。 50は安山岩製。偏平な楕円礫を打

ち欠いて成形中に割れており、偏平打製石器の製作工程をあらわすものか。割れた後、大型の破片側

に敲打具として用いた痕跡がある。63は安山岩。礫の両端に敲打痕がある。下端のほうはより明瞭で

ある｡平坦面については､すりの痕跡がある｡明瞭なすり跡ではないが､平坦で､擦痕が観察できる。

すり石（図Ⅳ－5－19－47．51 ．52．64，－5－25、表Ⅳ－5－8、図版34, 35）

すり石は24点出土した。早期に特有の断面三角形の擦り石、R98(Ⅲ中)、 P101(Ⅲ下)、Q102(N)

から出土した。 PlOlのみ花崗岩で、他は安山岩製である。

47は安山岩製。楕円礫の長軸上の両端をこう打に用いている。顕著なこう打痕であるが、成形のた

めか、機能部かの判定は難しい。明瞭な打ち欠き調整。偏平面のうち片側には明瞭なすり跡が残って

いる。砥石としての転用か。 51は凝灰岩製。長楕円礫を使用。断面が鋭角三角形の礫を使用する。鋭

角をなす、一辺をすり石として使用している。表面右側の破片は被熱している。すり面にはペッキン

グ痕が明瞭である。たたきつける作業の際に割れた可能性もある。52は安山岩製｡楕円礫を使用する。

断面が鋭角三角形の礫を使用する。鋭角をなす、一辺をすり石として使用している。すり面は縦方向

のすりが入っていなければ、見落としそうなほど微妙なものである。64は凝灰岩製。ほぼ球形の礫の

比較的平坦な所を用いてすり石としている。明瞭なすり跡ではないが、平坦で、擦痕が観察できる。
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5 包含層の遺物

砥石（図Ⅳ－5－19－65～67，－5－26、表Ⅳ－5－8、図版34）

砥石は22点出土した。楕円礫の平坦面を平坦な砥石面にするもの3点（破片も含める）安山岩製が

主であり、偏平礫の平坦面を砥面に使うものは11点ある。砂岩若しくは砂質の凝灰岩製である。

65は安山岩製。楕円礫の平坦面裏表を砥石として使用している。裏面右面の欠損は現代のもの。裏

面について砥石特有の凹面を有していたため擦り石とはしなかった。66は砂岩製。 3面を砥石として

使用している。表裏両面について凹面を有している。67は有溝砥石である。凝灰岩製。一本の溝は使

用中に砥石が折れたような状況を示している。その後折損残部を有溝砥石として使用している。

石錘（図Ⅳ－5－20－68～81，－5－26、表Ⅳ－5－8、図版36）

石錘は79点出土した｡それらのうち、 12点を図化した。図化しなかったものの傾向を述べると、ほ

とんどが長軸上に対向する打ち欠きを持つものである。流紋岩製は10点、そのうち特徴的なものとし

ては被熱しているものl点、形態不明なもの2点である。砂岩が3点。安山岩47点のうち、四隅を打

ちかいているものl点、形態不明なもの2点。凝灰岩製7点のうち、小型だが四隅を打ちかいている

ものl点(小型)、形態不明なもの2点である。図化したものについて、流紋岩製が68， 69， 70， 77、

安山岩製が71～75， 78， 80、粘板岩製が76、凝灰岩製は79である。

68， 70， 72～75は両端について両面から打ち欠いている。71， 77， 78片端が両面から、 もう片端は

片面のみ打ち欠いている。69は砥面を持つ。転用と考える。片端両面打ち欠きで、片端は潰れる。70

の裏面は磨耗する。こう打痕表現で示したところは磨耗によるものか｡73は片端折損後に調製が入る。

74は裏面が微妙に磨耗する。 75の上端の欠損は成形に無関係である。76は比較的大型である。 79の片

端は欠損を利用している｡80は両端欠損である。

台石（図Ⅳ－5－20－81，－5－26，表Ⅳ－5－8、図版37）

台石は8点出土した。成形にあたり、成形調整痕のあるものはない特に凹み面があるものは大型と

中型の砂岩のみ、際立った機能部があるものははない。 1点のみ掲載した。81は安山岩製。大型の楕

円礫を利用する。被熱により赤みを帯びる。裏表に擦痕を伴う機能面を持つ。掲載しなかった遺物の

特徴をあげると、偏平な楕円礫製で使用頻度の少ないものが1点、安山岩製で、大型の礫を使用し、

接地面が平坦ではなく、それなりに使用頻度があるものが1点。小型の楕円礫を利用し、それなりに

使用頻度があるもので、安山岩製が1点。砂岩製で、中型の楕円礫でそれなりに使用頻度があるもの

が1点、安山岩製が2点。

石製品（図Ⅳ－5－20－82．83、表Ⅳ－5－8、図版37）

2点出土した。82と83は珪質頁岩類似する形状だが、 83の方が表裏面全面調整がおよんでおり、整

った形状である。出土グリッドも|司じである。層位が違うのは同グリッドに風倒木があったためと考

える。線対称の形状で、翼状の張り出しと、頭部両耳を思わせる上方への張り出しがある。足様の張

り出しも下方にのびる82は83に比べて不純物が縞状に混じる石のため成形は丁寧ではないが、同じモ

チーフと考える。周囲の土器の出土状況から縄文時代中期の可能性がある。形状が似たものではない

が、全面に剥離調整が及び、線対称の形状をした石製品は、八雲町内での出土例では、山崎遺跡と栄

浜l遺跡がある。いずれも包含層出土遺物として、縄文時代中期前半円筒上層式の土器が伴うが、山

崎遺跡（198O八雲町）では当遺跡とほぼ同時期、栄浜l遺跡(1987八雲町）ではやや古手の土器

が出土している。

戸1

01



Ⅳポンシラリカl遺跡

空 I 苫

~

71
68りり I

F~＞
69

くつ
70

＝7'
73 74

＜ニーーフ
7R
『ｰ

こつこつ

7と－－78
0

6

仁二ｺ7' C~､こう

弧帝》

〆『

! ；1

『

1

ﾗ

ﾉ

ﾉ ﾏｰﾛﾃ

1 ． ． 1

~

11

kJ

（

『 1
、｡ ｣

/
、

｡f 、 侭

81

0 10｡、
ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ ﾛ

鎮謹蕊０

０

82

83

ｍＣ
一
晩
）
ｌ
Ⅱ
（
Ⅱ
〕
ｂ
ｌ
ｌ

図Ⅳ－5-20包含層出土の石器(8) ・石製品

62



5 包含層の遺物
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5 包含層の遺物
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5 包含層の遺物
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5 包含層の遺物

表Ⅳ－2 H-1出土遺物点数一覧

△ 計正。
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4
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220

I群b類 Ⅱ群b類Uフレイク剥 片 礫

7 5 4
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1 18 7
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2 14 1
つ

0 1

2 3 26 1

5 7 3 70 14

I群b1類
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覆 土 3 層
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床 面 直 上 詔
面合 記

表Ⅳ－3 遺構規模一覧

膜（単位cm)

短軸(上端/下端）

(102)/(84)
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(24)/(18)

（85)／(60）
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qq
v,ゾ

50

規

長軸(上端/下端）

(324)/(296）

(220)/(230)

(88)／(68）

200/170
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69
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80

130
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70

位 置 平面形 時期遺構名 検出mi 構築面種 類
耀
認
一
里
且
里
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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表Ⅳ－4 遺構出土掲載土器一覧

遺構名 図番号 ｜ 図版番号 ｜ 掲載番号 遺物番号
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Ⅳポンシラリカl遺跡

表Ⅳ－5 遺構出土掲載石器一覧

図版
番号
掲載
番号

重量

(9)
遺構名 図番号 分 類 層位 全長×幅×厚さ(ⅡⅢ') 石質 備考

つまみ付ナイフ 珪質頁岩H－l Ⅳ 4 3 13 覆土3層 41.0×13.5×5．5 2.6

覆土中 珪質頁岩スクレイパーH－2 Ⅳ－4－4 4 74.2×35．0×16.9 33. 1
18

砥石 覆土l層 砂岩P－l Ⅳ－4－5 4 78.0×67.0×20.5 112.2

石錐 覆十:中 珪質頁岩P－l Ⅳ－4－5 3 17.5×23.8×6．7 6．4

スクレイパー 覆十中 珪質頁岩P－2 Ⅳ 4 5 1 63.2×95．0×30.5 118．2

たたき石 安l1l岩W-4-5 覆土中P－2 5 8. 15×6.61×5.0 204. 1

石錘 覆土中 凝灰岩W-4-5P－2 19 6 63.2×71.0×26.1 136.8

石核 Ⅲ層上位 珪質頁岩FC-1 W-4-6 1 10．56×7.72×5.02 340.3

剥片接合資料 Ⅲ層上位 頁岩FC-2 Ⅳ－4－6 1 93.6×94.4×10.4 85.8

両面調整石器 Ⅲ層上位 珪質頁岩FC-3 Ⅳ－4－7 72. 1×66.2×19．51 107.9

石核 Ⅲ層上位 珪質頁岩FC-4 Ⅳ－4－7 1 58.6×88.4×33.6 201.3
20

両面調整石器 Ⅲ層上位 珪質頁岩Ⅳ－4 8FC-6 8.24×10．0×1．88 231.41

両面調整石器 Ⅲ層上位 珪質頁岩FC-6 Ⅳ－4－8 ２ 83.2×52.5×28.1 93.3

表Ⅳ－6 包含層出土掲載土器一覧

掲載図

版番号

掲載

番号

掲載

番号

調査区名･遺物番号

(層位)×点数
掲載図番号 図化方荘 分 類 総点散 備 狸

拓影掲載遺物 I群3類図Ⅳ－5－1 沈線によるひし基調の文様構成。ひし形の長軸を貝殻刺突圧痕による直線が貫通。波頂部か

らの垂下文様、 2条のバンド様な横走沈線、いずれも貝殻刺突圧痕による沈組。 IAj面は磨き

調整。外面はサルボウガイに類似する、貝殻押し引き圧痕が巡らされ、後に、沈線構成のモ

チーフを描く。4単位の波頂部は､鈍角からのびるように尖る形状｡内IIIiには炭化物が付着。

胎土はしまり、 1m以下の黒色砂粒をよく含む。 ［1唇部は切り川し状によく盤えられる。

21 1 ４

３

４

×
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１

下
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１
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Ⅱ

Ｖ

Ⅱ
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

肥
５
錫
妬

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

８

８

８

８

９

９

９

９

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

ａ

1印
＆、〃

22 拓影掲載遺物 I群a噸b ４

２

２

×

×

×

ｊ

ｌ

ｌ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

５

２

５

４

４

３

ｂ

ｂ

ｂ

８

８

８

９

９

９

Ｒ

Ｒ

Ｒ

8

拓影掲敏遺物 I群a類 Ql(X)c2（Ⅲ1 1 ' )×2

Ql()113(Ⅲ>×2

QlOll8(Ⅱl)×l3

Rl(mc34(lⅡ中)×l

Ql“c37(IⅡ中)×2

沈線によるひし形基調の文様櫛成。突起様な尖底部を持つ。内面の調整は不明、内外面共に

丁寧なナデ調整を施した後、沈線文様を描く。鈍角の波頂部を持つ。残仔するいち波頂部に

は穿孔がある。胎土はしまり、 l皿n以下の黒色砂粒をよく含む。静内町駒場7遺跡からはこ

のモチーフをそのまま平底にしたような土器が出土している。

2

10

同一個体破片 I群a類 R97bl7(Ⅲ中)×l

R99d40(Ⅳ)×l

Rl(ma42(Ⅳ）×l

R1的c34(Ⅲ中)×1

4

拓影掲載遺物 I群3類 ２

２

４

×

×

ｘ

ｊ

ｊ

ｊ

則
１
１

１

１

ｌ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

‐

く

く

ｉ

６

６

６

ａ

ａ

ａ

７

７

７

９

９

９

Ｓ

Ｓ

Ｓ

胎土は比較的キメが粗い。ゆるやかな波頂部を持つ。ハマグリに葱似する貝殻斜行腹縁圧痕

を全面に施す。その施文後、沈線によってひし形基調の文様を施す。 ｜］縁部には連続して穿

孔を施す｡施文順序としては最後に穿孔｡内面にも貝殻条痕による調整｡

３

４

４

I群a頬拓影掲敏遺物 突起部分｡胎土には繊維が目勲つ｡表面はよく解かれる。形状から乳腺状突起の…部または

物見台式の口縁部文様帯に付随する突起の!'J能性がある。

PlⅨ)C l （一)×1

拓影掲載遺物 I群a類 ﾊﾏｸﾘに類似した､貝殻腹縁連続波状圧痕文を丁寧なﾅﾃ澗整の後に施す。器而には､ 貝

殻条痕を施した後、ナデ調整を施す。その後に沈線によってひし形基洲の文様を施す。水ひ

されたようなきめ細かな胎土で、胎土はしまり、 1m以下の蝋色砂粒をまばらに含む。 ｜Al面

の調監は不明だが、丁寧である。

5 ３

１

×

×

ｊ
ｊ

ド

ド

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ
Ｉ

９

２

７

３

ｄ

ｄ

２

２

０

０

ｌ

１

Ｒ

Ｒ

1

拓影掲載遺物 I群a類 波状口縁で､波頂部は突起様である。口唇部は切り出し状である｡内面には貝殻条痕調整､

外面には貝殻縦腹縁圧痕を施す。その後、押し引くような刺突によって、鋸歯状のモチーーフ

を描く｡ 1ｺ唇部には押し引き気味の刺突が巡る。

Q9927(Ⅲ）×16

1

拓影掲載遺物 I群a額 RlO3a52(1V上)×4 胎土はしまり、 1m以下の黒色砂粒をまばらに含む。粘土ひもを1条貼り付けた後に撫で付

けて肥口帯とする。ナテ調整の後、ハマグリに類似した貝殻縦腹縁圧痕を施す。内面はナデ

調整。

I群a類拓影掲載遺物 胎士はしまる。 1m以下の黒色砂粒を密に、粒径5m前後の小擶がまばらに混じる。口縁部

断面は切り出し状である。削るようなナデ調慾の後、サルポウに類似した貝殻横腹縁圧痕を

施す｡口唇部の切り出し状の平坦面部分には貝殻縦腹縁圧痕を施す｡内面はナデ調整である。

R98bl8(、下)×2H 召

R98c37(Ⅳ）×3
■
０

3

拓影掲載遺物 I群a類 胎土はしまり､ 1m以下の黒色砂粒をまばらに含む。口唇は切り出し状であり､丁寧に面が

取られた後にナデて、微妙に丸みをつける。ナデ調整の後、サルボウに{以た側殻横腹縁圧痕

を施す｡内mは削るようなナデ調整。

９ RlOOa42(Ⅳ）×3

拓影掲載遺物 I群a類 QlO2dl3(Ⅲ上)×1 ''1部破片。器面はナデ調整の後、 （ハマグリに類似した薄手の貝を櫛歯状にﾉﾉ| |工した原体に

よるものか）貝殻横腹縁圧痕を連続して施す。 Ij､J面はナデ洲幣である。胎土はしまり、砂粒

が多い。

10

1
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5 包含層の遺物

掲載図

版番号

掲載

番号

掲載

番号

調査区名･遺物番号

(層位)×点数
掲載図番号 図化方法 分 類 総点数 備 考

拓影掲載遺物 I群a類11

１

５

×

１

×
Ｕ
×

１

－

１

Ｖ

Ⅱ

Ｖ

１

１

１

く

Ｉ

く

鋸
２
埋

ｂ

ｂ

ｂ

８

８

８

９

９

９

Ｒ

Ｒ

Ｒ

内面はナデ調整､外面はサルボウガイに類似した貝殻押し引き圧痕が巡る。その後､ナデ調

整が施される｡水ひきれたようなきめ細かな胎土で、胎土はしまり、 4m前後の白色小石粒

と､ 1m以下の黒色砂粒が混じる。
~

同一個体破片 I群a類 １

１

×

×

１
１

Ⅳ

Ⅳ

く

く

５

７

３

３

ｂ

ｂ

８

８

９

９

Ｒ

Ｒ

２

拓影掲載遺物 I群a類12 P101c9（ⅡI下)×6 内面はナデ調整､外面は貝殻条痕による調整後､サルポウガイによるものと似た貝殻押し引

き圧痕が巡らされる｡底部は平底だがﾑｼﾘ式にありがちな微妙な丸みを帯びている波状

口縁だが､突起を思わせる鈍角の波頂部である水ひされたようなきめ細かな胎土で胎土は

しまり､ 4m前後の白色小石粒が混じる。

内面はﾅﾃ調整､外面は貝殻条痕による調整後､サルポウガイに類似した､貝殻押し引き圧

痕が巡る｡底部は平底だがムシリ式にありがちな微妙な丸みを帯びている。波状口縁だが､

突起を思わせる波頂部である｡水ひきれたようなきめ細かな胎土で､ しまりがあり､ 4m前

後の白色小石粒が混じる。

ａ

h

拓影掲載遺物 I群a類b １

１

１

１

×

×

×

×

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

上

Ｆ

Ｆ

Ｐ

一

一

』

に

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

Ｉ
~
く
く

９

５

四

９

Ｃ

Ｃ

ｂ

Ｃ

１

１

１

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

Ⅱ

１

１

Ⅱ

Ｐ

Ｐ

Ｋ

Ｑ

４

拓影掲戦遺物 I群a蛾 RlOId35( IⅡ下)×3

RlOlc9（ IⅡ下)×l

QlOOc9（Ⅲ中)×1

に

5

|両'一個体破片 ×

×

ｊ
ｊ

中

下

Ⅲ

Ⅲ

！
’
”
９

ｇ

ｂ

Ｃ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

ｌ

１

Ｒ

Ｐ

拓影掲較遺物 I群a類13 ４

２

×

×

Ｊ
１

下

下

Ⅲ

Ⅲ

３

２

５

４

ｂ

ｃ

２

２

０

０

ｌ

１

Ｒ

Ｒ

内外面共にケズリのようなナデ調盤を施す｡外面はﾅﾃ後､ｻﾙﾎｳｶｲに類似した貝殻押

し引き圧痕が巡る｡底面についても同じである｡胴部形態は底部に向かってよく窄まる。水

ひされたようなきめ細かな胎土で､ しまりがある。 4,m前後の白色小石粒が混じる。

ﾊﾏｸﾘのような､比較的薄手の貝殻の腹縁部分を櫛歯状に加工した､連続波状圧痕文を丁

寧なナデ調整の後に施す｡貝殻条痕を施した後､ナデ調盤を施した器面を持つ。水ひされた

ようなきめ細かな胎土で胎土はしまり､ 1m以下の黒色砂粒をまばらに含む。底面は剥落が

著しい｡内面には貝殻条痕による調墜。

16

拓影掲載遺物 I群a類14 RlOlc46 （Ⅲ下） ×2

RlOlc49 （Ⅲ上） ×l

R101c28 （、中） ×l

RlO2d21（ ）×2

RlO2b39 （Ⅲ下） ×2

RlOlc46 （Ⅲ下） ×1

９

蘭|Ⅳ 5－2 復元個体
n1

色』 15 I群a類 Q99(風倒木)×l3

Q99(Ⅲ)×1

いびつだが､ 4単位の波状口縁を持つ土器｡斜方向の貝殻条痕を全面に施した後､ナデ調整

を施す｡胴部下半分は特に丁寧なナデ調整である。口辱断面は丸みを帯びる。内面は貝殻条

痕を施した後､ﾅﾃ調整｡胎土は焼成が良好で密である。粒径1m以下の白色砂粒、黒色砂

粒が目立って混じる｡底部は平底で丁寧なナデ調整を施す。14

同一個体 I群a類 Q99(風倒木>×2

Q99(Ⅲ）xl

W‘

復元個体 I群a類16 Q99(風倒木)×3

QlOObl5(Ⅲ下)x2

R99c20(Ⅲ下)×l

R99d30(Ⅲ下)×l

R99d40(Ⅳ）×1

平口縁の土器である｡斜方向の貝殻条痕を全面に施した後､ﾅﾃ調整を施す｡口唇には平坦

面をとる。内面は丁寧なナデ調整である｡胎土は焼成が良好だがキメがやや粗い。粒径1m

以下の黒色砂粒と繊維が目立って混じる。

12

同一個体 I群3類17

１

１

１

釦

×

×

×

く

１

１

１

ぅ
一
卜
．
上
－
Ｆ

１

｜

｜

に

Ｆ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

一

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｉ

く

く

Ｉｒ
ｌ
ｏ
Ｄ
ａ
。
、

８

８

８

８

９

９

９

９

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

平口縁の土器である。貝殻の調盤痕が口縁部に微妙に残るが､その後施した､ケズる様なナ

デ調整を全面に施す。その後､胴下半部まで及ぶ14本の横方向の沈線と右方向に引く刺突を

口縁部に2列に施す。口唇は稜線が不Iﾘ｣瞭だが平坦而をとる。内面は貝殻条痕を施した後、

ナデ調整を施す｡胎土は焼成が良好､淵である。粒径1m以下.の白色砂粒、無色砂粒が目立

って混じる｡底部際には対向するように4ケ所の短沈線様な刺突が､底而にはその刺突を結

ぶ2本に加えもう1本の沈線が底面の直径をまたぐ-ように施される。尚底面中央には、甑を

思わせる、貫通穿孔がある。
ﾜ｡
と』

図Ⅳ－5－3 拓影掲載適物
》ワ 18 I群a類 週

２

×

×

１
１

Ⅳ

Ⅳ

Ｉ
Ｉ

３

７

９

３

ｂ

Ｃ

３

２

０

０

ｌ

１

Ｑ

Ｑ

小型の平底器形｡底部は微妙に張り出す。内外、共にナデ調整を施した後､貝殻条痕による

調整を施す。口唇部には丁寧な平坦面を取り､平口縁である胎土には砂粒をよく含む。
15

拓影掲較遺物
、へ

乙○ 19 I群a類 RlO2b53 （ⅡI下） ×l

RlO2d67 （Ⅳ） ×l

不明（ ）×1

ﾊﾏｸﾘのような､比較的薄手の貝殻の腹縁部分を櫛歯状に加工した原体による連続波状圧

痕文を丁寧なナデ調整の後に施す｡貝殻条痕を施した後､ﾅﾃ調整を施した器面を持つ。水

ひされたようなきめ細かな胎土でしまりがある｡ 4ml1I後の白色小石粒が混じる。

a

拓影掲載遺物b I群a類 QlO2d33()×5

Q102d8（ 〉×l

RlOlc46(Ⅲ下)×2

RlOlc5（Ⅳ上)×3

RlOlc45(Ⅳ下)×l

RlOld35(Ⅲ下)×1

切り出し状の口縁部を持つ｡内外面の調整はナデ､外面は板ナデのような条痕が巡る。胎土

はよくしまり、砂粒や小石が目立つ。

1司

人、

拓影掲載遺物 I群a類 R101c49(上)×l

RlOld31(下)×1

ZU ハマグリのような、比較的薄手の貝殻の腹縁部分を櫛歯状に加工した原体による連続波状圧

痕文を丁寧なナデ調整の後に施す｡貝殻条痕を施Lた後､ﾅﾃ調整を施した器面を持つ。水

ひされたようなきめ細かな胎土で､ しまりがあり､ 4m前後の白色小石粒が混じる。口唇部

に近づくにつれて､貝殻腹縁連続波状圧痕文の押きれる間隔は狭くなる。口唇部は切り出し

状によく整えられ､右に押し引き気味の列点が巡る。口縁部形態は外側へ向ってより一段と

開く。

引

b l 拓影掲載適物 ’ I群a類 皿

２

１

１

×

×

×

×

１
１
１
１

下

下

下

下

Ⅱ

Ｖ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
く
く
く

６

９

５

３

４

４

３

５

ｃ

Ｃ

ｄ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

２

０

０

０

０

ｌ

１

１

１

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

14
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Ⅳポンシラリカl遺跡

,洲l査区名･遺物祢号

(咄位)×点数

掲載図

版番号．

掲載

番号

掲載

番号
考図化方法 分 類 総点数 伽掲載図番号

拓影掲載遺物 I群a類 RlOlc46(IⅡ下）×3

RlOlc49(1V上)×l

RlO2b39( [Ⅱ下)×1

ｃ

５

同一個体破片 I群a類 ２

３

２

１

３

１

４

×

×

×

×

×

ｌ

×

×

ｎ
Ｕ
Ｕ
Ｕ
ｌ
ｎ
×
、
Ｕ

’

一

一

一

×

－

１

言

一

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

ｊ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

く

く

Ｉ

く

７

く

Ｉ

く

く

６

９

９

９

Ⅲ

６

１

６

９

４

４

４

３

１

４

７

４

４

Ｃ

ｃ

Ｃ

ｂ

別

Ｃ

ｂ

Ｃ

Ｃ

１

１

１

２

２

１

２

１

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

18

しまりがある。 1m以下の黒色砂粒

貝殻条痕による調整を施した後､ﾅ

ナデ調整による、水ひされたようなきめ細かな胎土で

をまばらに含む。切り出し型の口縁を丁寧に成形する

デ調繋をした浪跡がある。

拓影掲載遺物 I群a類 ２

１

×

×

り

り

爪

爪

く
く

７

１

６

７

ｄ

ｄ

２

２

０

０

ｌ

１

Ｒ

Ｒ

ﾜq
色』 21

』

RlO2d67(Ⅳ上)×1同一個体破片 I群a類

1

貝殻条痕を施した後、ﾅﾃ調盤を施した器面。内面の調整は不明だが､丁寧である｡平底底

部と考える。水ひされたようにキメ細かな胎土で､ しまりがある｡ 1m以下の黒色砂粒をま

ばらに含む。

拓影掲載遺物 I群a類 RlOlc5（Ⅲ上

RlO2b弱([Ⅱ下

、
ノ
四
・
Ⅱ
１

、、

邑乙

３

水ひきれたようなキメ細かな胎土でしまりがある｡ 1m以下の黒色砂粒をまばらに含む｡ 4

m前後の白色小石粒が混じる。

拓影掲載遺物 I群a額 １×

３

列
〃
×

Ｔ

ｊ

Ⅲ

Ⅳ

く

Ｉ

６

７

１

３

ａ

Ｃ

８

８

９

９

Ｒ

Ｒ

ワ配
一写

1

平底の底部である。底部は成形後、 自重で潰れたような形状｡内外面ナデ調整を施す｡胎土

は水ひされたようであり､粒径l皿以下の黒色砂粒が密である｡＠水ひきれたようなきめ細

かな胎土で胎土はしまり､ 1m以下の黒色砂粒をまばらに含む､ 4m前後の白色小石粒が混

じる。内面には煤が付着し､器の表面は2次被熱によってはぜたような剥落がある｡

拓影掲載遺物 ［群a類 Q99c l （1V上)×124

I群a類拓影掲載遺物 ２

３

×

×

ハ
ノ
ハ
ｆ

Ｒ

冊

唱

７

ｄ

ｄ

８

８

９

９

Ｒ

Ｒ

ワ尽
苧V

５

一個体分まとまって出ニヒした｡ LR縄を用い､施文方向を変えることで､縦方向の羽状に地

紋を施す。ロ縁部文様帯と､胴部文様帯は地紋を擦り消して､その上からr縄､ l縄の組紐

を用いて器面を装飾する。口縁部は不定の間隔を持って6単位、その間隙を斜行に抑圧して

埋める。斜行の抑圧は鋸歯状に施される｡右上り､右下りの連続であるが一箇所右上がりで

ある筈のケ所が､右下がりとなっている。 I 】唇部は同一原体の矢羽根を対向させた､押圧が

巡る。底面'''1際の胴下部についても帯状の文様帯が巡る。やや張り出し気味の底部形態で､

RLR縄の連続する縦抑圧が連続している｡底面はナデ調整であり､微妙な上げ底である｡

内面はﾅﾃ調整である。一部板ナデを‘i&わせる所もある｡粘土板を蛤積み風に積み上げた凹

凸が残る。胎土はやや粗く ､粒径5m前後の､小石､繊維が混じる｡

I群b1類復元個体 ３
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×
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Ｒ

図Ⅳ－5 4 ﾜﾊ
白玉 26
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同一個体 I群b1類 ３

６
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１
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Ｖ
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１
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１
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82

－1問体分まとまって出土した｡ RL, LR縄を用いた結束第1穂羽状縄文地紋である｡口縁

部文様帯もふくめ胴部にも地紋を、擦り消し､その上からRLR細線の横走によって器面を

装飾する。 1 1辱部は指頭による#||圧が巡る｡底面間際についても栫状の文様帯が巡る。やや

強ﾄ)出す底部形態であり、 RI"R繩の連続する縦抑圧が巡る｡底面はﾅﾃ調整であり ，微妙

な上げ底である｡内而はナデ調雅である｡粘土板を輪積み風に積み上げた凹凸は残る｡胎土

はやや粗く 、粒掻5m前後の､ ノl､石､ 白色の砂粒､繊維が混じる｡

R1()9a9（ III中)×l3

RlO9a5（ 111上2）×2

QlO99(Ⅲ）×2

Rl()9a6（Hl 1 I')×I

RlO9al2(Ⅲ中2）×5

QlO918( [11）×l

QlO933( 111 ）×4

QlO916(Ⅲ）×l

RlO9a l （ IlI -k)×2

Q1093(Ⅳ） ×l

Ql()919(Ⅲ）×l

QlO922(Ⅲ）×l

Ql{)96(Ⅲ『|' )×2

QlO97(Ⅲ)×l

Q1091()(Ⅲ)×2

Rl()9a7( IⅡ中）×1

拓影掲載通物 I群bl願図Ⅳ－5－5
旬』

&唖 a白』

58

I腓bl矧 ５
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拓影掲載遡物ワワ
とU b

1

卜佳15cm前後。 LR縄による地紋を持つ。胴部中央で羽状になるように交差させている｡縄

虻を施した後に､口唇部を成形する。内面は丁寧にナデ調整を施す｡

群bl額 QlOl21(黒色土藩ち込み)X20

RlOl38(m中)×1

拓影掲載通物図Ⅳ 5－6 1 25 J8

り1
~エ

半径12~13cmである｡胎土はやや密で､粒径1cm以下の砂粒が混じる｡ LR縄とRL縄を交

互に施し羽状とする。口唇部にも同様な羽状縄文を施す-．その後､ﾅﾃ調盤を施す。内面も

ナデ調整である。

RlO5cll(H1下)×10拓影掲載遺物 I群bl馴，q

10

同一個体破片 I群bl繭 RlO2a70(Ⅱ1下）×1

半径13～15cmの口縁部破片である｡胎土はやや密で､粒径1cm以下の砂粒が密である｡ LR

縄を縦方向に施文､羽状になるようにする｡口唇部においてもLR縄圧痕を連続して施す。

盤った口縁部は縄文施文後にナデ調墜。

30 拓影掲載遺物 | 1"b'" |鰡鮒鵬
4

ワワ
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5 包含層の遺物

掲較図

版番号

掲載

播号

掲載

番号

調査区名･遺物番号

(』覇位)×点数
掲載図番号 図化方法 分 類 総点数 備 考

拓影掲戯遺物 I群bl顎ql
J』 QlO3b41(Ⅳ_上)×l

QlO3b61(Ⅳ下)×9

QlO3b23(Ⅲ中)×3

QlO3b72(Ⅳ下)×】

半径13~l5cmc胎土はやや密､ まばらに小石が混じる。 LR地紋を施した後に口唇部を擦り

消して平坦面を調監｡内面はナデ調整。

1パ
ユq士

拓影掲載遺物剣ワ
凹些 I群b1類 QlO3b72(Ⅳ下)×11 半径l6cIn前後である｡胎土はやや密である。砂粒をまばらに含む。 LR地紋で、縦方向に羽

状になるように施す。口唇部にも同一原体で縄文を施す。縄文施文後にナデ調整。

半径13～15cmの胴部破片。胎土はやや密でLR縄を施してから擦り消して無紋帯とし、そこ

へRLR､ LRL縄線を交互に施す。内面は丁寧なﾅﾃ調整である。

11

拓影掲載避物33 I群b1類 １
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×
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Ⅳ

く
く
銘
ｌ
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ｌ

１
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Ｒ

13

拓影掲載遺物34 I群bl頚

２

１

蝿

×

×

×

リ

ゴ

１
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斗

１
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Ⅱ

Ｖ

Ｉ

Ｉ
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妬
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ａ

ａ

ａ

３

３

３

０
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０

１

１

１

Ｒ

Ｒ

Ｒ

半後20cm･胎土はやや密で､砂粒が混じる｡口牌部にはLRL縄圧痕を施した後に、鋭利な

篦による刺突を上から重ねる。その後ナデ洲慾による成形を行なう｡器面はLR地紋を施し

た後に口縁部文様Wfを擦り消し､そこへRLR細線を施す。

a

21

l{i影掲戦i世物 [群b1類b RlO3a2（Ⅳ）×6

h

拓影掲載遺物 I群b1類q貝
JJ Rl()3．2（Ⅳ)×3

RlO2d45(Ⅲ下)><3

R1O2d62(Ⅳ上）><2

20cm前後の半托である｡胎土はやや椿で､ RL, LR純を羽状に施す。羽状が対向するとこ

ろもある｡地紋を擦り消した後、 RL純､ LR繩を2条づつ、交互に施す。 '二I唇部にはLR

L繩線を施した後､ ナデ洲整を施す｡ Iﾉ1mは描方向のナデ捌盤である。
遇

図Ⅳ－5－7 拓影掲祓遺物ワ貝
与V 36 I群b噸 Qlo2c21 (Iv上)×8

QlO2c25(1V上)×2

半従l3--l5cmU胎土はやや密で､ まばらに小石が混じる｡ LR地紋を施した後､口唇部平坦

面は､その際に整えたと考える｡次に､ 1 1緑部文様腓を擦り消す。そ~の後、 RLR縄圧痕を

口縁部文様帯に連続して施した後､横圧痕を縦と交匝になるように.l単位で施す。その際R

LR縄端､環付縄の環部分を器面上部に辿統する様に残す。胴部についても、擦り消した後

に縄圧痕を施した文様帯を持つ。内而はﾅﾃ調盤である。

ａ

0

拓影掲載遡物 I群b1類 QlO2c37 （Ⅳ） ×6b

ｂ

拓影掲載遺物 I群b1類句千
J』
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〕

Ｑ

〉

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

半径10~12cmである｡胎土はやや密で、粒径lCnl以下の砂粒が混じる。 LR縄、 RL縄を交

互に施し羽状にする。口唇部には6条の縄線を施す｡縄線はRL縄とLR縄の2種類あり､

対向きせている。

ﾌ、

同一個体破片 I群b1類 １
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拓影掲載遺物26 38 I群b1類 R109a20(Ⅲ）×3

ｑ

施し､口唇部を整える。内面は丁寧なナデ調整である。

拓影掲載遺物旬q
い￥ I群b1歳 RlO9a20(Ⅲ）×3ａ

3 RLR繩とLRL縄を交互に施して横方向の;ll状に施す。内面は丁寧なナデ調整である。

拓影掲載遡物b I群b1類 ×

×

下

中

Ⅲ

Ⅲ

１

１

３

９

ａ

３

９

９

０

０

ｌ

１

Ｒ

Ｒ

1

拓影掲賊泄物10 I群b噸 QlO3c47(Ⅳ上)×5

』

1リ ・佃体破｝'， 腓bl朔 PlOla l （Ⅲ下)×2

拓影掲載遡物11 I群b1類 QlO2c21(Ⅳ)×3

QlO2c37(Ⅳ)><8

QlO2cl8(Ⅳ上)×4

QlO2clO(Ⅲ中)×2

QlO2c37(Ⅳ)x2

QlO2clO(Ⅲ中)×l

Q102clO(Ⅲ中)×3

Q102c37(Ⅳ)×l

Q102clO(Ⅲ中)×1
ワ員
臼哩

拓影掲載遺物42 I群b畷 QlO2c37(Ⅳ）×5

L＋Rの三本組紐圧痕を横方向に､さらにLRLの縦方向の環状圧痕を押圧する。その後

表面にナデ調監を施す。その際に薄いボタン状の粘土の貼り付けを行う。内面は削るような
5 1 ナデ調整であを

拓影掲載遺物43 I群b1類 QlO3b23(Ⅲ中)×3

３

拓影掲載遺物 I群b1類側 QlO3b23(Ⅲ中)×3

図IV 5－8 1 27 45 拓影掲戦遺物 I群b1類 RlⅨ)c34(Ⅲ中)×3

｡
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Ⅳポンシラリカl遺跡

調査区名･適物計･号

(層位)×点数

掲載図

版番号

掲載

番-号

掲載

番号
考掲載図番号 図化方法 瀬 総点数 術

微妙な張り出しを持つ底部破片である。底而はﾅﾃ調駐である｡ Iﾉ､]面は丁寧なナデ調整であ

る。器面はLR細文を施した後､底部きわをすり楠して､ RLR繩を縦方向に述統して施文

する。胎土はやや密で、粒佳1cm前後の砂粒が汎じる。

拓影掲載遺物 I群b1類 ２

２

×

×

中

下

Ⅱ
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く

０

５

４
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ａ

ｄ

ｌ

ｌ

Ｏ

Ｏ

ｌ

ｌ

Ｒ
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16

I

底半径7cm前後｡胎土はやや密で、砂粒をまばらに含む｡内面､外面はナデ調路｡ RL繩文

地紋を擦り消した後､底部きわを擦り消し､そこへLRL縄による圧痕を施す｡

拓影掲載遺物 I群b1類 QlOl21(黒色上落ち込み)x517

５

底部破片である｡ LR縄による地紋であり､施文後にナデ調整を施す｡その後､張り出した

底部形態に指頭圧痕を連続して押圧する｡底部は微妙な上げ底であり､小石が抜け落ちたよ

うな痕跡がある。

微妙に張り出す底部の破片である。磨耗が箸Lい･胎土はやや粗い｡砂粒が混じる｡底部際

を擦り消した後､環付縄の環形をした､縄端を連続して抑圧する｡底面の調繋はナデ調整で､

成形痕が残る。

r無節繩を全面に施した後､微隆起線を貼付する｡その後､ r無節縄を隆帯上に転がす｡内

面と口唇にはナデ調慾を施す。内面には煤がよく付着する｡器表面は2次被熱によってはぜ

たのか薄い剥落が目立つ｡胎土は密で､ややしまり､小石粒､砂粒が混じる｡

拓影掲載遺物 I群b1類 ３
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48

4

拓影掲載遺物 I鮮b1類 R103a2（Ⅳ）×249

2

拓影掲載遺物 I群b3類 ４
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１

Ｑ
Ｑ

5(）

6

r縄を施した後､ RL繩を施して､全体の文様構成の下準備とする。その後､微隆起線を貼

り付ける。その上からr縄、 さらには爪形を押す。内面は~ﾅ●デ調整を施す。口唇は断面が尖

るように整える。胎土は比較的密で、ややしまりがあり､小石粒､砂粒を含む｡

拓影掲載遺物 I群b3類 ｌ×
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51

3

LR縄を施した後､微隆起線を貼I)付ける｡内面はﾅﾃ調整を施す｡内面には煤が付着する｡

胎土はやや密で､ややしまりがあり､小石粒､砂粒を含む｡貼り付けにあたっては､縁をな

ぞったり、縄を施文し直したりする。

拓影掲載遺物 I群b3類 S98dl3(Ⅳ）×1貝？
V~

1

LR地紋をほどこした後､微隆起線を貼付する｡微隆起線は貼り付ける前にﾓﾁｰﾌをナデ

付け､微隆起線を貼付､その後に縁をなぞる｡微隆起線は曲線的なﾓﾁｰﾌを施す。内面は

ナデ調整である。内面には煤が付着する。胎土は比較的密で、ややしまりがあり､小石粒､

砂粒を含む。

I群b3類拓影掲載i世物 PlO2b4（Ⅲ）×l

PlO2bl （Ⅲ）×2

不明（ ）×1

53

1

r縄を施した後､ﾅﾃ調慈を施して､微隆起線を貼り付ける｡徹隆起線を施した後､ r縄を

ほどこしてより強く貼り付ける。

拓影掲載通物 I群b3類 ６
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胴部破片。網目状撚り糸文で､短軸絡条体第6類による施文である｡胎土はややもろく､繊

維が混じる。内面はナデ調整。

拓影掲載遺物 II群b類 ３
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55

胴部破片。網目状撚り糸文で、短軸絡条体第6頚による施文｡胎土はしまりがあり､繊維お

よび火ul灰粒が混じる。内面は丁寧なナデ調整｡

拓影掲載遺物 Ⅱ群b類 N9912(Ⅲ下)×1弱

底部破片。底面部は平たく､磨き調整である｡RLR縄による絡条体による地紋｡底部きわ

はナデ調整によって無紋にする｡内面はﾅﾃ調整｡胎土には識維と粒径2~3mのﾊﾐｽ粒

が混じる。器壁は厚い。

3個体まとめて出土した一括土器のうちの1点である｡胴部についてLR縄､ RL縄による

結束第1種羽状縄文を施す｡口縁部文様帯は擦り消してr縄線による縦圧痕を連続する。平

口縁であるが、突起様の波頂部を一箇所だけ持つ｡対になる箇所についても残存部からは波

頂部の存在は考えにくい。波頂部からは垂下するように把手様の貼り付けを持つ｡底部際は

ナデ調整によって無紋である。底部はやや張り出す｡底面はやや上げ底で､ ﾐｶｷ調整を施

す。内面は丁寧なﾐｶｷ調整である｡内面上部について煤がよく付着する｡胎土はやや密で

あり、粒径1m以下の白色小砂粒を含む。

3個体まとめて出土した一括土器のうち､ 1点である｡胴Iご半分部についてLR縄、 RL縄

による結束第1種羽状縄文を施す｡胴部上半について擦り消して､粘土紐を貼り付け､区画

文様を施す。文様の区画内には草本による半戯竹管を右側に押し引く様に連続刺突する。隆

帯上にはr縄による絡条体を回転施文する｡内面には丁寧にミガキ調整を施す｡内面の下部

には煤が付着し､ 上部は薄く剥離する｡底部きわはナデ消して､無紋にする｡底部は微妙に

張り出す｡底面は微妙な上げ底でよくﾐｶｷ調整を施す｡胎土はやや密で粒径1m以下の白
色小砂粒が目立つ。焼成は良好である。

3個体まとめて出土した一括土器のうち､ 1点である｡胴部についてLR縄､ RL縄による

結束第1種羽状縄文を施す。底部際はナデ調整によって無紋にする｡底部は微妙に窄まる形

態である。底面は上げ底で､上げ底部分にはよく煤が付着する｡内､外imともに磨滅が著し

い。内面は丁寧な調整である。内1mには煤がよく付着する。胎土はやや密であり、粒径1 1m

以下の白色小砂粒を含む。胴部破片のみであり、口縁部破片は見つからなかった。

Ⅱ群b類拓影掲載遺物 RlO2d79(Ⅳ）×18
戸崗

･／

18

Ⅲ群a類復元個体 Ll帥〔: （Ⅲ中）×2】図Ⅳ－5－9 弱28

ﾜ1
白』

復元個体 Ⅲ群a類 Ll卯(IⅡ中)×3

Ll仰c（IⅡ中)×42

L'㈹c（Ⅲ上)×1

59

46

復元個体 復元個体 Ll“c（Ⅲ中)×13駅）

13

拓影掲載遺物 Ⅲ群a類 LlⅨ〕c4（Ⅱl中)×4

LlⅨ)C l （Ⅱl中)×2

b30

b

復元個体 Ⅲ群a類 OlO3d l （Ⅲ下)×70図Ⅳ－5 10 ’ 28 鋤

3aで放射状に割れていた。割れた後河道にそって、破片が散らばっていた。河道はⅡ層灰
褐色土がﾗﾐﾅ状に堆積していることや､ﾛｰﾑまで掘り下げると覆流水が流れていた事も

踏まえると大雨のときなどは流路になっていたと考えられる。散らばった破片については、

割れた土器が流されたような状況である。土器は底部が窄まる形状で、やや膨らむ胴部を持
ち、 よく外反する口縁部を持つ。口縁部上端は屈曲するように立ち上がる｡平口縁だが､ 4

単位の突起のような波頂部を持つ｡胴部はLR縄､RL縄による結束第1樋羽状縄文である｡
縄文施文後波頂部から垂下するように把手をつける｡把手にはl縄による絡条体を回転施文

した後、円形の粘土紐貼I)付けを施す。口縁部の上端には波状に粘土紐を貼I)付ける｡粘土
紐にはl縄による絡条体を同転施文する。胴部下半部は二次被熱によって赤色に発色する｡
上部には煤が付着する。煤の境界線は直線的である｡内面､外面ともに磨耗が著しい｡胎土

はやや密である。少量の白色砂粒とI冒l立った趾の繊維とが混じる｡底面は微妙な上げ底であ

70

74



5 包含層の遺物

掲載図

版番･号

掲載

番号

掲戦

番号

調査区名･遺物番号．

(層位)×点数
掲載図番号 図化方法 分 類 総'1鰍 備 考

榎元個体 Ⅲ群a類
戸｡、

、畠

８３

別
×

×

７

１

下

下

Ⅲ

皿
砒

９

９

９

９

Ｎ

Ｎ

N99dⅢ層中位からまとまって出土した。肌倒木がからんでいた事と、 また旧河道の流路上

であり､動いていたため図化はしなかった。流路が埋まりきってからの遺物である。 よく膨

らむ胴部を持ち､胴部下半部は二次被熱によって赤色に発色する｡ RL縄､ LR縄による結

束第一種羽状縄文を器面に施す。 よく外反する口縁部を持つ。口縁部上端は屈曲するように

立ち上がる｡平口縁だが､ 4単位の突起のような波頂部を持つ。縄文施文後波頂部から垂下

するように把手をつける｡把手にはl縄による絡条体を回転施文した後､円形の粘土紐貼I)

付けを施す｡口縁部の上端には波状に粘土紐を貼り付ける｡粘土紐にはl縄による絡条体を

回転施文する。内面､外面ともに磨耗が著しい｡内面には丁寧な調濫が窺える。胎土はやや

密である少量の白色砂粒と目立った量の繊維とが混じる。銘

同一個体破片 Ⅲ群a類 N99(Ⅲ下)×l2

N99d（ⅡI下)×10

62

”

拓影掲戦ii物 Ⅲ群a類63 LlO11（Ⅲ）×］ 口緑部破片である｡口縁部断面はﾒLみをおびる｡RL縄文を地紋として施した後､ I~ I縁部か

ら口唇部にかけてナデ調整を施す｡ナデ洲盤を施した後にr縄による縦圧痕が連続する。胎

土はややしまり､繊維､粒径1mm以~ﾄの白色砂粒、海面骨針を含む。

よく外反する口縁部形態｡口縁端部の折り返した器面にはr縄による絡条体を回転施文す

る｡胎土はややしまりがなく繊維､粒径1m以下の白色砂粒を含む。 2破片の接合であるが

対になる補修孔が開いている。内面はﾐｶｷ調整。

鈍角で突起様な波頂部を持つ｡ RL縄地紋であI) ､口縁端部には粘土紐を貼i)付け、上から

ナデつける。その肥厚部と､波頂部には草本の茎による半裁竹管様の連続刺突が巡る。内面

は横方向によく磨く｡器壁は薄く 、胎土はややしまり､繊維､粒径1m以下の白色砂粒が混

じる。

卿

拓影掲載遺物64 Ⅲ群a類 M1(X)d l （Ⅲ上)×2

ﾌ

拓影掲載遺物 Ⅲ群a類65 N10113(Ⅳ）×1

1

拓影掲較遺物66 Ⅲ群a類 MlO35(、上)×1 外反する口縁部形態である｡RL純を施した後､ 口縁端部には肥厚帯を成形する。肥厚帯に

はLR縄による環状の連続刺突を持つ｡肥厚帯貼付後､肥厚帯下部にはLR縄を器而に羽状

に施す｡胎土には繊維および白色小石粒が混じる。

RL地紋である。口縁部から口唇にかけてナデ調整｡ 1 1唇部の屈曲部外面には粘土紐を波状

に貼ｲ;1.．粘土紐の上には1､縄、 l縄による絡条体を回転施文。内面は磨き調整。口縁部文棟

帯には縄を環状にしたものを連続して2列に押圧｡胎土はやや粗く､識維､粒径1m以下の
白色砂粒を含む。

波状口縁の波頂部付近｡地紋はLR縄文で､施文後､口縁部は断面三角形に整え､ r縄、 l

縄による絡条体を回転施文｡波頂部にはﾎﾀﾝ状貼り付け｡波頂部の器面は擦i〕消した後、

r ､ l縄線で波頂部を飾る｡胎土はややしまりがなく溌維､粒径l皿以下の白色砂粒が拠じ
る。

脆い胎土をした土器｡焼成は悪く 、胎土には繊維粒径l皿以下の白色砂粒を含む。器面に

はナデ調整を施し､その上に粘ﾆﾋ紐を貼付する。口唇部は屈曲するように立ち上がり隆帯を

貼付後､ l縄による絡条体を回転施文｡ 1 1縁の屈曲部には2段にわたって弧線の貼り付けが

なされ､ r縄による絡条体を回転施文｡ 2段の貼り付けの交差部分にはﾎﾀﾝ状の突起を貼

り付ける｡ さらに連続して胴部が膨らむ部分について粘土紐を平行させ、間を粘土紐のはり

つけで､波状に充填｡それらにはI･繩の絡条体をⅢ転施文する｡内面はナデ調濫である。胴

部には結束第1種の羽状縄文を施す｡ また､推定4単位の間隔でﾎﾀﾝ状突起がこの文様柵：

には貼付｡その上からは､ RL縄の縄端を環状にし､圧痕を押圧｡その文様帯の下にも隆帯

によって一定間隔の弧線文を施す。隆帯上にはr縄の絡条体を回転施文｡弧型の区画中は先

のRL縄の環状圧痕を一列横方|尚]に連統押圧する｡文様帯は一部擦り消しての無文地上に施

す｡地紋はRL､ LR縄を用いた結束第1種羽状縄文｡底部はすぼまる形状であり，底部際

についてはナデつけて誕紋にする。底面は平坦で、丁寧なナデ調整。

1

拓影掲赦遮物67 ⅡI群a類 MlO3bl （Ⅱl上)×3

３

図Ⅳ－5－11 3(〕 68 拓影掲載通物 m群a類 M1㈹。’ （Ⅲ上)×1

1

拓影掲載遺物69 Ⅲ群a類 MlO32(Ⅳ)×7

M1051(Ⅲ上)×l

MlO312(、下）×I

NlO35(IⅡ上)×l

MlO3b l （Ⅲ~上)×1

ａ

11

拓影掲載遺物b Ⅲ群a類 MIO3c l （Ⅲ中）×2

拓影掲載適物 Ⅲ群a類 NlO32(Ⅳ）×3

M1051(Ⅲ上)×1

~

拓影掲救遡物 [Ⅱ群a類5 MlO3b l （ⅡI上)×2

)

拓影掲載遺物 ⅡI群a類30 70 QlO2a（Ⅲ上)×7 結束第一種羽状縄文を器面に施す｡膨らむ胴部とよく外反する口縁部。縄文施文後、胴部の

ところどころと､ 口唇部をナデ調整で路える。内面は丁寧なﾐｶｷ調整である。口唇端部側

面には平坦面をとる｡胎土はややしまり､繊維､粒径1m以下の白色砂粒､海面骨針が混じる。

結束第一種羽状縄文が施された胴部である｡胎土はやや密であり､繊維､粒径1m以下の白

色砂粒と海面骨針を含む｡底面際で窄まる形状であり､その部位はナデ調整により無紋である。

結束第一種羽状縄文を器面に施す｡縄文施文後､所々ナデ調整を最終的に施す｡内面は｢寧

なﾐｶｷ調整｡胎士はややしまり､繊維､粒径1m以下の白色砂粒､海面骨針が混じる。

結束第一種羽状縄文を器面に施す｡繩文施文後､所々ナデ調整を最終的に施す。内面は丁寧

なﾐｶｷ調整｡胎土はややしまり､繊維､粒従l叩以下の白色砂粒、海面骨針が混じる。

底部破片である。磨耗が著しい｡2次被熱によるものかよく焼ける。底面は平坦でよく磨く。

内面には丁寧な磨き調整を施す｡地紋は結束第1種羽状縄文であり､底面の際はﾅﾃ調整に

より無紋である。胎土はややまばらで繊維を多く含む。

底部破片である。胎土はややしまりがなく繊維､粒径l皿以下の白色砂粒､小石粒が混じる。

内面はﾐｶｷ調整である｡地紋は残存部はRL縄文であり､底面の際はﾅﾃ調整により無紋

である｡底部はﾐｶｷ調整であり､沈線様の痕跡がある。

拓影掲載通物
写1
J」 Ⅲ群a類 OlOldl （ⅡI下)×5

5

拓影掲戟遺物ワウ
f凸 ⅡI群a類 OlO24（Ⅲ下)×2

拓影掲戦迪物 Ⅲ群a類ワQ
~Iリ ４×

脈

叩

下

町
Ⅲ

Ｉ

Ｉ

く

３

２

２

０

０

４

２

１

１

０

０

拓影掲載遺物74 U詳a類 OlO2dl （G）×9

9

拓影掲載遺物 ⅡI群a類7頁
~『、』 NlO38(ⅡI上)×l

NlO35(Ⅲ~上)×2

NlO3c l （風倒木)×3 b

ワ医
JJ



Ⅳポンシラリカl遺跡

表Ⅳ－7 包含層出土掲載再生土製品一覧

調査

区名

掲載

番号

遺物

番号

掲載図

番 号

掲載図

版番号
点数 考届 イーL・,白 ，且． 肺

貝殻条痕平底の破片からの転用口唇部から4mmほどの擦り
切りによる溝平口緑で､内面､外面ともに貝殻条痕円形の
穿孔器表面から貫通きせた後､裏面から調整のように開け直す

Ⅲ層下位RlO2b1 40 1

貝殻条痕平底の破片からの転用口唇部から8mmほどの擦り
切りによる溝平口縁で、内面、外面ともに貝殻条痕

東釧路Ⅲ式の転用側縁は擦りによって洲整いびつな| 'l形

穿孔時に割れたものを再調整か内而は板ナデのような調
整である

Ⅲ層下位RlOld qF7JI２ 1

Ⅲ層下位3 R97c 28 1

東釧路Ⅲ式側縁は擦りによって調整穿孔時に割れた痕跡
内面はナデ調整

Ⅲ層中位Q103b 244 1
IV-5-12 1 30

貝殻腹縁縦圧痕の連続内面はナデ調整きめ細かな胎土に

粒径lmm以下の黒色砂粒が目立つ縁辺は打ち欠き調整だ
が、凹部には擦り調整を確認

Ⅲ層N1005 1 1

打ち欠きによって調整組紐圧痕を持つ土器を転用内面に
は厚く煤が付着

東＃| |路Ⅲ式の転用 LR繩文による斜行縄文内面はナデ調
整で、煤が付着する打ち欠き調整によって|ﾘ形にする

Ⅲ層下位QllOb 8 16

Ⅲ層中位Q102c l] 1７

東釧路Ⅲ式の転用縦にRL縄を施した後、横にRLR縄に
よる縄線を施す胎土はしまりがあり、砂粒が目立つ内面
はナデ調整で煤が付着する

Ⅲ層下位QllOb ７ 18

表Ⅳ－8 包含層出土掲載石器一覧

重量

9

全長×幅×厚さ
C、

図版
番号
掲載
番号

備考
所
貝調査区(層位）分 類 石図番号

~
珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

硬質頁岩

黒曜石

硬質頁岩

硬質頁岩

黒熈石

硬質頁岩

石 錐

石 雛
亨
4二1 雛

石 雛

石 錐 片

石 錐

石 錐

石雛未製冊1

石 錐

石槍又はナイフ

R103b2･40(Ⅳ上）

Q103a･91(W)

M112･ 1 (N)

QlO8d7(Ⅲ中）

R102a35(Ⅲ下）

Q107･16(m)

N103･6(Ⅲ上）

S97dl3(Ⅲ中）

RlO3a4 ･55(Ⅳ下）

Q103cl5(Ⅲ中）

翠
一
肥
一
澱
肥
一
Ｗ
昭
一
“
｜
恥
一
四
一
肥

17.7×8．6×2.2

23.2×11.3×2.7

55.5×11.2×3.6

23.5×10.7×3.4

17.0×12.7×2.6

23.7×15.6×3.6

32.9×13.9×4.2

34.3×22．0×4.5

30.6×12.9×5.4

85.1×30.9×8.0

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
｜
皿

硬質頁岩に珪質分が

帯状に入り込む
Q102b77(m)石槍又はナイフ 106.×31.0×10.8 28. ］Ⅳ－5-13 1 3] 11

メノウ質とも言える

珪質頁岩
石槍又はナイフ 38.2N104･ 3(m) 92.8×34．9×17.012

珪質分の多い硬質頁岩

珪質頁岩

硬質頁岩

珪質分の多い硬質頁岩

珪質分の多い硬質頁岩

珪質分の多い硬質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

石 錐

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

つまみ付ナイフ

60.2×17.8×9.6

73.0×61．5×14.0

97.2×38．5×13.5

75．8×21.0×7.2

57.1×15.1×9.0

49.5×20.0×5.0

49.0×49．8×13.9

69.5×35.0×7.0

66.7×26．3×9．7

岬
一
郡
一
四
８
｜
“
｜
型
一
軒
一
鵬
一
四

Q103d80(W)

Q99c(W)

R103a42(Ⅲ下）

Q101･16(m)

Q102cl2(Ⅲ中）

PlOla2(Ⅲ下）

N99･13(Ⅲ下）

R98b6(Ⅲ中）

L100b2(Ⅲ上）

Ｂ
ｕ
｜
脂
一
陥
一
Ⅳ
｜
肥
一
四
一
鋤
一
皿

箆状
一〆叫I 『

ﾉ1=1渦if
硬質頁岩22.4スクレイパー RlO2a50(Ⅲ下） 57.3×35. 1×14.822
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5 包含層の遺物

図版
番号
掲載
番号

全長×'|唱×厚さ
、、

雲
高図番号 調査区(層位）分 類

斤斤

貝 備考石

両面調
整石器
と当初
は分類

R97cll (m中）スクレイパー 硬質頁岩23 55.3×30.8×10.5 16.5

R99c38(IV) 硬質頁岩スクレイパー24 42.2×29．2×12．5 16.9

珪質分の多い硬質頁岩スクレイパー RlOlb3(Ⅲ」ワ貝
全J 46.9×23.6×9．3 ヲ1

1．土

N118･ 1 (m)スクレイパー 珪質頁岩26 66.5×54.5×13.1 39.1

Q100dll(Ⅲ中）スクレイパー 硬質頁岩
n房

‘イ 69.0×33.0×23．0 29.1

Q101c3(Ⅳ下）Ⅳ－5-14 スクレイパー 珪質頁岩28 118.0×46×18 44.3

スクレイパー Q107･5(m) 珪質頁岩ワQ
~V 71.7×32．4×16.9 28.7

スクレイパー Q103dll(Ⅲ中） 硬質頁岩30 36.8×22‘O×4．7 3.5

スクレイパー R103a1 ･46(Ⅳ上） 硬質頁岩
『)4~〕

O色
Q1
JL 78.0×35.0×16.8 ワ1Q白ユロJ

スクレイパー 0100･16(N) 硬質頁岩
0､4可

O乙 94.0×35．2×13.6 53.1

R99bl2(IⅡ中）スクレイパー33 珪質頁岩44.0×76.()×15.2 47.7

Q99･30(m)スクレイパー34 珪質頁岩33.7×64.7×12.8 23.4

スクレイパー S98･6(Ⅲ下）q貝
JJ 珪質頁岩78.5×44.0×14．5 45

スクレイパー N100, 3(m)
の戸

00 珪質頁岩60.3×88.5×19.0 76.4

スクレイパー
n局

｡イ R102al7(Ⅲ中） 珪質頁岩46.3×36．4×14.2 19

Ⅳ－5 15 スクレイパー38 Q103c77(1V) 硬質頁岩53.1×44.6×13. 1 34

スクレイパーQQ
uv R103a2(W上） 珪質頁岩68.4×59．6×18．5 84.2

両面調整石器 R97b5(Ⅲ上）40 珪質頁岩85.4×123×38 370.4

核 R106d(Ⅲ下）Ⅳ 5-16 41 石 珪質頁岩193×109×107 2100

斧 N104･2(m)42 石 緑色泥岩95.0×45. ()×16．0 98.6
可旬

〕｡

Ⅳ 5-15 客
ノ下石43 N104･ 1 (m) 緑色泥岩95.0×47．0×16.5 117.5

石斧再成未成品 P105c9(Ⅳ上）44 片麻岩76.5×33.5×11.2
『ー『ーn

o0．乙

たた き石 N102･11(m)45 安山岩120.8×59.5×32.2 3022

き石ナマ ナラ
ノ､一 ／､一 M104･1(Ⅲ上）46 砂岩128.0×83.1×49.0 750

R102d29(Ⅲ上）17 り 石 安山岩177.0X116.0X43.0す 1250

たた き石 R105al5(Ⅲ下）18 105.0×75.0×32.0 凝灰岩3616

たた き 石34 49 N102． 6(m) 砂岩89. ()×58．5×19．5 1374

Ⅳ－5-17 たた き 石50 LIOOc2(Ⅲ上） 安山岩15.2×10.9×2.7 460

す り 石 R106cl4(Ⅲ下）51 凝灰岩7.4×19．8×4.3 910

R110cll(Ⅲ下）
一半

~9 り 石52 R102c59(Ⅲ下） 安山岩177.0x148.0x40.5 620

偏平打製石器
F一八

・｡ 0103．5(Ⅲ下） 安山岩98.()×131.0×26.5 4234

偏平打製石器 0103･22(Ⅲ中）54 安山岩86.0×131.5×26.5 398.6

偏平打製石器 M100･3(Ⅲ上）55 凝灰岩108.0X132.5X24.2 316.8

偏平打製石器 M101．3(Ⅲ中）
旬r一

jO 56 安山岩93.0×146.0×25.5 393.6

Ⅳ 5-18 偏平打製石器57 M102･13(Ⅲ上） 安山岩103.0X144.0X17. 1 316.4

偏平打製石器 0102･9(Ⅲ下) ,

O102･2(Ⅲ上）

58 100×174.0×22.5 安山岩463.8

北海道式石冠 P107cl (m上）59 安山岩96.5×134.5×51.0 785

北海道式石冠 L100･ 6(Ⅲ下）60 安山岩86.0×118.5×69.5 96.5

北海道式石冠 0103･13(Ⅲ上）61 安山岩121.0x142.5x68.0 1590

北海道式石冠 R108d2･12(Ⅲ上）62 凝灰岩11．5×9.8×9.3 790

Ⅳ－5-19 たた き 石 M102･7(Ⅲ上）63 安山岩130.0×76.0×61.5 6750

す り 石 M106･7(Ⅲ上）64 凝灰岩96.0×84.5×64．5 615

砥 L100･4(Ⅲ中）36
戸P

OD 石 安山岩12.05×9．0×1．74 275

砥 R102d(Ⅲ中）
戸戸

00 石 砂岩95.0×6().0×26．3 1090

有溝砥石67 M104･9(Ⅲ下） 凝灰岩58.0×52．3×77．7 36.3

房再

/／



Wポンシラリカl遺跡

図版
番号
掲載
番号

全長×幅×厚さ
、、

重量

ロ
ロ

図番号 分 類 調査区(層位）
斤斤

貝 備考百

Q97･ 1(表面採集）石 錘68 流紋岩52.5×64.0×14.2 63.9

石 錘 QlOOcl8(Ⅲ下） 流紋岩69 49.5×62.()×15．2 50.9

錘Ⅳ 5－20
=アー

仁I 流紋岩70 RlO2clO(Ⅲ上） 72. ()×85.()×25. (） 2034

錘石 安山岩
庁1

イ上 R105b4(Ⅲ上） 67.5×44. ()×20. ］ 71.2

錘 R106bl (Ⅲ上）石 安山岩72 72.()×89．0×20．7 1113

錘 安山岩
痔へ

／。 石 R106cl5(Ⅲ下） 73.()×75.0×20.5 1334

Q99･31(m)石 錘 安山岩74 120650.5×92．0×20．5

久子

諺泄 安山岩石
再『一

／0 0106･5(W) 51.0×67．8×15.8 54.3

錘 粘板岩N104･4(m)36
毎戸

／0 石 71.5×97.0×16.5 1376

錘石 流紋岩M106･11(Ⅲ下）
司局

イイ 56.0×90.5×12.5 59.4

錘 M105･4(Ⅲ上） 安山岩
一ｱー

イコⅣ－5－20 78 58.5×71.1×10.7 59.7

錘 凝灰岩
テー

仁1 M102･5(W)7Q
jJ 68.5×7().0×20．0 99.7

錘 安山岩M104･12(IⅡ中）石80 51.9×51.6×19.8 51.4

LlOOc5(Ⅲ中） 安l1l岩Ⅲ81 23.6×16.1×10.0石 4920

石 製 珪質頁岩
ロ
叩 N103c2(Ⅲ中）qワ

qノ~' 82 22.2×47．0×7．3 1．8

珪質頁岩石 製
ロ

ロロ N103c l (Ⅲ上） 8.383 23.0×56.0×8.6
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l 発掘区の設定

■ ■ ■

黒石 3遺 跡V

1 発掘区の設定

発掘区の設定は、北海道縦貫自動車道（七飯～長万部間）八雲北工事区測量図（縮尺1000分の1)

を使用し、工事区予定中央線上の中心杭STA. 838とSTA. 839を結んだ線を基準のMラインとし

た。Mラインから4m毎に西側をL、 K、 J…、東側をN、 O、 P…とした。また、 STA. 838を

通り、Mラインに直交する線を100ラインとした。さらにそれより4mごとに北側を101， 102， 103･･ ･

とした。発掘区はこの4m方眼を基準にし、その南西側の交点（図では左上）のアルファベットと数

字の組合せでグリッドの名称とした。また、調査の必要に応じて2m方眼に分割し、遺物の取上げを

行った。そこではグリッドの基準（南西角）から反時計回りにa、 b、 c、 dとした。

なお、 この方眼の平面直角座標は第Ⅲ系で以下のとおりである。

STA. 838 (調査区M-100) X=-181333.3108 Y=+3094.4334

STA. 839 (調査区M-125) X=-181234.5621 Y=+3078.6691

2 調査の方法

(1)発掘調査の方法

発掘調査に先行し重機により表土の除去、根株の抜根を行った。調査区の設定杭、 4m方眼の基準

杭の設定は業者に委託した。調査はグリッド単位に行い、 まず遺物の分布状況を把握するためにM-

102、M-104、 P-104，N-108、 P-109、 R-108･ 109を層位ごとに掘り下げた。その結果、各

グリッドとも剥片、土器片が散漫に出土し、礫が非常に多いことが判明した。そこで、調査区全域を

Ⅳ層まで層位ごとに手掘りで調査することにした。また、排土の関係から沢側から調査を行い、グリ

ッドごと層位ごとに順次100ライン側へ掘り進んでいくことにした。調査工程の関係上、 6月13日～

7月13日はポンシラリカl遺跡の調査を行い、黒岩3遺跡の調査を中断した。

100 1 10 120

100 101

T
102 1 1:)3 104 105 1〔)6 1[17 1{)8 K

~唯
~~1 0 4 8m
I ’ ' 1

1 甥、

、~’
’1 ”“ ”
一~し Ⅱ
~~／

~／ 。一一一一一一－－－－－－－－－
－－－－－－－
劃

8m

_」

I

、

ノ

～

輌誌e
STA,838
、

（－M ノ

N

0

P
102

Q

N－101

R

０
１

ｎ
４
ｉ

図V－1－1 発掘区設定図
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V黒岩3遺跡

調査再開後、調査区南側で住居跡が確認された。さらに南側の調査区外にも遺構が分布する可能性

があるため、 170㎡について調査区を拡張した◎結果、遺構の分布はみられなかったが、遺物は当初

の調査区と同様の密度で出土した。

遺物の取上げは、礫が非常に多いことから、土器や石器といった明らかに遺物とわかるものについ

ては2m方眼の小発掘区で取上げ、それ以外のものについてはグリッド単位で取上げ、選別した。ま

た、遺構の遺物については住居跡の場合、基本的に出土位置標高、層位を記録したが、遺構を覆う

自然堆積層のもの、 フレイク・チップ集中については一括して取り上げた。

(2)整理の方法

現地では、遺物取上げ後、水洗・注記し、大まかな分類をした後、遺物台1帳を作成した。遺物台帳

は下書き後、マイクロソフトエクセルに入力し、集計した。なお、注記は以下のようにした。

（包含層） （遺構）

クロ3－（グリッド） （層位） クロ3－ （遺構名）－ （遺物番号）

冬季の室内整理作業では、台帳の補正、遺物の接合作業、遺物の実測及び作図、集計、記録類の整

理を行った。土器については分類の見直しを行い、接合を行った。接合にあたっては同一固体の把握

に努めた。接合により器形の復元にいたるものがなかったため、破片資料の拓影図のみを掲載した。

掲載にあたっては、おおよそ文様構成や器形のわかるものを選別した。石器については分類の見直し

後、完形品を中心に器種や形態に隔たりのないよう代表的なものを選び出し実測した。また、掲載石

器については長さ、幅、厚さ、重量を計測した。また、剥片については石器も含め|司一母岩の識別に

努めながら接合作業を行った。接合資料の掲載は剥離過程がわかるものについて選び出し実測した。

収納については、報告書掲載のものは図版に対応するように1点づつ収納した。それ以外について

は遺構出土のものは遺構ごとに分類毎に収納し、包含層出土のものはアルファベットラインごとに層

位別に収納した。

3 基本層序

黒岩3遺跡の土層断面図を図V－3－2 ． 3に示した。調査区は北東一南西方向に緩やかに傾斜し

ており、 また緩やかな尾根を持つ。また、土層全体に頁岩・チャートの角礫が多く含まれた。角礫の

大きさは中礫・大礫が多いが、人頭大の礫も少なくない。

I層黒色士。いわゆる表土層。調査区の現況は植林による杉林と笹地

であるが､笹地はかつての畑地が放棄されたものといわれた｡層厚約8cm。

Ⅱ層黄褐色軽石。駒ケ岳起源のKo-dとみられる。噴出年代は1640

年とされる。層厚約6cm。

Ⅲa層褐色土。粘性、 しまりとも強く、細粒。特にS-106杭付近で

は漸移的ながらさらに灰褐色土と褐色土に分層できた。灰褐色土は均質

で､細粒であったため火山灰の可能性を考えて､顕微鏡観察を行ったが、

風成の地表物質の混合堆積物とみられた。層厚約15～20cm。

Ⅲb層暗黒褐色土｡粘性、しまりとも弱い。乾燥するとクラック入る。

顕微鏡観察を行った結果、本層の構成物はv層（ローム層） と|司じで、

風成の地表物質の混合層と見られた。層厚約15～20cm｡

Ⅳ層暗黄茶褐色土。粘性、 しまりとも強い。漸移層。層厚約20cm。

V層黄褐色士。粘性、 しまりとも強い。いわゆるローム層。層厚は約いわゆるローム層。層厚は約

｜ 表 土

| I ko－d

| Il a 褐灰色±

| l l b 黒色土

1V 漸移層

V ローム層

図V－3－1 基本層序
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4 遺構と遺構出土遺物

35cmある。これより下位はシルト層で、層厚は約3mある。ローム層、 シルト層には他の層に比べ多

くの礫が含まれた。多くは頁岩の角礫であるが、チャートの円礫も含む。シルト層の下位には青灰色

粘土層がみられた。

このうち明瞭ではないもののⅣ層から縄文時代早期、 Ⅲb層から縄文時代中期、 Ⅲa層から縄文時

代後期の遺物が出土した。

4 遺構と遺構出土遺物

概要

今回調査した範囲からは、住居跡2軒(H-1 ･ 2)、焼土2か所(F-1 ･ 2)、 フレイク・チッ

プ集中5か所(FC-1～5)の遺構が検出された。

時期については、住居跡は床面、覆土の遺物から縄文時代中期末葉の遺構と推定された。住居の遺

物の接合状況を見ると、H－l炉跡差し込み土器に接合するものが、 H－2覆土から出土しているこ

とから、H－2→H－1の新旧関係が想定できる｡焼土は検出層位から縄文時代の遺構とみられるが、

遺物が伴っておらず、詳細な時期は不明である。フレイク・チップ集中については土器が共伴したF

C－1については縄文時代後期前葉とみられるが、ほかは不明である。なお、 FC-3は剥片を主体

に、石器素材･Rフレイク ･Uフレイク・石核が集中的に出土したもので、埋納されたものと考えら

れた。

(1)住居跡

H-1 (図V－4-3 ･ 4、表V-1 ･ 3 ･ 6 ･ 7、図版43．44．47)

位置L-100･ 101，M-100･ 101

規模 (441)/(437)×(310)/(302)×28

平面形楕円形

確認M-100グリッドをⅣ層上面まで掘り下げた時点で、石囲炉が検出された。同グリッドは風

倒木が多く、平面から遺構の窪みを認識することができなかったが、Mラインをメインセクションに

表V-1 検出遺構一覧
７
０
ｎ
Ｕ
ｉ~1卯 192 '93 1P4

Ｆ
ワ
ｎ
Ｕ
Ｉ

~ 106
1

108
1

101
1

皿

N

0

表V-2 H－1出土遺物
点数一覧

図V－4－1 遺構配置図
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l 遺櫛と遺構出土遺物

H→1土層注記

1 ．暗赤褐色土（焼土）'。
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V黒岩3遺跡
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図V－4-4 H-1 (2)

設定していたため、土層断面で落ち込みを確認することができた。また、 L-100グリッドも風倒木

が多かったが、精査の結果、Ⅳ層上面で暗褐色土の落ち込みを確認し、 トレンチ調査により西側に明

瞭な立ち上がりが確認されたことから住居跡と認定した。

壁・床掘り込みはやや浅く、断面からⅢb層中に遺構構築面が存在したものとみられる。壁は部分

的な確認に終わったが、西側では急激に立ち上がる。東側では風倒木痕のため壁自体は確認できなか

ったが、地形は西側から東側に掛けて緩やかに傾斜しており、H－2同様ほとんど掘り込まれていな

かった可能性が高い。床は、北側で壁から炉跡にかけて緩やかに傾斜していた。南側床面のローム層

に礫が多く含まれることから、覆土4層で床を貼った可能性が有る。

炉跡住居跡の長軸に直行するように長方形の石囲炉が確認された。炉自体は床面より約6cm掘り

窪められており、それを取り囲むように偏平な礫が配されていた。北西角では5点の礫によりL字形

に配列されていたが､ほかでは配列が乱れており､住居廃絶後部分的に礫が抜き取られたようである。

また、東側には礫の傍らに3点の土器片を床に差し込んでいた。この3点は2個体分で、 1点はQ-

108風倒木痕出土土器と、 もう2点はH－2覆土出土土器と接合した。

覆土 5層に分層した。覆土上面中央のⅢb層直下にはl層とした焼土が認められた。また、 2層

にはl層と6層周辺で炭化物多く含む状況が見られた。なお、 4層とした暗黒褐色土は西側の床面を

覆っていた。

柱穴住居南西側に1基確認された。直径約50cm、床面からの深さ約40cnlと規模が大きい。土層堆

積状況は、 自然堆積で、下底に礫があった。ほかには確認することができなかった。
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4 遺構と遺構出土遺物
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V黒岩3遺跡
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図V－4-6 H-2出土遺物(2)

遺物覆土2層から剥片7点、覆土3層から剥片2点、床面から剥片1点、土器3点（炉の土器囲

い）出土した。また、住居埋没後のⅢb層からは土器6点、剥片27点が出土している。このうち図示

したのは土器4点。

l～3は、炉に差し込まれていたもので、Ⅲ群b類とみられる。 1はQ-108風倒木痕出土土器と、

2 ． 3はH－2覆土出土土器と接合した。なお、差し込んだ方向は、口縁側を上に向けたものであっ

た。 lは、口縁部～胴部上位にかけての資料で、口唇はやや角張り、折り返し口縁となっている。口

縁折り返し後、単節のRLとLRで交互に施文した羽状縄文にしている。 2 ･ 3は、単節RLで斜縄

文が施文される。胎士に砂粒が多いのが特徴。 4 ． 5は住居廃絶後の覆土（Ⅲb層）から出土したも

ので、共に単節LRによる斜縄文が施文される。

時期住居使用時の遺物として確実な炉跡差込土器から縄文時代中期末の遺構と考えられる。

H-2 (図V－4-5 ･ 6、表V－3 ． 6 ． 7、図版45･47)

位置N-101、 O-101

規模303/301×(303)/(300)×20

平面形円形

確認N-101グリッドをⅣ層上面まで掘り下げた時点で、 Ⅲb層の落ち込みとして確認した。

壁・床掘り込みはやや浅く、 Ⅲb層中に遺構構築面が存在したものとみられる。壁は西側ではやや

急に立ち上がり、北側と南側では、やや緩やかな立ち上がりを示したが、東側では不明瞭になり、立

ち上がりを確認することはできなかった。地形が西側から東側に掛けて緩やかに傾斜しており、 H－

l同様東側はほとんど掘り込まれなかったものとみられる。
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1 遺構と遺構出土遺物
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図V－4-7 F-1 ･ 2

炉跡方形の石囲炉が確認された。明瞭な焼土は認められず、炭化物の集中が石囲いの中央に見ら

れた。炉石は被熱していた。

覆土 2層に分層した。

柱穴確認できなかった。ただ、住居南西側に3個の立石により三角形状に配置された石組みがみ

られた。その下位に直径12cmの黒色土がみられたが根の可能性が強いものと判断した。あるいは組み

石により柱の根元をおさえたものかもしれない。

遺物覆土から土器22点、剥片514点、スクレイパー1点、両面調整石器3点、 Rフレイク3点、

叩き石2点、台石1点、石錘1点、礫1点が出土している。剥片は覆土の西側でフレイク・チップ集

中を形成していた。このうち図示したのは土器7点、スクレイパー1点、両面調整石器2点、叩き石

1点、石錘1点、台石1点。

1～12は、いずれも覆土出土の土器で、 Ⅲ群b類とみられる。 lは口縁部で、単節LRを縦に回転

させて斜縄文を施文している。口唇は角張る。 2～6は斜縄文を施文したもの。 7は無文帯上に貼付

帯を付し、その上に単節LRで斜縄文を施文したもの。

8は、縦長剥片の側縁に刃部を作出したスクレイパー。頁岩製。 9は頁岩製両面調整石器。恐らく

箆状石器の基部とみられる。 10は頁岩の偏平な角礫を素材にした両面調整石器。石器の未製品であろ

う。 1lは安山岩製の叩き石。偏平な礫の縁辺の一部に敲打痕が見られる。また、両面には自然に形成

されたとみられる窪みがあるが､ちょうど叩く際に指をかけやすい位置にある｡12は安山岩製の石錘。

偏平な礫の長軸両端に両面から打ち欠きを行っている。

13は組み石の一つで、凝灰岩製台石。部分的であるが両面にすり痕がみられ、一面の一側縁には剥離

が見られる。

時期遺物がいずれも住居廃絶後のものであるため、詳細な時期を明らかにすることはできない。

しかし、H－l使用時の遺物が覆土に含まれたことから縄文時代中期末以前と推定できる。
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V黒岩3遺跡

(2)焼 士

F-1 (図V－4－7、表V－4、図版46)

位置P-103

規模57×33×16

平面形楕円形

確認Ⅲb層掘り下げ中に、焼土を確認した。

遺物出土していない。

時期層位から縄文時代に形成されたものとみられる。

F-2 (図V－4－孔表V－4、図版46)

位置N-100

規模58×49×6

平面形不整円形

確認Ⅳ層上面精査中に、焼土を確認。

遺物出土していない。

時期層位から縄文時代早期に形成されたものとみられる。

(3) フレイク・チップ集中

FC-1 (図V－4－8、表V-5 ･ 6 ･ 7、図版46･48)

位置0-108･ 109

規模 172×130

確認 Ⅱ層除去後確認。

特徴Ⅲa層上面～下部にかけて遺物が集中的に検出された。

礫1点が出土。遺物土器13点、 Rフレイク1点、両面調整石器4点、石核1点、剥片154点、礫1点が出土。こ

のうち、土器2点、両面調整石器4点、石核1点を図示した。

1 ･ 2は、単節RLによる斜縄文が施文された土器で、同一個体の可能性が有る。Ⅳ群a1類とみ

られる。 lは折り返し口縁を持つもので、縄文の施文は口縁折り返し後、折り返し部を含め施文して

いる。口唇部はやや角張る。

3～6は頁岩製両面調整石器。このうち3～5は石槍又はナイフの未製品とみられる。 6は、箆状

石器の未製品とみられる。7は､頁岩製石核｡平坦な自然面を打面に2点以上の剥片の剥離している。

図示した以外の石器は、 4種以上の母岩からなるとみられる。

時期土器から縄文時代後期前半の遺構と考えられる。

FC-2 (図V－4－8、表V-5 ･ 6 ･ 7、図版46．48)

位置N-107

規模130×100

確認表土除去後確認◎

特徴Ⅲb層中に遺物が集中的に検出された。西側は風倒木痕に撹乱される。南側に大型剥片が、

北側に小型剥片が特に集中していた。

遣物土器1点、石核2点、剥片135点が出土。このうち、土器1点、石核1点を図示した。
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4 遺構と遺構出土遺物

1は単節LRを縦に施文し、やや縦の縄文を施す土器。胎土に繊維が含まれ、 Ⅲ群a類とみられる。

2は頁岩製石核。図示した以外の石器は6種以上の母岩からなるとみられる。

時期土器からは縄文時代中期前半とも考えられるが、数が少なく詳細は不明。

FC-3 (図V－4－9、表V-5 ･ 7、図版46･48)

位置P-106

規模30×22

確認Ⅲa層掘り下げ中に確認した。

特徴Ⅲa層中に遺物が集中的に検出された。掘り込みは確認されなかったが、出土状況から埋納

（デポ） したものと考えられる。

遺物Rフレイク9点、 Uフレイク1点、石器素材6点、石核1点、剥片44点出土。剥片のうち1

Cm以下の砕片はみられなかった。また、全て良質な珪質頁岩製で、全て二つの母岩に分類される。こ

こでは、石器素材6点と接合資料1点を図示した。石器素材は同一母岩と見られ、縦長剥片素材とみ

られる1 ． 2、横長剥片素材とみられる3～6がある。すべてに両面調整が見られるが、形態を整え

る程度のもので、刃部は形成されていない。部分的に両極打法によって剥離したとみられる面が見ら

れる。石器素材と同一母岩のものはほかに剥片3点がみられるだけで、素材として持ち込まれた可能

性が高い。 7は石核1点、 Rフレイク7点を含む18点が接合したもの。円礫を粗く調整して、相対す

る二面を作業面にする。打面は固定せず、求心状に剥離する。剥片は石器素材の大きさにおおむね似

る。また、得られた剥片を石核にし、 さらに剥離するものや、折って大きさを調整するものもある。

接合資料と同一母岩のものはほかに34点あり、総重量8489。接合資料だけでの重量は2559。これら

は他の地点で剥離されたものを一括して埋納したものとみられる。

時期時期を示す遺物がなく詳細は不明。層位から縄文時代後期の遺構とみられる。

FC-4 (図V－4－9、表V-5)

位置P-103

規模108×52

確認Ⅲa層除去後確認。

特徴Ⅲb層上面～下部にかけて遺物が集中的に検出された。大きな剥片が多い。南北にそれぞれ

特に集中する地点がみられた。

遺物剥片51点、礫1点出土。図示した遺物はない。剥片は3種の母岩からなる。

時期時期を示す遺物がなく詳細は不明。層位から縄文時代後期の遺構とみられる。

FC-5 (図V－4-10、表V-5 ･ 7、図版46･48)

位置N-103

規模 154×66

確認表土除去後確認。

特徴Ⅲa層上面～下部にかけて遺物が集中的に検出された。

遺物石槍又はナイフ1点、 Rフレイク1点、磨製石斧1点、石核1点、剥片267点、礫1点出土。

このうち、石槍又はナイフ1点、石核1点、磨製石斧1点を図示した。

lは頁岩製石槍又はナイフで、ポイントブレーク1点が接合した。横長剥片の腹面の側縁を調整し
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打面を形成した後、背面側を調整している。接合したポイントブレークは背面の調整の際に反対の側

縁まで大きく剥離してしまったもの。接合したポイントブレーク剥離後、本体は折損している。 2は

頁岩製石核。 3は緑色泥岩製磨製石斧。刃部は円刃で、左側に磨耗と剥離が見られる。

図示した以外の石器は3種以上の母岩からなる。

時期時期を示す遺物がなく詳細は不明。層位から縄文時代後期の遺構とみられる。

5 包含層の遺物

概要

包含層からの遺物は土器・石器合わせて5328点出土した。層位別にみるとI層18点、 Ⅲ層687点、

Ⅲa層2548点、 Ⅲb層1454点、Ⅳ層194点、撹乱ほか391点出土した。

(1)土器・土製品

土器は、縄文時代早期、中期～後期前半のものがあるが、ほとんどが破片資料で、摩滅が激しい。

早期は平底の条痕文土器、東釧路Ⅲ式、中茶路式がみられる。中期～後期前半では円筒上層式、 ノダ

ップⅡ式、余市式、大津式などがある。

縄文時代早期の土器

I群a類（図V－1 ． 2－1～14、図版49）

地文に貝殻条痕文、貝殻押引き文がみられるものを一括した。総数255点出土し、 14 (破片数63)

点図示した。胎土には輝石が多い特徴が見られる。層位別ではⅣ層からの出土点数が最も多く、次い

でⅢb層が続く。分布は調査区南側に偏る。
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5 包含層の遺物

1 ･ 2は同一個体で、口縁部を横走する幅の狭い貝殻条痕で区画し、内部を縦走する貝殻条痕で縞

状にする。口唇には斜位に貝殻腹縁を刺突する。胴部は貝殼押引き文を施文する。 4 ． 5は同一個体

で、口唇に貝殻腹縁の刺突がなされる。 7 ． 8は同一個体で、横位の貝殻条痕文の地文に縦位と斜位

の幅の狭い貝殻条痕文で菱形モチーフを描く。9は貝殼押引き文で曲線を描<｡11 ･ 12は同一個体で、

尖底とみられる。表面には横位の貝殻条痕文を施し、内面も貝殻条痕で調整する。 13･ 14は平底の底

部。 13は表面を横位の貝殻条痕文を施文し、内面は貝殻条痕文で調整する。 14は表面と底部を貝殼押

引き文で施文。礫（長さ約70cm、幅約40cm)の傍らの窪みから出土したもので、出土状況を図V－2

左及び図版46に示した。

I群b類（図V－3－15～24、図版49）

総数78点出土し、 10(破片数24)点図示した。層位別では風倒木痕からの出土がほとんどであるが、

ほかにⅢb層からの出土が目立つ。分布はN-106周辺に集中する。

15 ･ 16が同一個体で、 LR･RLの結束羽状縄文の上位に短縄文を施文する。胎土に石英が多いの

が特徴。 17･ 18は、 LR･RLの結束羽状縄文施文後、貼付帯を施す位置をヨコナデで調整し、貼付

帯をあとづけている。貼付帯上には縦に縄圧痕を加える。 19～24は同一個体で、口縁部は斜走する微

隆起線文、その下位には横走する微隆起線文を施し、その間に絡条帯圧痕文を施文する。口唇部には

単節LRの斜縄文を施文する。胴部は単節LR施文後、横位に微隆起線文を施す。胎土には海綿骨針

を含む。 15． 16がb－1類、 17･ 18がb－2類、 19～24はb－3類にあたる。

縄文時代中期の土器

Ⅲ群a類（図V－3－25～35、図版49．50）

総数72点出土し、 11 (破片数35)点図示した。層位別ではⅢb層と風倒木痕からの出土が多く、次

いでⅢa層が続く。分布は沢側の突出部付近と調査区南西側に主に分布する。

25．26は貼付帯が見られるもの。25は波状口縁をもつもの。口縁突起部は粘土紐を渦巻状に積み上

げ、孔ができるようにしている。文様はLR･RLの結束羽状縄文施文後、貼付帯を網状に施す。口

唇部にはらせん状に貼付帯を施す。27．28は口唇部に刻みが施されるもの。29．30は同一個体で、地

文に単節LRの斜縄文施文後、横位に沈線を施す。口唇部には縄圧痕が施される。31は胴部破片で、

LR･RLの結束羽状縄文を施文する。また、内面が丁寧に磨かれている。32は波状口縁をもつもの

で、地文に撚糸文を施文する。口縁直下には横位に絡条帯圧痕が施される。34は波状口縁をもつもの

で、附加条の単節LRの綾繰り斜縄文を施文する。口唇部は溝線文が施され、突起部は右巻きの渦巻

文にする。25．26はサイベ沢Ⅶ式に比定されるものと考えられる。32．34は33．35も含め、見晴町式

に平行するものとみなした。

Ⅲ群b類（図V－3－36～39、図版50）

総数39点出土し、 4 （破片数1l)点図示した。層位別ではⅢb層と風倒木痕からの出土が多く、次

いでⅢa層が続く。分布は沢側の突出部付近とN-103周辺に主に分布する。

36．37はやや厚手の胴部破片で、単節LR、単節RLを交互に施文することで羽状縄文にし、その

後、 RLとLR縄文の境界に刺突を加えたもの。37では粗雑な貼付帯により横位に区画し、その後、

貼付帯上も含め羽状縄文を施文する。さらに、貼付帯上に刺突を加え、貼付帯間を縦の刺突で区画し

ている。38．39は口唇が角張ったやや薄手の口縁部で、単節LR施文後、口縁に刺突を加える。胎土
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5 包含層の辿物
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には砂礫を含む。前者がノダップⅡ式、後者が煉瓦台式に比定されるものと考えられる~

縄文時代後期の土器

Ⅳ群a 1類（図V－4-40～50、図版50)

総数308点出土し、 11 (破片数24)点図示した。層位別ではⅢa層からの出土が多く、次いでⅢb

層が続く。分布は調査区全域に及び、特に偏りはみられない。

41 ･42･44･45は折り返し口縁のもの。41は口縁折り返し後、単節LRと単節RLを羽状に施文す

る。42は口縁部に二条の貼付帯を付し、その間を無文帯とするもので、胴部に単節RLを縦位に施文

後、貼付帯上に単節RLを斜位に施文。口唇にも単節RLを施文する。46･47･48は口縁部に線縄文

が施されるもの。46は口縁部に二条の線縄文を付し、無文帯により口縁部と区画された胴部には単節

LRを施文する。補修用の穿孔が一対みられる。47は口縁部貼付帯上に無節Rを施文し、線縄文を施

したもの。貼付帯下位には線縄文によって区画された無文帯があり、その下位には無節Rの斜縄文が

施文される。また、口唇にも斜縄文施す。48は単節LR施文後、口縁部に二条の線縄文を加える。46

～48は涌元式に伴うものと考えられる。

Ⅳ群a2類（図V－4-51～64、図版50)

総数206点出土し、 14 (破片数41)点図示した。層位別ではほとんどがⅢa層から出土。分布は、

N-108、 L 106、N-100、 P-102、 Q-104グリッドを中心に大き<5か所に集中が分かれる。

51 ．52は同一個体で、波状口縁のもの。波頂部には刻みを入れる。胴部上半を浅い沈線で区画し、

二段にくずれた巴文を沈線で描く。胎士には海綿骨針を含む。53は小波状口縁の小突起両面に弧状線

文が施されるもの。 54は平縁の内面に弧状線文が施され、外面下位には横位の沈線が見られる。 55は

口縁の無文帯下に二条の横位沈線とその間に単節LRを横位に施文したもの。口唇と内面も単節LR

で施文。57は口縁部を横位の沈線で区画し、沈線により鋸歯状文を施文したもの。 56 ． 61 ． 63は鍵状
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5 包含層の遺物

5－4 包含層出土の土器(4)及び土製品図V
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V黒岩3遺跡

文が施されたもの。 56は口縁部が無文で、その下位はくぴれ頚部をなすもの。胴部上半の張り出し部

には地文に横位の単節LRを施し、二条の横位の沈線で区画した中に二段の鍵状文を施文する。61は

地文に単節RLを横位に施文し、二条の沈線で区画し後、 3段の鍵状文を充填する。区画外は擦り消

している。63は地文に横位の単節LRを施文し、鍵状文、 クランク状文？が描かれるもの。 58･59･

60．62は縦位の短鋸歯状文が施されたもの。58は口縁部破片で、沈線で区画した中に単節RLを施文

し、縦位短鋸歯状文を施す。 59･60は|司一個体で、口縁部は無文。その下位はくびれ、頚部をなす。

胴部上半の張り出し部には地文に単節LRを施し、上部に二条の横位沈線、下部に縦位短鋸歯状文、

渦文、 カニのハサミ状文を施文。62は上部に沈線で区画された中に単節LRを施文後、縦位短鋸歯状

文が充填し、下部は縄文擦り消し後、沈線で曲線が描いたもの。

土製品

65はⅣ群a2類の土器片を磨き三角形に整えたもの。文様は地文に単節RLを施文し、鍵状文を描

いたもの。

(2)石 器

石器は、遺跡の立地する段丘堆積物に質の悪い頁岩の角礫が多く含まれることから礫が非常に多か

った。また、それらを荒く剥離した剥片も多数見られた。剥片石器の石質はほとんど頁岩であるが、

これら現地の頁岩が用いられることは少なく、 より良質の頁岩を素材にしている。

剥片の分布傾向を見ると、住居跡が確認された周辺のL～N-100～103、沢側に突出した部分にあ

たるN～P-107～109に集中する状況がある。また、層位別ではⅢa層からの出土が最も多く、次い

でⅢb層が多い。

石器の出土量を見ると、石錘、 Rフレイク、すり石が多く、石鍼、磨製石斧、石槍、スクレイパー、

箆状石器が続くが10点前後である。つまみ付きナイフ、台石、砥石、石錐、ナイフ、石Ⅱ、模形石器

などは少ない｡石器では特に石錘､断面三角形のすり石といった早期の特徴を持つ石器が多い。また、

両面調整石器は石槍素材と見られるものが多く、 また剥片接合資料にも石槍製作を目的としたものが

散見される。

石雛（図V－5－1～Ⅷ、図版51）

総数11点出土し、 8点図示した。 lが安山岩製で、 2 ･ 3 ･ 4が黒曜石製。ほかは全て頁岩製。黒

曜石製の石器はほかにはなく、剥片も黒曜石製は410点のうち22点と5％を占めるに過ぎない。分布

は、主に調査区南西側と、沢側に突出する部分に分布する。出土層位はⅢa層に多く、 Ⅲb層、Ⅳ層

と数を減じる。Ⅲa出土の7については形態から後期の所産とみられる。

1 ･ 2は茎部と刃部の境界が不明瞭なもの。3～5は有茎であるが､かえしの一方が不明瞭なもの。

6～8は有茎石錐。素材は縦長剥片を用いるもの（3 ． 5）、横長剥片を用いるもの(1 ･ 6 ･ 8)

がある。調整は両面調整するもの（2 ． 4 ． 7）、縁辺だけを両面調整するもの(1 ･ 3 ･ 5 ． 6)、

片面を全面調整し、両面調整は縁辺に限られるもの（8）がある。なお、 8は長さ、幅とも石槍と分

類するべきものだが、厚さから石鍼に分類した。

石槍・ナイフ （図V－5－9～14、図版51）

総数6点出土し、全て図示した。いずれも頁岩製。分布は主に沢側に突出部分に分布する。出土層

100



5 包含層の遺物
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位には偏りはみられない。

9～11が石槍、 12～14がナイフとみられる。石槍としたものはいずれも尖った先端部をもち、全て

の縁辺に細部調整を施している。 9は縦長剥片を素材としたようで、基部に打面を残す。ナイフとし

たものはいずれも横長剥片の両面を荒く調整したもので、部分的に片面の細部調整を行い刃部として

いる。

つまみ付きナイフ （図V－6－15～19、図版51）

総数7点出土し、 5点図示した。いずれも頁岩製。分布は主に沢側の突出部分と調査区西側に分布

する。出土層位には偏りはみられない。

15･ 16は縦長剥片の背面を調整し、右側縁に刃部を持つ。腹面側右の側面には細部調整が見られ、

背面調整の打面にしている。なお、 15の腹面左の側縁には磨耗痕が見られる。両者は早期の所産と見

られ、いずれもⅢb層から出土している。 17･ 18は粗雑な作りで、つまみ部が不明瞭なもの。 19はつ

まみ部を欠損している。

箆状石器（図V－6－20～25、図版51）

総数9点出土し、 6点図示した。いずれも頁岩製。分布は主に調査区南側に分布する。出土層位は

1点がⅣ層出土で、ほかはⅢa層、 Ⅲb層出土。

23～25は横長剥片素材で、刃部に素材の鋭角な縁辺を当て、二次調整を施さない。いわゆるトラン

シェ様石器｡早期の所産と見られるが､出土層位にはばらつきが見られる。ほかは両面を荒く調整し、

一端に刃部を作出する。

スクレイパー（図V－7－26～30、図版52）

総数19点出土し、 5点図示した。いずれも頁岩製。分布は調査区西側を除き広く分布する。出土層

位はⅢa層が多い。

26 ．27は直線的な刃部を持つもの。両者は同一母岩。27は背面に自然面残す刃部と反対の側縁には

刃潰しとみられる細部調整がなされる。28は縦長剥片を片面調整し、端部を刃部にしたもので、いわ

ゆるエンドスクレイパー。刃部の調整は荒い。29は縦長剥片の片面を調整し、端部両側縁を刃部にし

たもの。特に左側縁には急斜度剥離により刃部としている。30は右側縁にやや急斜度の凹刃を作るノ

ッチドスクレイパー。

石錐（図V－7－31、図版52）

総数1点の出土。頁岩製。Ⅲ層出土。31は縦長剥片の端部側両面を細部調整し、尖った先端を作り

出している。先端は折れ欠損。

櫻形石器（図V－7－32、図版52）

総数1点の出土。頁岩製。Ⅲa層出土。断面が紡錘形になるように両側面を調整している。使用に

あたっては長軸方向に打撃を加えている。

両面調整石器（図V-7 ･ 8-33～36、図版52)

総数8点出土し、4点図示した。いずれも頁岩製｡分布は沢側の突出部分と調査区南側に分布する。

102



5 包含層の遺物

泓云、

、~『
一

15 ＝，7
面～

と〕 ’8~＝一16

1 1

e" ／~弓＞19

23

22

蕊
24

25

O bcm

二

図V-5-6 包含層出土の石器(2)

103



V黒岩3遺跡

~

26

27

~

29

’

鍵礁
．
●

31 32

~~~

熱
~~~
、

、

33

34

0 5cm
35

図V-5-7 包含層出土の石器(3)

104



5 包含層の遺物

－37

~
~

どこラヨ8
36

ご“
39

面

ルi；
｝¥

ﾉ 1

42

くこﾗｰﾓﾆ> 4'

O 5an
1 1 【 I

43

図V－5－8 包含層出土の石器(4)

105



V黒岩3遺跡

出土層位はⅢa層が多い。

35は縦長剥片の両面を荒く調整したもの。形態から箆状石器の素材の可能性が考えられる。33は横

長剥片の両面を荒く調整したもの。石槍未製品と考えられる。34は横長剥片の両面を荒く調整したも

の｡36は偏平な礫を両面から荒く調整したものが折れ欠損し､一方を折れ面からさらに調整したもの。

Rフレイク．Uフレイク （図V－8－37～41、図版52）

総数27点出土し、 5点図示した。 1点が安山岩製で、ほかは全て頁岩製。分布は主に沢側の突出部

分に分布する。出土層位には偏りはみられない。

37は縦長剥片の両側縁に細部調整を入れたもの。38は縦長剥片の背面と、腹面の下半部を荒く調整

したもの。背面側左側縁上部には細部調整がなされる。39は縦長剥片の背面を中心に荒く調整したも

の。40は縦長剥片の右側縁下半部両面を荒く調整したもの。41は横長剥片の打点側の腹面側を細部調

整した後、そこを打面に背面側を荒く調整したもの。端部には微細剥離が見られる。

石核（図V-8 ･ 9-42～45、図版52)

総数103点出土し、 4点図示した。 2点がメノウ製のほかは全て頁岩製。分布は調査区全域に広く

分布する。出土層位はⅢa層が多い。

42は打面を頻繁に変えながら剥片を剥離したもの。44は原石面を打面に数枚の剥片を剥離した後、

作業面は変えず打面を180度変え、数枚剥片を剥離している。後、 さらに打面と作業面を入替え3枚

以上の剥片を剥離している。43．45は大型剥片の背面（原石面） を打面に、主剥離面側を周縁から剥

離したもの。

磨製石斧（図V－9－46～51、図版53）

総数10点出土し、 6点図示した。石材は緑色泥岩、片岩、蛇紋岩を用いる。分布・出土層位とも大

きな偏りは見られない。

46．47はのみ形で、 46は基部が欠損。表面と側面、刃部を磨き調整により形態を整える。裏面は刃

部を除き節理面を残す。刃部は弧状で、片凸刃。47は刃部欠損。全面を磨き調整する。48は全面を磨

き調整により、形態を整える。刃部は両刃で弧状。49は両凸刃の刃部片。全面に丁寧な磨き調整がな

される。刃部は偏刃。50は全面を叩き調整後、刃部を中心に磨き調整により、形態を整える。刃部は

両刃で弧状◎51は礫を素材にし、刃部と基部を剥離により調整した後、全面を磨き調整している。磨

き調整は粗く凹凸が残る。刃部は片刃状で、使用による潰れが残る。

たたき石（図V-10-52～54、図版54)

総数17点出土し、 3点図示した。安山岩製が多い。分布は主に調査区東側に分布する。出土層位は

とくに偏りはみられない。

52は棒状の礫側縁の一端に敲打痕が残るもの。53は拳大の円礫の側縁に敲打痕が残り、一部は敲打

により大きく剥離している。54は棒状礫の両面に敲打痕が残る。

すり石（図V-10-55～61、図版54)

総数24点出土し、 7点図示した。安山岩製が多い。分布は、沢側の突出部分と住居跡周辺に主に分

布する。出土層位は特に偏りは見られない。
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図V-5-10包含層出土の石器(6)

55～57は断面が隅丸三角形の礫の稜をするもので、早期の所産とみられる。55は稜の一つが集中的

に使用され、使用面から両端を打ち欠き調整している。また、平面も使用している。 56は使用面から

両端及び一側縁を打ち欠き調整している。57は側面には窪みが見られ、 くぼみ石としても機能したも

のとみられる。58は円礫を利用し、周縁を打ち欠いて作られている。使用面とみられる部分は自然面

の凹凸が残り未製品とみられる。59は棒状の礫の一側縁が使用されている。反対の側縁には敲打痕が

残る。60は円礫を利用し、周縁を敲打により作られている。使用面とみられる部分は敲打の凹凸が残
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図V-5-11 包含層出土の石器(7)

り未製品とみられる。61は円礫の一部を使用したもの。

砥石（図V-10-62、図版54)

総数2点出土し、 1点図示した。砂岩製。位置はH－2に近い。

面を使用するが、内一面が顕著に凹んでいる。

層位は共にⅢa層｡62は長軸の4

石皿・台石（図V-10-63、図版54)

総数6点出士し、 1点を図示した。分布・層位とも特に偏りは見られない。63は偏平な円礫の一面

を使用したもので、 10×5cmの範囲が窪む。

石錘（図V-11-64～73、図版54)

総数78点出土し、 10点図示した。片岩1点、頁岩2点、砂岩1点以外は全て安山岩製。分布は調査

区南側に偏る。出土層位はⅢb層に多い。

109



V黒岩3遺跡

64～72はN-101グリッド出土の9点で、出土状況を図V-11左上、図版46に示した。このように

まとまって出土したのはこれら以外になく、他の石錘は単独で出土した。いずれも偏平な円礫の長軸

両端を打ち欠いて挟りを作るもので、早期の所産とみられる。64は片面のみ打ち欠く。67は両側縁を

叩いて調整している。71は一側縁にも打ち欠きがなされている。73は円礫に穿孔したもの。穿孔は両

面からなされる。

接合資料（図V-12-74、図版53)

接合資料は主に剥片2点が同じグリッドないし隣接するグリッド間で接合するものがほとんどであ

った。 しかし、時間的制約もあり点数までは把握していない。石核や狭義の石器に接合するものは少

なく、 ここでは最も良い接合状態を示した1点を図示するにとどめた。74は36の両面調整石器にRフ

レイク1点、剥片14点が接合したもの。偏平な頁岩の円礫を素材に、両面を粗く調整したところで半

分に折損している。折損後36については再度調整するが、 もう一方は放棄されている。剥離・調整は

調査区南西角で行われたようであるが、 36及びRフレイクは調査区中央東側で出土している。
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Ｍ

Ｎ

○

Ｍ

Ｎ

○

1 122

’
1 21

1

1 2 1 3

2

1

0 4 8m

石皿･台石
100 101 102 103 104 105 106 107 108

石錘
100 101 102 103 104 105 106 107 108

〔叩〕

一

一

一

一

も

、

夕 6

1 口
3 13 5 Ｍ

Ｎ

○

Ｍ

Ｎ

○

213 2 1
~

316 3

~斗P
Q－

n1 2

4

’

2

~
~
~
~
~
~
~

~~~

１

５

３

~
1

5

3
1

124

｜
’

Ｐ

Ｑ

Ｒ

14

4

111
ｎｒＱ

）

－

１

月
や
Ｉ
ｉ

ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｉ

0 4 8m

筐旨

図V－5－15包含層出土遺物の分布(3)
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5 包含層の遺物

表V－3 遺構規模一覧(住居跡）

模（単位cm)

短軸(上端/下端）

(310)/(302)

(303)/(300)

規

長1111 (上端/下端）

(441)/(437)

303/301

時 期F面形位 置遺構名 確認十層
繕
一
路
一
別

縄文中期末

縄文中期末以前

楕円形

円形

Ⅳ層上面| L-'00'01，M-100･101
Ⅳ層上面|N 0'0'､O-101

１

２
~ＨＨ

表V－4 遺構規模一覧(焼土）

模(単位cm)

短軸

33

49

規

長軸

57

58

時 期平面形
Ｌ
Ｄ
Ｉ
』

ん
価
脾 置遺構名 確認十層

深さ

16

6

1

縄文

縄文早期？

楕円形

不整円形

F 1 1 mbg
F-2 Ⅳ層上面

３

０

０

０

１

１
~~
Ｐ

Ｎ

表V 5 遺構規模一覧（フレイク・チップ集中）

模（単位cm)

短軸

130

100

22

52

66

規
一
鋤
一
ｍ
｜
副
一
訓
一
眠
哩

時 期遺構名 位 置確認土層

縄文後期前半

縄文中期前半か？

縄文後期か？

縄文後期か？

縄文後期か？

Ⅲa層上面

Ⅲ b 層

Ⅲ a 層

Ⅲb層上面

Ⅲa層上面

９０１８

７

６

３

３

０

０

０

０

０

１

１

１

１

１

~
~
~
~

０

Ｎ

Ｐ

Ｐ

Ｎ

１

２

３

４

５

~~~~ＣＣＣＣＣ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

表V-6遺構出土掲載土器一覧

遺
お
グ

物番
よ

1 ） 、ソ

口
写
び
ド

遺構

番号

図版

番号

癖
数 層位

一
Ｖ
一

１１立

口 備考点数 文 様図番号 番号 分類 胎土

単節のRLとLRで
交互に施文し、羽状
にする

床挿入

風倒木痕

床挿入

床挿入

覆土

Ⅲb

mb

H－2覆土

H－2覆土

H 2覆土

H－2覆土

H－2覆土

H-2覆土

２

Ｂ

Ｍ

土

１
－

８

一

覆

１

皿

１

１

２

~
~
~
~
~

Ｈ

Ｑ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ｌ
ｌ
４
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
６
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
３
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

１
｜ 口縁部～

胴部上位

折り返し

口縁
mb5

２
’
３ 砂粒多い 胴部中位単節RLの斜縄文10 mbH 1 V-4-1

単節LRの斜縄文 砂粒多い胴部中位

単節LRの斜縄文 胴部中位

単節LR縦の斜縄文砂粒多い口縁部 角張った口縁

単節LRの斜縄文 砂粒多い胴部中位

単節LRの斜縄文 胴部中位

単節LR縦の斜縄文砂粒多い胴部中位

単節LRの斜縄文 胴部!1:'位

単節LRの斜縄文 胴部中位

阯
一
阯
一
阯
一
阯
一
、
｜
、
｜
吐
一
吐
４
５
ｌ
１
２
ｌ
３
４
ｌ
５
ｌ
６

47

H 2 V-4-3

無文帯上に貼付帯を
付し、その上に単節
LRの斜縄文

H－2覆土 mb 胴部I|」位７ 1

口縁部～

胴部上位

折り返し

口縁
単節RLの斜縄文 繊維含むⅢa Wa-l41FC

l

Ⅲa lⅣa-1 1単節RLの斜縄文 繊維含む服部中位２ 5V-4-6 48

単節LR縦でやや縦
の縄文

２

Ｃ

ｌ

Ｆ
小礫多い 胴部中位mb Ⅲa1 1
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V黒岩3遺跡

表V-7 遺構出土掲載石器一覧

図版

番号
遺榊名 図番号 番号

イエョ

f叩
I可=唾器

」
ノ
ム

ｆ
、
脾

層

材質
~匡x

瓦ご 幅 厚さ 重量 備 考

スクレイパー 覆土 頁岩8 44.8 30．3 10.0 10.6

刃部折れ欠損。
箆状石器か。

両面洲整石器 覆土 頁岩９ (47.5） 28.0 11.4 14.4

V－4－3
両面調整石器 覆土 頁岩10 71.9 83.0 1QワLJ･ ~0 112.8H 2 47

叩き石 安山岩1] 覆土 64.5 16.818.6 72.8

石錘 安山岩
141

1‘ 蒲十 59.3 79.5 19.9 119．4

V－4－4 台石 床面 凝灰岩13 101.0 301.0 72.0 4900.0

両面調整石器３ 頁岩Ⅲa 石槍未製品か。110.0 44.0 19.9 91.0

両面調整石器 頁岩！ Ⅲa 折れ欠損｡石槍未製品か。(57.0） 51.2 14.5 30.2

両面調整石器FC-1 頁岩５ Ⅲa (39.3） 折れ欠損｡石槍未製品か。30.5 ヲ員
イDJ 8.2

V－4－6
両面調整石器 頁岩6 Ⅲa 剥離欠損。(57. 1) ワワ1

~~『■ 土 12．1
1ｲーn

LO･ム

石核 頁岩7 Ⅲa 32.5 73.4 30.0 52.0
一戸p ､j一十争

口1茨FC 2 頁岩2 Ⅲb 85.6 59.2 30.5
1ラワ d~）

Lイ／･△

日器素材 頁岩1 Ⅲa 41. 1 32.6 11反Lエロ』 11．6

石器素材 頁岩2 Ⅲa 41.4
1戸 『ー

lD．ひ29.0 11.0

48
石器素材 百一単

一、･仁］3 Ⅲa 31.7 14.042.5 14.6
同一母岩

石器素材 頁岩4 Ⅲa qワワ
リ＝･白 11.2 15.2 13.2FC-3 V－4 7

石器素材 頁岩5 Ⅲa 32.4 41.6 12．611. (）

石器素材６ 頁岩Ⅲa 30.3 43.0 10.4 11.6

同一母岩剥片
総重量848.0。

接合資料 頁岩
~

Ⅲa 255.0

石槍またはナイフ 頁岩 2点接合｡折れ欠損。Ⅲa1 (95．0） 58.2
1戸n

LO．乙 61.4

石核Fr,－貝
ユゼ ン V－4－8 頁岩Ⅲa２ 34.8 53.3 64.2 106.5

磨製石斧 緑色泥岩 基部折れ欠損。Ⅲa (M. l) 50.3 19．0 76.0）

表V－8 包含層出土掲載土器・土製品一覧
図版
番号

け
、総
数X]番月一 点数好りゞ グリッド 屑 1，ン 分類 文 様 内 面 l 辱 胎土 部 { 伽考

[I縁部と胴部中位に横走~す．る幅挟

い貝殻条痕で区画し、内部を縦位

の幅狭い貝殻条痕で縞状に施文。
胴部下位には貝殻押引き文｡

O－lO3 10 貝殻服縁斜位に

刺突

蝉荷多い 口縁部～胴部下1
両

小11 I a

R－lO3 1

2 O－l“ 1 Ⅲ『1 1 ‘司
几 a ｢I緑部

N－lOl 風倒木猟 2条単位の沈線で施文。鋸歯状の
モチーフがみられる。

2条単位の沈線で施文。鋸
歯状のモチーフがみられる

3 I a1 輝石多い 口縁部

横走貝殻条痕施文後､斜めに貝殻
条痕施す

横走貝殻条痕mb 1 3Q－lOl 1 貝殻服縁刺突 輝石多い 口緑部1

Q lol ''1 t 口縁郁～胴部上位
1 ハ
且 ｡o 1

横位の只殻条痕施文後、 4条単位
の沈線を斜めに施文

1ノー員－1
V ぜ 0－102 フ ハ I a 暉澗多い 口縁部b

横走の貝殻条痕施文後、 3条単侭

の災殻条痕で菱形ﾓﾁｰﾌ描く。

２O lO2 、 I a 輝打多い 胴部11'位

（）－102 T n
8 d ''1部I I M{、苫

N lOl 風倒木痕 I 貝殻押引き文で曲線を描く９ 縦削り 胴部中位1 輝石多い 尖底力

横走貝殻条痕施文10 O lO3 八『 IaI 服部中位輝石多い

11 T ﾊ
」 ． 横だⅢ般条痕 貝殻条痕Q lOl 1 ハ 輝石多い llil1部1，．位

ハ 胴部下位(〕

1m

↓ぬ Q lol T ヘ
ム ロ

一J－

Ⅲb1

L－lO2 横走貝殻条痕＃ 貝殻条痕I11 b 輝石多い Ilpl柵下位～底部b

13 Ia8

M lO2 Ⅲb

貝殻押引き文V－5－2
1 4

」伯 R－lO8 11 、 T n
人 口 輝石多い 胴部下位~底部 底部に貝

殻押引き

文

LR ・ RLの結束羽状縄文の上位

に短縄文

1 Ⅲa 石英多I 1161部1 1 '位
I b l15 O－l(Xj ~~

Ⅲb1 胴部中位

風倒木痕19 16 P lO6 I b－lI

V 5 3

I b 2 LR ･ RLの結束1:l状縄文後､ ヨ
コナデにより貼付帯を施す位置を
あとづけている。貼付帯上には縦

に縄圧痕を加える。

Q－lo3 5 Ⅲb 繊維 I1部1 1 '肘
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5 包含層の遺物

纈
数

図版
番号一

備考部 イゴ胎」文 様 師 にI 唇内『｣i＊ん
b b，女几 屑位 分類lXl番号 番号 卜

石英多い 胴部下位LR ･ RLの結束羽状繩文後、 ﾖ
ｺﾅﾃにより貼付帯を施す位置を
あとづけている。貼付補上には縦

に細圧痕を加える。

５ mb Th 7~~ ~R－lO818

海綿骨針含む I言1縁部斜走する微隆起線文liIに絡条帯Ⅱ
痕文

単節LRの斜繩
文

風倒木痕 I b 31Q~~~ N－1帖
1

1

｢｣縁部風倒木痕 Ib 320 N－1帖

胴部上位風倒木痕
T l 句

」 0 J21 N－1帖
ソ
】

肌1部上位横止する微|隆起線文lIlに絡条帯H

換文

風6:1水狐

風倒木痕

I b 3ツク~~ N lOI

flQ
z型

胴部中位_上位に横走する微隆起線文間に絡

条帯圧痕文。下位に単節LR

I b－3N l船
n句

畠』

胴部下位枇走する微隆起線文|ﾄ'1に単節LR
の斜縄文

|乱倒木痕 I bN－1帖】'1

波状I三I縁c

突起にｲI

あり。

1 1縁部~胴部上位繊維貼{ij泰をらせ人

状に施す。
LR ・ RLの結束羽状縄文施文

後、貼付帯を網状に施す｡
風倒木棋 ⅢaQ－lO8》貝

¥咄

胴部上位繊維iii節RL施文後､貼付帯を付す11l b ⅢaP lO9
1

126

口緑部蝋11み 繊維単節LRの斜繩又''1 1 Ⅲa5 3 q)宇
全』 P－lO3

~口縁部刻み単節RLの斜縄文Ⅲb 、2P lOlZB

口縁部繊維単節LRの斜縄文施文後、二条の

横沈線

縄圧痕風倒木痕 mb29 M lO】 1

川部|蚊倒木痕 mbM－lOO ２30

'''1門1LR ･ RLの結束羽状純文 丁寧な聯きlll a
フ1

〕｣ P－109 1 Ⅱa

口縁部~胴部中位 波状口縁繊維口縁部に斜走する撚糸文、胴部に

横走する撚糸文。口縁[tl:下のくび

れに絡条帯圧痕・

風倒木痕 nIa1頁
▲V鋤

句n

Jf 0 1()2

1 1縁部繊維、小礫叩.節LRの斜縄文Ⅲ我 Ⅲa1－1ハ1~ ~~~ 119 33

｢I縁部~胴部中位 波状口縁溝線文｡突起部
は右まきの渦巻

き文c

繊維綾繰})斜縄文mb11－1帖 I

Ⅲa印 34 I

mbN l“

小礫 胴部複節LRLの斜

線。沈線は横走
するものを二条

縄文施文後、沈

1条の下位に横走

で飛ﾄﾞ

ⅢaN－lO2 111 119 35 1

Illﾘ部中位単節LR､単節RLを交互に施文
することで羽状縄文にし、その

後RL ･ LRの境界に刺突を加

える。

UbN－lO8 mb36

111部中位*11糀な貼付帯で横位にIX: I1Iした

後、 MIIi付補上も含め単節LR， 申．

節RLにより羽状縄文を施文す
る。 さらに､貼付帯上に刺突を加
え、貼付帯問も縦の刺突で区画す
る。

11lb Ⅲb37 N－lO8 ６

1 1縁部砂礫単姉LR施文後､ に|縁に刺突を加

える。

ⅢI111O lO2J5

口縁部砂礫単節LR施文後､口縁に刺突を加
える、

mb mb39 N lO7

口縁部砂粒単節RLの斜縄文Ⅳa llIl tM－101 140

返り
縁
折
口

口緑部' 1級肥1'H帯上位は単節LR、下位

は111節RLを施文し羽状にする。

下位の単節RLは肥厚,勝下位の胴

部も同時に施文している。

IlI l Ⅳa l1］ M－102 1

折り返し

口縁

口縁部姫節RL施文口縁部に二条の貼付帯を付し、そ
のlMを無文帯とする。貼付術上に

はl i1．節RLを斜位に施文。W1祁に
はiM･節RLを横位に施文｡

、aP lO7 1

IYal‘12

11lbP lO7

1ｺ縁部~胴部上位単節RLを交互に施文することで

羽状縄文にする。

M－lO2 Ⅲb Ⅳa l
少句

JU＞ ｲ

口縁部 折り返し

にI縁
艇文Ⅲa 1Wn 1

LV q 』P－1帖 1‘14

1 1縁部 折り返L

p縁
無文Ⅲa Ⅳa l45 R lO4

口縁部～胴部上位口縁部に二条の線縄文を付し､無
文'冊により口縁部と区凹された胴

部には単節LR施文

mb Ⅳa l
0戸

‘1， N lO3 b

1 1縁部

折り返口縁

砂粒1 1緑部貼付楕上は無節R施文後､
線繩文を施す｡貼付帯下位には線

繩文によって区画された無文帯が

あり、その下位には無節Rが施文
される。

斜縄文Ill lP l“ IVa l4ﾜ
ｫf 1

”

口縁部li1節LR施文後、 ’三1級部に三条の

線純文を加える｡

lll aL－l()I lVa ］18

V－5－4

口縁部1 1縁部は無文で､胴部に単節RL

を縦位に施文

ⅢaN lO2 1

､?a 119 ノ

IlIbM－lOl

| I縁部| I縁部は無文で､肺1部に単節LR
の斜繩文

Ⅳa l'1 3N－lO2 I｡(ノ

I '縁部~胴部中位 波状口縁

波状ﾛ縁の臘噸|海綿篇針含む部に刻み
胴部上半を浅い沈線でIX画し､二

段にくずれた巴文を沈線で描く｡
Ⅲa Ⅳa2O－lO8

9 Ⅲb Ⅳa251 O lO8

風倒木痕 Ⅳa20－108 1
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V黒岩3遺跡

図版
番号

画
１
１
鐸

数
図符号 排号 点数グリッ 1 層位 分類 文 様 内 面 口 唇 部 位胎」 備考

戸n

o畠 0－108 11l b ハ『 【1 2 口縁部~胴部上位｡

53 R l“ Ⅲa 小波状口縁に弧状線文。1 Ⅳ32 小波状口縁に弧状線文。 口縁部 小波状口

縁

l凱倒木痕別 M－lO5 口縁の無文帯下に沈線1 Ⅳa2 弧状線文 海綿11．針含む 口縁部

55 P－l肥 口縁の無文帯下に二条の横位沈線
とその間に単節LRを横位に施
文。

1 Ⅲa Ⅳa2 口緑内面を単節LRにより
横位縄文

単節LRの斜縄

文
口縁部

Q－lo4弱 1 Ⅲa 、縁部は無文。その下位はくぴれ
頚部をなす｡胴部上半の張り出し
部には地文に横位の単節LRを施
し､二条の横位の沈線で区画した
中に二段の鍵状文を施文。

1V，句 ﾘ
4ヤ qと 口縁部～胴部上位

M l“57 1 I 口縁部を横位の沈線で区i圃』し、そ
の上に沈線によ}')鋸歯上文を施
文。

Ⅳa2 口縁部

霞！ N－lO8 2 Ⅲa Ⅳa2 口縁部を沈線で区画し､地文に単
節RLを施し､縦位短鋸歯状文を
施文。

口縁部は無文｡その下位はくぴれ
頚部をなす｡胴部上半の張り出し
部には地文に単節LRを施し、上
部に二条の横位の沈線、下部に縦
位短鋸歯状文、渦文、 ｶﾆﾉﾊｻ
ﾐ状文を施文。

口縁部

V－5－4 50

M l的 風倒木痕1 Ⅳa2hu~~
口縁部～胴部上位

60 M l的 風倒木痕 Ⅳa2 胴部中位

P lO261 10 mb Ⅳ32 地文に単節RLを横位に施文。二
条の沈線で区画後3段の鍵状文を
充填。区画外は擦り消す。

海綿骨針含む 胴部中位

P－lO5鰯 Ⅲa Ⅳa2 上部は沈線で区画された中に地文

に単節LRを施文し､縦位短鋸歯
状文が充填されている。 ‐ﾄ部は縄
文が擦り消され沈線で、曲線が描
かれる。

2 海綿間･針含む 1111部下位

P lO3 地文に横位の恥節LR施文し、鍵
状文､ ｸﾗﾝｸ状文?が描かれ
る。

63 Ⅲa Ⅳa2 胴部中位

M lO5 地文に単節LRを施文｡沈線と貼
付帯で区画する｡貼付帯 上には線
縄文。

64 Ⅲa6 Ⅳa2 胴部｢1 $位

65 P－lO2 1 地文に単節RLを施文し、鍵状文
を描く。

Ⅲa n･a2 土製品

表V－9 包含層出土掲載石器一覧
図版
番号

図番号 番号 嘱位グリット 器 種 石材
『『 封

』て ご 幅 厚さ 重量 備 考

L l“ Ⅲa 石鰄1 庭'11岩 28.0 9，9 3－0 0.8

Ⅲa 石鍛 1脚|阻石 41．5

m 石厳 黒曜石 （24.0）

Ⅲb 石雛 黒曜石 (31.5）

Ⅲa 石錐 頁岩 45.4

Ⅲb 禰雛 Ⅱ岩 （43.2）

Ⅲa 石錐 頁岩 43．0

Ⅳ 石錐 頁岩 （62.9)

Ⅲb 石槍またはナイフ頁岩 55．4

Ⅲa 石槍またはナイフ頁岩 76．7

mb 石槍またはナイフ頁岩 70．8

Ⅲa 石槍またはナイフ頁岩 119.9

Ⅲb 石愉またはナ･イブ rI岩 141.2

ma 石槍またはナイフ頁岩 123.4

mb つまみ付きナイフ頁岩 47．4

Ⅲb つまみ付きナイフ頁岩 64．2

Ⅲa つまみ付きナイフ頁岩 48.0

Ⅲa つまみ付きナイフ頁岩 56．0

Ⅲb つまみ付きﾅｲﾌ頁岩 （58.5)

mb 箆状石器 頁岩 73.8

ma 箆状石器 頁岩 (56.9）

Ⅲ 箆状石器 頁岩 （86.9）

Ⅲa 箆状石器 頁岩 99．8

Ⅳ 箆状石器 頁岩 82．7

Ⅲa 箆状石器 頁岩 132.4

Ⅲa ｽｸﾚｲﾊﾟｰ 頁岩 （53.4）

風倒木痕ｽｸﾚｲﾊﾞｰ 頁岩 (68.0）

Ⅲa スクレイバー 頁君 73．2

Ⅲa スクレイバー 頁岩 92．0

mb スクレイパー 頁岩 45．7

Ⅲ 石錐 頁岩 37． 1

Ⅲa 11貝
Xﾊﾛｿ

石雛

Ⅲa

石雛Ⅲb (43.2

11 石鑑

石描またはナイフ

mb

頁岩 119.9

石械またはナ･ｲブ r〔器

1m句 ~4

1畠○.姓

頁岩 47.4

頁岩 18．0

頁岩 (銘.5）

73.8

Ⅲ

99.8

r〔岩

風倒木痕 スクレイバー

司旬ハ

イO･畠

頁岩 92.0

1句 1

〕ｲ. 上

L－lO5 ６

０

０

０

７

０

３

８

３

６

７

４

４

９

７

５

８

８

２

１

３

３

３

１

９

３

７

５

９

２

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

５

３

５

４

２

４

４

９

２

１

０

９

１

３

６

９

８

８

４

３

５

１

９

５

５

５

８

９

２

５

１

１

２

２

２

１

１

１

２

１

２

１

１

１

１

１

４

２

６

６

９

６

７

８

９

６

３

８

５

５

７

７

８

４

２

７

５

４

６

６

９

３

０

９

６

６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅲ

娼

鯉

羽

陥

脳

釦

劉

副

錘

姐

弱

蝿

吃

鋤

羽

灯

”

仙

鎚

扣

沼

仙

拠

砥

艶

幅

幅

銘

Ⅱ

3．0

n句〆

畠qj－D

4．0

16．9

4．0

31.7

21.9

43.5

}().7

17.8

41.2

28．6

2.8

0.8 基部折れ(調整

3.2 先端・基部折れ

基部折れ（調整

』
’
３
’
４

８

８

０

０

１

１

~~
Ｎ

０

？）

5 N－l側 切り
u、色

6 1M-102

7 1M-'00
8 1o-1()8

７

M－l帥

先端欠損。

○

○

損

れ

損

欠

折

欠

端

部

端

先

基

先

６

８

６

１

１

６

基部折れV－5－5 （調整？)。

Q－lo2q
打槍12．3

師

的

鵬

例

鯛

鮪

的

１

１

１

１

１

１

１

~
~
~

~
~
~

Ｐ

Ｐ

Ｒ

Ｏ

Ｐ

Ｌ

Ｐ

叩

皿
一
吃
一
Ｂ

Ｈ
ｌ
腸
一
妬

フ

フ

フ

の

の

み

柚

槍

イ

イ

イ

期

期

ま

石

石

ナ

ナ

ナ

早

早

つ

０

０

３

４

７

０

０

４

０

５

凹

型

鮖

蝿

兜

３

１

１

９

ｕ

ｌ

１

石槍

86.3

＋イヲ
′~ロ~"

-ト
イー
′~ロ』

早期の

早期の

つまみ

51

もの

も〃

L－1()4『

l8 1 N lO7

19 0－1岨 部折れ欠損

V－5－6 畑
皿
唾
、
唾
噸
噸
、
皿
皿
蠅

~
~
~

~
~
~

Ｒ

Ｌ

Ｍ

Ｍ

Ｌ

Ｓ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｍ

Ｎ

帥
一
創
一
鑓
一
羽
一
別
一
謁
鋼
一
”
｜
泌
一
鯛
一
鋤
一
釦

Ｖ

Ｖ

39．4

23．7 基部折れ欠損轡

45.6 刃部折れ欠損。

118.2 トランシエ様石器

60．8 トランシエ様石器

173.8 トランシエ様石器

49-0 素材遠位端折れ欠禎

57.8 サイドスクレイバー

49.7 ｴﾝﾄｽｸﾚｲバー

郡.8 斜刃のエンドスクレ

17．9 ノツチドスクレイパ

‘〕 り ＆函淵l士陣」↑んF＋巳

刃部折れ欠損。

トランシェ様石器

トランシェ様石器

ｻｲﾄｽｸﾚｲﾊｰ

19．7

斜刃のエンドスクレ

ノツチドスクレイパ

先端折ｵし欠損

。素材遠位端折れ欠損、

イバー

ー

M lO2 。
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5 包含層の遺物

図版
番号

11番号 番号 翻位 器 種グリッド
戸 Lj

fl 側 長さ 幅 厚さ 砿樋
JD L

Ⅷ ジ

模型石器
句句

｡‘ チャート)－101 Ⅲa
句、 ~4

JJ･劇
n句』

望畠.4
1 4
』.咄

V－5 7 qq
uv P－lO3 mb 両面調整石器 頁岩 56.7 20.8 石槍未製品か。凱.8 87.9

両面調整石器 頁岩34 M lO5 Ⅲa 125.3 “､5 石槍未製品か‘28.0 1ワパワ
ム~『弔. ~f

両面調整石器 頁岩貝ワ
VP 35 O－lO7 Ⅲa 53.0 30.5 箆状石器素材力11. 1 1ワワ

｣’･合

、〆

JO Q－lO5 Ⅲa 両面調整石器 頁岩 135.0 78.6
命可F

○ノー｡ 石槍未製品か362.0

頁岩
つ今
JJ R－lO7 mb Rフレイク 35－9 20.0 6．6 5．0

P－lO7 Ⅲa Rフレイク 頁岩38 石器素材か51．4 j3．9 0．0 14．2

V 5－8 39 Rフレイク 頁岩O－l()6 Ⅲa 61．9
ラ
ー

写
ｆ

“
ん
宝 盲器素材か14. （ ｝7.4

P lO8 Rフレイク 頁岩10 Ⅲ上 79.0 36.7 府槍素材力17‘8

頁岩41 N－lO8 Ⅲ Rフレイク 石槍未製品か。遇.4） 19．6 9．5 16.6

石核 頁岩↑｡）
茜色 N－lO Ⅲ上 40.2 39.3 19. 1 Q" 1

J竜凸 上

石核 頁岩43 Q－lo Ⅲa 8-9 『
１
『
』 〕3.0 136.8

R－1帖 風倒木痕 頁岩
偏
一 石核 114.0 59.7 頁ワ 1

J台. ｣ 383.4

石核 頁岩
~』戸

4｡ L l“ Ⅲb 103.8 98.6 42.0 381.0

磨製石斧 片岩
d戸

出、 N－lOl Ⅲa (90,0） 17.9 基部側折れ欠損。のみ形c6．3 17．6

V－5－9 磨製石斧 泥岩47 Q－lo1 mb 刃部折れ欠損。のみ形52． 1 19.8 ).7 18，4

表採 磨製石斧 緑色泥埼18 l(M､5 qワ員~~~~
旬、 l

乙乙. ｣ 25.8

53 磨製石斧 蛇紋岩19 M－1帖 11lb (45.0） 14．5 蕪部個l折れ欠損。14． 1 27ワ
ピ『■毎

磨製石斧弧 L 104 Ul a 129.7
可灯、

〕坐ﾛ皇 15．8 l()1.2l f ↑

弓1
JL 暦製石斧 片岩O－lO7 Ⅲb 126.5 貝Qワ

￥ぜ■= 18．6 215.8

たたき石 炭L| |岩
挿句

｡垂 P lO7 '1lb 100.0 40.2
句F門

○○.ｲ 211．0

たたき石 安山岩弱 Q－lO8 Ⅲa 84.0109.5 15.0 532.4

安Lll岩別 P－l肥 たたき石11 129.0 60.0 35.3
八戸毎戸

doイ．、

すり石 安'11岩玉 L－l“ mb 139.0 66.0 67.3 断面三角形のすり石768.0

すり石 安山岩L－lO2 I， 131.0 断面三角形のすり石侭.5 61.2 668.0”

V 5－lO すり石 砂岩
Fー

｡『 P－lO2 mb 断面三角形のすり石。 くぼみ石兼ねる（112.0） 61.0 55.5 〕97.6

すり石M－lOl 砂岩 使用面に凹凸が残る。未製品かⅡIb 102.51Qワ目
ユヅ学DU 67. (） 1.770.0ひ門

すり石 曙| I｣岩貝Q
Vv P－lO9 Ⅲb ケリ面の反対側に敲打痕149.0 目1 A

リムロ ーュbb－U 626. (）

IUa すり石 M州而に凹凸が残る。未製品か60 M－l(応 132.0 11 月
J上甲V 56.5 912.(）21 1 1 .面

すり石 炭' 1 1満61 Q－lol Ⅲa
咽、戸

＆』.｡82.(） 44.0 .〉n句パ
ー11J. ‐且

砥疋 砂岩割 61 ⅢaO－lOl (57.3 45.628．0

安山岩0 1鴨 Ⅲa 石皿63 135.0 108.0
へ句F

JJ,｡ 720.0

石錘 頁岩N－lO3 Ⅲb 79.0 “､0 礫石錘“ 20.9 115.0

安山岩65 N 101 mb 石錘 礫石錘74.0 “､0
n句ハ

ム色.乙 115.6

N一】01 石錘 安山岩 礫石錘｡mb 61．0 55-0 14.8 64.3t、

石錘 安' 1 1岩
戸向

DJ N-101 mb 83,0 52.5 18. 1 礫石錘l()8.0

V－5－ll N－lOl 石錘 礫石錘Ⅲ 炎Il l料 う2.5 22.4 ll1 .4bH 66．0

石錘 砂料 礫石錘。69 N－lOl Ⅲb 57.5 1ハワ
ユ咽.心68‘0 65. （

麦Ill岩N－lOl Ⅲb 石錘 礫石錘。70 乳.584，0 24．8 165.8

石錘 安山岩N－lOl Ⅲb 礫石錘71
ロム 70.0 56.0 l“､3

rBdD 1

色色. I

安山岩72 N－lOl mb 石錘 19.0 礫石錘。73.0 21.8 98．2

表採 石錘 安山岩 円礫に穿孔したもの。穿孔は両面からなされる。
弓呵

イ｡ 77.5 別.2 439.692.0

M－lOl 両面調整石器Ⅲa

L－lm Ⅲa

M－l的 Ⅲa

M lm Ⅲb

M－l“ mb

M－lⅨ） Ⅲb

M－lOl Ul a

剥片 頁岩 36およびRﾌﾟﾚｲ,ｸ1点､両面調盤禰器1点､剥片14点接合｡ここには36

は記入していない。

V－5－l2 貝q
寺~月

イ4 M－lOl 、a 1, 130.0
~ ~

M－lOl Ⅲa

N－l的 Ⅲa

N－l帥 Ⅲa

ⅢaN－1㈹

N 101 Ⅲa

N lOl mb

N lO1 、

P－lO4 1 Rフレイク
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l ポンシラリカl遺跡について

VI 調査の成果と課題

1 ポンシラリカ1遺跡について

遺跡を調査した結果、注目すべきと判断した事柄を6点あげてまとめとする。

・中茶路式の士坑墓：中茶路式が覆土上部からまとまって出土した土坑P－2を検出した。出土した

土器は胴部下半部分のみの出土で、 さらに一部が直線的に打ち欠かかれている。隣接するP－lも規

模、覆土、構築面ともに類似しており、 2基とも遺構が調査区外に広がっているため、明言はできな

いが、同種類の土坑墓である可能性がある。このようにコッタロ・中茶路式の半完形品を伴う土坑の

類例が数例あり、 1998年の余市町登町1l遺跡の報告に詳しい（藤原 1998)。当遺跡と類似する形状

のものとしては紋別市柳沢遺跡、苫小牧市美沢2遺跡がある。同じ調査区から複数の、当期の土器の

出土を伴う土坑を検出した遺跡として静川5遺跡がある。しかし、土器の出土状況について他遺跡の

例では、 より床面に近くからの出土で、口縁部を含む胴部である場合が多く、違いがある。

今回の調査で、検出した遺構については規模と覆土から墓であるという見解を出した。

・縄文時代早期前半、 I群a類土器：連続して施される貝殻腹縁圧痕について、縦位のものと横位の

ものの2種類がある。縦位のものについて、中野B遺跡(1996当センター）で分離された、根崎式

の範晴にはいる可能性もの（6， 7） もあると考えるが、 I群a類土器に絡条体圧痕を持つ個体がな

く、そもそもI群a類土器の出土点数自体が多くないため、 より包括的な傾向を捉える意味で、住吉

町式の名称を用いた。本遺跡出土の、貝殻腹縁文押し引き等(1、 3， 5) を充填する、菱形のモチ

ーフの類例として縦位の貝殻連続刺突を充填する静内町駒場7遺跡のものがある。 2が平底になった

様な無文地に沈線を施した土器も駒場7遺跡から出土している。物見台式の可能性を持つものは小破

片1つ（4）のみで、鳴川式を思わせる破片はなかった。出土した土器群は住吉町式の範晴で、 より

新しい一群を思わせる。平底のものについては、隆帯を持つもの、絡条体圧痕を持つものはなく、ア

ルトリ式を思わせる要素を持つ破片はなかった。平底の個体については、芦別市滝里4遺跡、奥尻町

青苗E遺跡のように沈線が連続して施されるもので、虎杖浜3遺跡A地点出土と同じの甑形状の土器

(17)、虎杖浜l遺跡の遺物に似たいびつな4単位の土器(16)、の出土があった。ムシリI式にある

様な、丸底味を帯びた平底形態(12)のものがあるなど、器形的にも本遺跡出土のI群a類は、尖底

から、平底への過渡期の一群と捉える事とした。住吉町式のうち比較的新しい一群とその直後の土器

群、又は領塚正浩氏が提唱した虎杖浜式(1997, 1998領塚）の範嶬にその直前を加えた土器群の出

土と解釈した。

●縄文時代早期後半I群b 1類、東釧路Ⅲ式土器：近年、長万部町富野3遺跡やオバルベツ2遺跡に

おいてセンター分類、 I群b1類のうちでも東釧路Ⅱ式の出土が目立っている。そのため当調査区に

おいても破片資料について、見直しを行ったが、むしろ典型的な東釧路Ⅲ式の遺跡であることが明ら

かとなった。 I群a類と比較して、大、中型の器形が多く平坦面をしっかり作り出す口唇部。全体に

地紋を施したのち、底部きわ、胴部中央、口縁部から口唇部にかけてナデつけて擦り消しそこへ圧痕

文を施す。板積みとも言える輪積みで器を成形し、化粧粘土のように水分をよく含んだ粘土を継ぎ目

に薄く塗りつけ、指頭でナデつける調整が見受けられる。このような器形の大きさ、成形方法、施文

方法を持つ土器として、東北地方北部の土器型式である早稲田v類があり、早期の|司じ時期である。

表館遺跡をはじめとして資料を実見したが、化粧粘土のように新たな水分をよく含んだ粘土を継ぎ目

1．丁1
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VI 調査の成果と課題

に薄く塗りつけ、指頭で撫でつける調整は、東釧路Ⅲ式より顕著である。

●縄文時代中期前半Ⅲ群a類土器：平成12年度の通常発掘調査の調査区内で5個体の復元(58～62)

と、 l個体の残存率の高い個体（69）が出土した。いずれも円筒上層c式からd式の前半と言える範

嶬の個体である。しかし3個体まとまっての出土（58～60）は明らかに共伴する土器であり、同一時

期の土器様相を示しているといえる。また出土状況から2点の石製品は当期のものという可能性があ

る。

・剥片石器：当地は頁岩の採取が容易である。石核及び両面調整石器、スクレイパーについて観察し

た結果、縦長剥片を取ることが容易な石材を選択する傾向が概略見られた。縦長剥片が取れない石核

は大きな塊であってもそのまま放置されるように見受けられ、剥片が取りやすいものは両面調整石器

になるまで使いこまれるように見受けられる。明らかに箆形のスクレイパーについては1点のみの出

土であった。傾向として、縦長剥片を主とする、短冊形の剥片について、両側縁辺の端部を用いる傾

向があり、 これは両面調整のスクレイパー（24， 25， 35， 38）に顕著である。箆型の石器の使用方法

を意識した可能性がある。つまみ付きナイフについては定型的な一例があった(16， 17)。縦長剥片

を素材として用いる。表面は剥離が全面におよぶ。裏面右側縁辺に連続する剥離が巡る。表面右側縁

は掻器様な急角度の刃部形態である。稜線は直線的で整然とする。つまみ部分は両面からの細かい剥

離を巡らせて丁寧に造る。出土状況から、縄文時代早期の遺物である可能性が高い。7か所確認した、

フレイク ・チップ．の集中についてはその出土層位から、早期よりは新しい前期または中期の可能性を

考える

・ポンシラリカという土地：当遺跡が面する無名の沢河口と伝承でポンシラリカ川と呼ばれる川の河

口に挟まれた海岸の土地はかつて、アイヌの居住地であり、ポンシラリカと呼ばれていた。元来、ア

イヌの居住地としては黒岩と、 シラリカに連続していたものと考えられ、 この地において伝ポンシラ

リカ川の側に居住地があった様子を松浦武四郎の「蝦夷日誌黒岩之図従右其三」という絵図が示

している。時を経て明治になってからは、新たに無名の沢河口寄りに、大川地区が形成されている。

ブイタウシナイ川河口切替え等、花浦地区の土地改良が進み、花浦・山崎側に人の動きが活発になっ

たためかなのか、大川地区は字が「山崎」に設定されていた。 しかし、人間の動き （漁業組合の管轄

区、小中学校の校区等）は、土地の連続性によるものか、黒岩地区との関連が深く、昭和51年に八雲

町議会は条例改正により、字を「黒岩」に変更し、実態に合わせた。

（大泰司）

2 黒岩3遣跡について

調査の成果としては、縄文時代中期末のものとみられる住居跡2軒、縄文時代後期前半とみられる

フレイク・チップ集中5か所、縄文時代のものとみられる焼土2基が検出され、包含層からは縄文時

代早期・中期・後期の遺物が出土した。各包含層の時期は出土土器からおおよそⅣ～Ⅲb層が早期、

Ⅲb層が中期、 Ⅲa層が後期とみられるが、風倒木痕などの撹乱が激しく厳密に分けられるものでは

ない。 また、黒岩3遺跡の調査区は、図V－l－1に示したように、想定される遺跡の範囲のはずれ

にあたり、調査面積もほんの一部分に過ぎない。 したがって、 ここで遺跡の性格を詳細に考えること

はできないが、調査で判明した大まかな時期ごとのトピックスを挙げることとする。

縄文時代早期については焼土(F-2)以外の遺構は確認されなかったが、遺物量は後期に次いで

多かった。特に石器についてはつまみ付きナイフ、すり石、石錘といった早期の特徴を持つ石器が多

くみられた。その内、石錘が最も多く認められた。ほとんどが単独で出土したものであったが、大き
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さは長さ5～9cm、幅4～8cmで、長幅比（長さ／幅）は1～1.2と非常にまとまりが良い。石錘の

石材はいずれも安山岩で、素材は遺跡に近い海岸で採集できる偏平な円礫であった。このことから素

材採集の際に類似した大きさを選択していたものと考えられる。 しかし重量は、約55～1259まで特

に偏りはみられない。なお、包含層出土石器で図示したN-100グリッド出土石錘9点はまとまって

出土したものであるが、その大きさは長さ6～8cm、幅5～6cmにおおむねおさまり、重量は65～73

9， 104～1169， 1669と大き<3つのグループ・に分かれた。以上のことからすると、素材採集の際

には主に大きさで選択するが、重量にはばらつきが出るため、使用にあたっては重量のばらつきを抑

えるためにいくつかの重量グループを組み合わせてバランスをとっていた状況が伺われる。なお、 こ

のような状況から使用目的については、漁網用沈子が考えられる。

ところで、早期のものとみられる遺物は調査区南側に偏って分布を見せた。その分布状況を見ると

調査区東側の未調査地区に早期の遺構がある可能性が考えられる。

縄文時代中期については焼土(F-1)、 フレイク ・チップ集中(FC-2･ 4)のほか、中期末

葉とみられる住居跡が調査区南西側に2軒かたまって検出された。住居跡はいずれも石囲炉をもち、

形態は楕円形と円形。柱穴は1基が確認できたに過ぎない。また、緩やかな斜面にあたるため西側は

明瞭に掘り込み、東側は余り掘り込まずに住居を構築した状況がみられた。当該時期の住居跡は卵形

で、方形の石囲炉跡をもち、先端部ピットを持つものが多いという。H－lでは風倒木による撹乱が

周囲を取り囲むようにあり、遣存状況は余り良いものではなかったが、おおむね当該時期の特徴を持

つものである。石囲炉は、長方形で、住居長軸に対し直行する。北西側の石囲いの遣存状況は良く、

整ったL字形を呈していたが、他の部分は礫が抜き取られたのか配列が乱れていた。また、炉跡東側

では礫の傍らに土器片を差し込んでいた。先端部ピットについてはM-101杭付近で根跡と処理した

ピットが見られた。あるいはそれが先端部ピットであった可能性がある。柱穴については1基を確認

したに過ぎない。時間的制約もあり精査が不十分であったためでもあるが、風倒木痕が複雑に絡み合

い確認が困難であった。H－2についても柱穴は確認できず、掘り込みと石囲炉を検出したに過ぎな

いが、炉跡南西側には3点の長方形の礫を立てて三角形に組んだ組石が確認された。組み石の下には

ピット上の落ち込みが見られたが根跡と判断した。これについては柱の根元を押さえた可能性があっ

たのではないかと考えている。また、形態は円形としたが東側の壁が不明瞭で、斜面にかかっていた

事から、楕円形であった可能性も否定できない。この2件の住居は遺物の接合状況から同時存在では

なく、東側が古く、西側が新しいことが確認された。

中期の土器の分布を見ると、大きく調査区南側と沢側の突出部付近の2か所に集中する状況が見ら

れる。沢側の突出部付近は住居跡が確認された調査区南西側に比べ風倒木痕の密度がさらに濃く、遺

構を確認することはできなかった。

縄文時代後期については最も遺物量が多い。この時期の遺構としてはフレイク・チップ集中(FC

-1 ･ 3 ･ 5)がある。特にFC-3は詳細な時期は不明なものの、チップを含まず、石器素材、 R

フレイク、 Uフレイク、石核、剥片が集中的に出土したもので埋納跡と考えられる。出土状況は約30

cm四方の範囲に石器が折り重なって出土したもので、深さは15cmほどあった。掘り込みは確認されな

かったが、出土状況から埋納坑が存在したものと考えられる。石器石材は大きく2種あり、 1種は石

器素材に限られ、 もう1種は接合するRフレイク、Uフレイク、石核、剥片であった。石器素材につ

いては内園3遺跡、内園6遺跡、上白滝7遺跡などで黒曜石製品が確認されていたが、 ここでは全て

頁岩製品であった。大きさは長さ約3～4cm、幅約l～2cm、厚さ約1～1.7cm重量約11～159にま

とまる。内園6遺跡では長さ・幅に差はなく、厚さ・重量に差が見られたことから、大きさや形状を
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揃えることが重要視されていた可能性が指摘されている。 ところで、どの器種の素材かが問題となる

が、 この大きさの石器としては石鍼や石錐石鈷が考えられている。 しかし、黒岩3遺跡出土の石器

素材の厚さはl～2cmであるのに対し、石雛の厚さは0.3～0.4cmのものが多く、 また石鍼の素材も薄

手の剥片を用いている状況から石雛の素材としての可能性は限りなく低い。 また、石錐にしても同じ

ような状況がある。ほかに石器素材とほぼ同じ大きさのものとしては模形石器が挙げられる。当調査

区からはチャート製のものが1点出土したに過ぎないが、石器素材にも長軸方向の階段状剥離のほか

に、短軸方向の粗い調整剥離を認めることができ、可能性を指摘しておく。一方、接合資料及び同一

母岩の剥片は、 Rフレイクを含むものの石器素材と同様の物は見られない。ただ、長さがおおむね3

~4cmで、長幅比が1 : 1～l : 1.5のものが多く、広義の石器素材であった可能性がある｡ただ、同

一母岩の石核も含まれており石器素材とは目的を異にしていたものと考えられる。

（福井）
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写真図版



図版1ポンシラリカ1遺跡

1 遺跡遠景(南から）
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ポンシラリカ1遺跡 図版2

1 25％調査状況(北西から）

2 FC-2検出状況

130



図版3ポンシラリカ1遺跡
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1 遺構確認調査状況(北から）

2 遣構確認調査終了状況(北西から）
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ポンシラリカ1遺跡 図版4
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図版5ポンシラリカ1遺跡

1 旧河道埋没後の土層出土遺物(北東から）

2 旧河道検出状況(南西から）
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図版6ポンシラリカ1遺跡
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図版7ポンシラリカ1遺跡

1 P～M103ライン土層堆積状況(北から）
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図版8ポンシラリカ1遣跡

1 Pライン以東表土除去後状況(北東から）

2 S～P103ライン土層堆積状況(北から）
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図版9ポンシラリカ1遺跡

1 FC-3検出状況およびQ103、 R103Ⅲ層上面遺物検出情況(北東から）

2 Q103、 R103Ⅲ層中位遺物検出情況(北東から）
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図版10ポンシラリカ1遣跡

1 R103Ⅲ層中位土器検出状況(北東から）

2 R103Ⅲ層下位土器検出状況(北東から）
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図版11ポンシラリカ1遺跡
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図版12ポンシラリカ1遺跡
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図版13ポンシラリカ1遺跡

1 H-1完掘状況(南東から）
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図版14ポンシラリカ1遺跡
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図版15ポンシラリカ1遺跡
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ポンシラリカ1遺跡 図版16
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図版17ポンシラリカ1遺跡
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図版18ポンシラリカ1遺跡
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図版19ポンシラリカ1遣跡
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図版21ポンシラリカ1遺跡
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図版22ポンシラリカ1遺跡
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図版23ポンシラリカ1遣跡
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図版24ポンシラリカ1遣跡
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図版25ポンシラリカ1遺跡
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図版26ポンシラリカ1遺跡
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図版27ポンシラリカ1遺跡
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図版28ポンシラリカ1遺跡
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図版29ポンシラリカ1遺跡
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ポンシラリカ1遺跡 図版30

73
ヲ向

／と

包含層出土土器(10)

2

4

包含層出土再牛士製品

158



図版31ポンシラリカ1遺跡
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図版32ポンシラリカ1遺跡
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図版33ポンシラリカ1遺跡
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図版34ポンシラリカ1遣跡
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図版35ポンシラリカ1遣跡
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図版36ポンシラリカ1遺跡
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図版37ポンシラリカ1遺跡
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黒岩3遺跡 図版38

黒岩3遺跡周辺の空中写真

(この写真は昭ｲII22年9j]撮影の空中写真を複製したものである）
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図版39黒岩3這跡
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1 遺跡遠景（北西から）

2 遺跡近景（北から）
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図版40黒岩3遺跡

1 調査状況(西から）

2 調査状況(南西から）
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図版41黒岩3潰跡

1 遺物出土状況(南から）

2 調査区完掘状況（南から）
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図版42黒岩3遺跡
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図版43黒岩3遣跡
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図版44黒岩3遺跡
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図版45黒岩3潰跡

1 H-2完掘状況(南東から）
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図版46
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図版47黒岩3遺跡
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図版48黒岩3遺跡
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図版49黒岩3遺跡
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黒岩3遺跡 図版50
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図版51黒岩3遣跡
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図版52黒岩3遺跡
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図版53黒岩3遺跡
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図版54黒岩3遺跡
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